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　　　第一話







　その場に最初に現れたのは、仕立てのよいドレスに身を包み、艶えん然ぜんとした唇に紅を差し、男の情欲を誘さそう香水を漂わせた──巨大な偉丈婦であった。

　彼女はまだ無人のその部屋を見回し、中央に置かれている円卓に歩み寄る。そこに配置されている椅子の具合を手で触って確かめてから、そのうちの一つに慎重に腰を下ろした。

　彼女の傍そばに控える女戦士達の一人、眼帯の赤毛女が、

「前から聞きたかったんだけどさ。なんでいっつも一番先に入って待ってんだヨ？」

「あたしが座れそうな、一番頑丈な椅子を真っ先に確保しておくために決まってるさね。いつだったか、余り物の椅子に座らされたら案の定、会議の途中で潰れてあたしの下着が全員にご開帳だ。見物料の発生する案件だったよ」

「取ったのかい？」

「逆に全員に慰謝料を要求されたね」




　次に部屋の扉を開けたのは二十歳ほどの若い女性。片眼鏡をかけた陰気な男を筆頭に、数人の護衛を連れていた。

　彼女は先に待っていた巨漢の女の存在に気付くと、軽く目を丸くしたあと、申し訳なさそうに頭を下げた。

「申し訳ありません、マダム。本来ならば新参の私が一番に入っておくべきでした」

「なに、構やしないさ。これはあたしの個人的な……まあ、癖みたいなもんさね。とりあえず座りなよ、この集まりにゃ席次なんてものはない。どこでもいいさ」

「それでは、失礼して……」

　彼女は礼儀正しい仕草で、先客の隣の椅子に腰を下ろす。

　その後の会話が弾はずんだのは椅子の後ろに立っている護衛達のほうだった。

「相変わらず陰気なワンちゃんだねぇ。ちっとは愛あい想そ良く挨あい拶さつでもできないもんかね？」

「なぜ雌の筋肉猿がこんなところにいるのだろうと思っていた。人間だったのか、意外だな」

「ンだとぉ？　ハハーン、アタシの筋肉が羨うらやましくてそう言ってんだなガキめ。よしこの腹筋触ってみろよお前のとどっちが立派か確かめてやるよオラ」

「やめろ触るな触らせるな手が猿臭くなる」

　椅子に座る二人は無言で顔を見合わせ、お互いの部下に対する苦労を労いたわりあった。




　規定の集合時刻より遅れて、スーツ姿の男が現れた。

「遅れたことは素直に謝罪しよう。なにしろお前達と違って忙しい身なんでな。愚かな市民どもが次々と繰り出してくる、信じられないほど愚かな案件の数々──それを対処しなくてもいいお前達の気楽さは実に羨うらやましい限りだ」

　彼と共に入ってきた制服姿の一団は、

「忙しかった？　ここまでの護衛のために迎えにいった場所が、保育所みたいな匂いのプレイルームだったのは何かの間違いかね」

「課長、ホントのことでも言っちゃ駄目なときはあると思うっス」

「具体的には今っス。今月の給料が不安っス」

　髭ひげ面づらの男は肩を竦すくめて口を噤つぐんだ。

　スーツの彼は椅子に座って周囲を見回し、幼女の裸エプロン給きゆう仕じの一人も用意していないとは相変わらず気の利きかない連中だ、とまた真顔で文句を垂れた。




　そして最後に、彼女らが訪れた。エルフ耳の金髪女、ぼんやり顔の少年、道具袋を提げた少女、お嬢様然とした女。帽子をかぶった男はいなかった。

　先頭を歩く彼女の顔には、いつもの尊大で余裕あるニヤニヤ笑い。部屋のなんとも言えない虚実入り乱れた空気を吸い込みながら大股で歩き、空いていた最後の椅子にどっかと腰を下ろした。

「みんなちゃんと揃そろってるねえ。約束を守ってくれる真面目クン達で何よりだ」

　スーツの男が苛いら立だたしそうな仏ぶつ頂ちよう面づらで言った。

「約束を守っていないのはお前だ。どれだけ待たせるつもりだ、まったく。他の奴やつらは皆時間を守っていたというのに。いいか？　時間というのは貴重で非情だ。無む垢くで美しかった幼女も時間という悪魔が胸を膨ふくらませ毛を生やさせる」

「あの臆おく面めんのなさはやっぱすげぇな。素直に感心するぜ」とその部下であるはずの髭ひげの制服男が聞こえないように呟つぶやき、道具袋の少女が便所虫の死し骸がいを見るような目で聞こえるように舌打ちした。

　エルフの女は行儀悪く──どころか無礼千万なことに──ブーツを履いた両足を組み、その踵かかとをどっかと円卓の上に落とした。スーツの男は眉を顰ひそめる。その無礼さにではない。

　ブーツの足先に真新しい血がこびりついていたからだった。彼女は自宅の庭に咲いた花の綺き麗れいさを誇るように笑って、

「こないだの火事のアレから、なーんかまた私達に対するあたりがきつくなってさー。今日も元気いっぱい、予定外のお客様がいらっしゃってねぇ。そのお相手をしてたってわけさ。私達も一応は公僕、無視はできないだろ？」




　悪逆騎士団の団長──アリシア・クイッテンエリアリ。

　ニルイースト最大の娼しよう館かん組織のまとめ役──マダム・イラ。

　ニルイースト市長──タングステン・ストローハット。

　代替わりしたばかりの大交易商会の長──レイチェル・リットンカーソー。




　これら四団体の代表が集まるこの会合は、これまでも定期的に開かれていたものであった。

　目的は、特にない。

　絶対に相あい容いれない、しかし同じ街で生きている以上無視もできない組織同士が顔を合わせ、ギスギスしながら、あるいは表面上の笑顔を見せながら、世間話をしたり、動きに探りを入れたり、情報を引き出そうとしたり、何か利用できないか考えたり──ここで行われるのは、そういう漠然とした『話し合い』だ。

　得るものは人それぞれ。共通の利益があるとするなら、それは『話し合いが公然の秘密として定期的に開かれていること』それ自体だろう。この会合のおかげで、表面上は、まだお互いがお互いを完全に潰つぶそうとはしていないという空気を演出できる。そうしなければ、若く浅慮な下したっ端ぱどもが敵対組織を独断で潰つぶそうと本拠に火を点つけることもないとは言えない。ニルイーストを自分達の与あずかり知らぬタイミングで末期的状況にしてしまうのはさすがに勘弁して貰もらいたい、という思いだけは一致しているのだ──今のところは。

　そんなわけで、今回の会合もゆるゆると話は進んだ。景気の話に始まり、最近の街の様子、気になっていること、お互いの動きの牽けん制せい。そして。

　マダム・イラがふと思い出したように、

「こないだみたいな騒ぎは……今のところは起こっていないね？　どうやら本当に問題は解決したみたいさね」

「だから言ったじゃないか。もう心配はいらないってね」

　数週間前──街はそれなりに大きな騒ぎに巻き込まれた。

　爆弾結晶を用いた、この街の要人達を狙ねらった連続テロ行為。街の名だたる闇組織がいくつも物理的に吹き飛ばされ、市庁舎すら爆破された。リットンカーソー商会の頭が代替わりすることになったのもその不幸な影響によるものだ。その事件は結局のところ、騎士団が解決した……と、いうことになっている。

　アリシアが飄ひよう々ひようとした態度で肩を竦すくめつつ、

「騎士団はどっちかと言えば巻き込まれた側だが、それでもわりとあんたらには迷惑をかけたとは思ってるんだよ。その責任はきちんと取ったとも」

　タングステンがじろりと彼女を睨にらんで言った。

「にしては説明不足だと思うが。『全ては孤児院にいた元聖騎士の一味の手によるもので、既に完全に粛清した』──こちらに与える情報はその一文だけか」

「他に何が必要だい？　悪は……違う、善は滅びて、街には再び我々という悪が安心して蔓延はびこれるようになった。いつも通りに、今まで通りに。だろう？」

「そうですね。街に安心が戻ってきたのは、いいことです。おかげで混乱していたリットンカーソーもようやく立ち直ってきました。ですが……」

　レイチェルの視線は静かだが、しかし、それはもはやただの娘のものではない。何かを背負った一人の女性、組織の長としての頑かたくなさを湛たたえていた。

「──父と妹の命を奪われた私には、拘こう泥でいする理由がある。それはアリシアさんにもおわかりでしょう。何か情報があるなら教えてください」

　アリシアは頭を搔かいた。

「だからホントにないんだけどなー。ぶっちゃけ、動機自体は単純なものだった。漠然とした悪人への恨み。笑えるくらい曖あい昧まいなやつだ。付け加えるような裏も何もないよ。しかし、そうだねぇ。しいて言うなら、『わからないこと』はほんの少しだけ残っているか……」

　一瞬だけ何かを考えるような目になったアリシアは、

「ふむ……確かに、あんたらに投げてみたほうが別口の解決策を得られるかもしれないな。ひょっとしたらここに既に答えを持っているやつがいるかもしれないし。つまりだね──」

　この会合が開かれて何回目かは定さだかではない。議事録も何もない非公式な会合である。

　しかし、どうあれ。それがこの会合が開かれてきた歴史の中で初めてのことなのは、この場にいるほとんどの人間が断言できた。

『そういうのがあるらしい』という噂うわさ話ばなしは人々の口くちの端はに上れども、日時や場所等、具体的なことを知る人間はごく僅わずかだ。だから常識的に考えて、ありえないことなのだ。

　ここに──招いてもいない別の参加者が姿を現すということは。




「それはつまり、実際の犯行に使われた爆弾結晶を、彼らがどのようにして手に入れたか、ということでしょう？」

　声は、円卓に座った誰のものでもない。

　女傭兵団ゲルンリツター、シティキーパー、リットンカーソー商会の護衛、そして騎士団──この場にいた人間達が身構えて視線を向けた先。

　今はけっして開けられることがないはずのドアを、普通に押し開いて。

　一人の青年が、笑顔でこの部屋に足を踏み入れていた。

「答えは単純。僕達が提供したのです。我々……結晶総合業者《ジェヴォーダン一家》がね」
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　二十代半ばほどの青年であった。レイチェルよりは年上で、タングステンよりは年下であろう。仕立てのいいストライプのスーツと革靴に身を包み、髪は長く柔らかめにして自然に流す、王都で流行の遊牧民ネルド風。

　浮かべている表情は、笑顔だ。にこにこと。有無を言わせぬような。笑っているという事実だけをこちらに伝えてくるような。

（ははーん……この笑顔の意味は、きっと。アレだな）

　高級な犬のような雰囲気の男だとアリシアは思った。見た目はいい。雰囲気もいい。柔らかく人に近付いて穏やかにさせる。そのために在る。だが絶対的に、どうしようもなく必然的に、肉を喰くらう牙きばを口の中に隠している。

「ジェヴォーダン一家？　聞いたことのない名前だが」

「そうだと思います。最近、この街に進出させてもらったばかりなので」

　アリシアは軽く目の端で背後の騎士団の面々を見やるが、コル以外の誰もが心当たりなしという視線を返してきた。コルの表情はいつものようにぼんやりしていてよくわからなかった。

　男は自分に視線が集まるのを充分に待ってから、敵意のなさを示すように手を広げ、

「座って話をさせていただいても？」

　油断のない目で彼を睨にらみつつ、マダム・イラが言った。

「あんたらを招待しちゃいない。ここには人数分の椅子しかない。あたしの体重のせいでそろそろ一つ足りなくなりそう……っていう現状を理解して、その解決策が用意できればね」

「ふむ。それでは、失礼して」

　彼が会え釈しやくをしてから足を踏み出す。その後ろには彼以外にも数人の人間の姿があった。揃そろいの社章のようなものを衣服の襟元に付けていること以外、まるで統一感のない人間達。

　一人は頭からつま先までを鋼の全身鎧よろいで包んだ、尋常ではない背丈の巨漢。入り口を窮屈そうに潜り、床を軋きしませ、頭頂部を天井に擦こすらせかけている。

　また一人は老婆。枯れ木のように瘦やせていて、しかしその目だけは異様に鋭い眼光を放っている。

　また一人は胡う散さん臭くさい蝶ちようネクタイをつけたタキシードの中年男。おかしな形の髭ひげを生やしており、香水の匂いがぷんぷんと届いてくる。

　そして最後に──だぼだぼのズボンと大きな丸眼鏡が印象的な、ひどく野暮ったい格好の女。元々体型が小太りなのか着き膨ぶくれしているのかすら定さだかではなかった。

　当然のことながら、彼らがここに姿を現した瞬間から、各陣営の護衛はその空気を最大級に張り詰めさせている。雰囲気的には既に半分ほどその鞘さやから刃が飛び出しているように思えた。女傭兵団ゲルンリツターのガールズエンドなどは早く実際にそうしたくてウズウズしているような感じだ。

　しかしそんな空気など意に介していないかのように、彼らは平然と部屋を横断し、アリシア達の座る円卓に近付いた。

「し、失礼しまっす！」

　しどろもどろに言ったのは野暮ったい眼鏡女だ。床に手をつく。転んだのではない。四よつん這ばいになって、尻を適度に浮かせて──椅子になった。

　リーダーらしき男はその行為に驚くこともなく、むしろそれが当たり前であるかのように、彼女の背中に腰を下ろし、悠然と足を組んだ。

「ああ──ご心配なく。この彼女はハイタニア・トロンボ。我々一家の見習い、丁稚でつちのようなものです。学も特殊な能力もないのですが、体力と根性、そして忠誠心だけはなかなかでしてね。『なんでもするからおいてくれ』と言うので雑用係として置いています。けっして不健全に購入して働かせている奴ど隷れいというわけではないのであしからず」

「……」

「おっと、僕としたことが！　名乗る順番を間違えました。これはいけない、実にいけない。丁稚でつちの名前を覚えて帰ってもらっても困りますからね」

　本来存在しないはずの、円卓を囲む五人目。強引にその席を作って入り込んだ、謎なぞの一味の長は──やはりにこやかな笑顔で、自らの名前を告げた。

「それでは……僕はアレックス・ジェヴォーダン。さっきも言いましたが、結晶総合業者《ジェヴォーダン一家》の家長をやっています。以後お見知りおきを」

　異様なまでの自信があった。このニルイーストの闇社会の代表者達──無論、ごく一部ではあるが──の中にあっても揺るぎない、平常心。

　だが揺るがないことにかけてはここにいるのも百戦錬磨、日々ニルイーストの汚お濁だくの中でその濃度上昇に貢献している者達だ。

　まるでここが自分の執務室であるかのように、愉快ではない市民からの報告を部下から受け取っているときの仏ぶつ頂ちよう面づらで、タングステンは机の上で組んだ手に顎あごを載せていた。

「俺達も暇ではない。非常に有意義な会議が予定にない段取りで中断されたとなれば、なおのことだ。時間を無駄にしないために簡潔に答えろ。お前達の目的は何だ？」

「時間を無駄にしないために、ってんなら、その質問自体が無意味じゃないのかい？」

　アリシアはからからと笑いつつタングステンに言った。彼がじろりと睨にらんでくるが気にも留とめず、代わりにアレックスと名乗った青年に目を向ける。

「あんたのその顔。ニコニコしちゃあいるが、まったくそこに意志はない。いわゆる営業スマイルってやつだ。じゃあその目的は一つだろ？」

　何かを嚙かみ千切るための犬歯を見せびらかすように、アリシアは唇を曲げて続けた。

「──こいつらは、ここに営業活動をしにきたのさ」

「さすがは悪逆騎士団団長、アリシア・クイッテンエリアリさん。まさしくその通りです。やはり最初はインパクトが必要かと思いましてね。この街は歴史が古いわりに、商業・経済構造の入れ替わりはそれなりに激しい──つまりは新参者の組織にとってもチャンスがありますから、いささか強引だとは思いましたがこのような顔見せをさせてもらうことにしました」

「つまり、先程の物言いからすると」

　黙っていれば彼はこれからスラスラと設立理念や昨年度の業績までも語りそうな雰囲気だったが、その言葉に横入りして止めた人間がいた。

「テロリストどもに爆弾結晶を渡したのも、貴方あなた達の営業活動の一環──ということでしょうか」

　レイチェル・リットンカーソーの、冷たい言の葉だった。かつては温和で、ともすれば気弱ですらあったその顔に笑みはない。ただひたすらに冷たく、アレックスを見ている。

「ええ、その通りです。僕達はお客様を選えり好ごのみなどいたしません。求められれば勿もち論ろん、満足いただける商品を提供するのみです」

「もし奴やつらにあんな玩具おもちやが配られなかったら、奴やつらもあれほど調子に乗ったりはしなかったでしょうね。どこかの段階で潰つぶせていたかもしれない」

　レイチェルと似たような目でヒオが呟つぶやいた。彼女も爆弾結晶のおかげで鐘楼からダイブする羽目になったりしたので、思うところは多々あるはずだった。

「商品の効果的な使い道をご教示することもありますが、あのお客様に関しましては商品の受け渡しまでの関係でしたよ。その後の事情は与あずかり知らぬことです」

　アレックスは笑顔を崩さない。隣に座っているレイチェルの拳が、膝ひざの上でぎゅっと握られるのをアリシアは見た。おそらく彼女の中には数多あまたの『もし』が渦巻いているのだろう。もし、孤児院の奴やつらが爆弾結晶などというものを持たなければ。もし、ただの剣で武装した野盗と同レベルだったならば。もし、リットンカーソー商会の要人を殺そうとするほどに、彼らの計画が上手うまくいき続けなかったならば。

　その膨ふくれ上がる『もし』が彼女の外に何らかの形で──言葉か、あるいは物理的な何かで──出ていくよりも早く、タングステンが吐き捨てるように言った。

「白々しい。この会合の事実すら摑つかむほど、既にお前達はこの街に十全な情報網を構築しているのだろう。自分の顧客が何をしたのかを知らないはずがない」

「販売調査マーケテイングリサーチ、というもの程度ですよ。皆様のような、この街の有力者さん達が知っておられるようなことはとてもとても……僕達は売った商品でお客様が幸せを得られることをただただ祈るばかりです」

　自分に集まる視線の温度がさらに寒々しいものになったことを受けてかどうかは知らないが、アレックスはそこで気を取り直したように一つ咳せき払ばらいをした。足を組み直し──椅子となっていたハイタニアが何か粗相でもしてしまったのだろうか的な表情でおたおたと視線を動かすのに構わず──指を二本立てる。

「さて、その先行顧客様の件を踏まえて、今回皆様にお伝えしたい要点は二つです。既におわかりいただいていると思いますが、一つは我々の技術力。当方には最先端の結晶法のノウハウがあり、それを現実化する資源と人材があります」

「確かに、あんな結晶は今まで見たことも聞いたこともなかった。いやまあ似たような理論はどこかで見たことがあったかもしれないがね。実際に商品化されているとは思わなかった──」

　アリシアは目を眇すがめ、

「──お前は結晶法使いだな？　お前が作ったのか？」

　一瞬だけではあったが、アレックスがそこで初めて、笑顔以外の表情を漏らした。驚いたように目をぱちくりとさせて、

「おや、どうしてわかるんですか？」

「なんとなく。匂いかな？　まあ長いこと生きているがゆえのカンみたいなものさ」

「そう言えば貴女あなたはエルフでしたね。あまりにも自然体でいらっしゃるので忘れてしまいます……ともあれ、我々は他にも様々な最先端の結晶を作り出すことが可能な技術を持っている、というのが一つ。そして二つ目は──勿もち論ろん、我々は幅広い商売を目的としているということです。求めている方々には、基本的に誰にでも。結晶総合業者の名の通り、品物だけでなくその活用法なども含めて商品を提供させていただきたく思っています。その門戸の広さがセールスポイントの二つ目です」

　それは決定打であった。

　ガールズエンドとノルンケイヴを筆頭に、剣を鞘さや走ばしらせるものがいた。身構えるものがいた。下品な言葉で罵ののしりの言葉を発するものがいた。とはいえ動いたのはこの場にいた半分で、騎士団の面々と、市長から追加報酬の話を切り出されないシティキーパー達は動かなかった。

「発言には気をつけたほうがいいね、若造。つまりあんたらは──」

「……たとえばあの爆弾結晶のようなものを、この街にいる誰にでも売る用意がある──そう言っているのですか？」

　マダム・イラとレイチェルの、あるいは殺気にも似た視線。

　それを受け止めるのは、やはり、笑みであることだけが存在価値である笑みだった。

「もちろん、そう言っているのです。なぜなら、僕達は商売人ですから。モノを売るのが仕事です。貴方あなたがたにも。今ここで、でも──売ることができますよ？」

　そうして彼は、ごく自然な仕草で、ポケットから何かを摘まみ出した。

　一握りできるようなサイズの、結晶だった。

「お嬢！」

「マダム！」

「団長！」

「……し、市長！　って流れに乗って言っといたほうがいいやつだな、これは。ったく、安定収入と命、どっちを取るべきかねぇ……」

　さすがにそれにはヒオとシティキーパーのイオニスも動いた。互いの主を守るべく円卓の前に進み出る。

「ああ、いいっていいって。ンなところで自分もろとも爆発させるアホはいないだろ。つーか私達を吹っ飛ばしたいならとっくの昔にやってるはずさ」

「冷静な発言、ありがとうございます、アリシアさん。さてどうでしょう、皆様。これはお試し品のようなものなのでお安くしておきますよ。もっと近くでご覧になってはいかがです？　扱いには注意してほしいですが、手にとっていただいても結構ですよ」

　動くものは誰もいなかった。

　アレックスは残念そうに肩を竦すくめてから、その結晶をポケットに戻す。

「残念です。良好な需要と供給の関係を築くにはまだ時間がかかりそうですね」

　そのポケットを上からぽんぽんと叩たたきつつ、彼は組んでいた足を下ろして悠然と立ち上がった。その反動で、わりと疲労していたらしい椅子がブニェッと蛙かえるのような声をあげて潰つぶれた。

「しかし、顔見せを済ませてもらった、ということで実りはあったと思いましょう。そろそろお暇いとまさせてもらいましょうかね。いやあ、皆さんとこうして話しただけでわかります。この街はいい街だ。様々な欲望が剝むき出だしの形で渦巻いている。ここでの商売は本当に楽しみですよ──」

　手を擦こすり合わせつつ、彼は部屋の出口に向けて歩いていく。途中で思い出したように、

「ああ、そうだ。君達も少しくらいは挨あい拶さつしておいたらどうだい？　これからこの街で顔を会わせることもあるかもしれないのだし」

　声をかけられた人間達──つまりジェヴォーダン一家の人間の反応はそれぞれだった。

「ひっひ。一介の従業員が、別の会社の社長に挨あい拶さつするようなもんじゃないのかね？　アタシにゃ何も喋しやべることはないさ。何せ歳としだから、もし道端で倒れてたら無視せず助けとくれって言っとくぐらいさね」

　老婆はそう言って踵きびすを返かえした。

「え、あ、その──は、ハイタニア・トロンボです！　トロ子ってよく呼ばれます！　で、あの、実際トロいんですけど、ええと、頭も悪くて、でもその……が、がんばりますから！　気持ちだけは誰にも負けません！　もし店に来てお困りの際にはなんなりとお申し付けください！」

「椅子がないときとかかい？」

　アリシアが言うと、彼女は真顔でぶんぶんと首を縦に振った。

「ですです！　その他の仕事には不安がいっぱいですけど、それなら自信があります！　あと灰皿とかにも！」

「……」

　眼鏡の野暮ったい女はどたばたぺこりと頭を下げ、アレックスのあとを追った。

「ふーむ、ここにいるのを見る限りでも、なかなかの強つわ者もの揃ぞろいのようでけっこうけっこう……しかしだな、騎士団よ。騎士団こそがいささか話に聞いていたよりも、こう──小さいな！　小さい奴やつが多いな！　特にそこの二人だ！」

「単にそっちがデカいのよ」

「ヒオに同感だ。あんたと比較すれば誰でも小さい」

　眉を寄せたヒオとぼんやり顔のコルが反論するが、全身金属鎧よろいの巨漢は肩を揺らせて歩き去るだけだった。ガハハという笑い声と鎧よろいの擦こすれる金属音、どちらもうるさかった。

　そして最も理解不能だったのが、髭ひげのタキシード男の行為だ。

　彼は立ち去る間ま際ぎわ、ごく自然な動作で、さも当たり前のことのように、

　ローズリリィの胸を揉もんだ。

　彼女は困ったように微笑ほほえんで小首を傾かしげ、

「あらまあ」

「──天然か。信じられんが、そういうこともあるのだろう。しかし計算に拠よって作り出されたものには勝てぬ。自然である以上、それは不可避の不完全性を内包している」

「……」

　その先は何もなかった。服を剝はぎ取ることも谷間に口を寄せることもなく、男はあっさりと手を離し、それきり興味をなくしたように一同と共に出口へ歩き出していた。

　彼らの姿が部屋の外に出て。

　最後に、アレックス・ジェヴォーダンが例の営業スマイルを閉じかけのドアの隙すき間まに残していった。

「それでは皆様。これからもジェヴォーダン一家をご贔ひい屓きのほど、よろしくお願いします」




　残された者達。円卓の外側。

「……何なの？　何なのよあいつら！　ていうかローズリリィ、あんた何黙って揉もまれてんのよ！　金取るとか投げ飛ばすとかしなさいよ！」

「さすがにいきなりのことでしたので……それに何と言いますか、受けて立つのが礼儀のような気もしまして」

「課長課長、いいコトに気付いたっス。つまり今聞こえた台詞せりふから逆算すると、金を払うか投げ飛ばされる覚悟があればあのカノジョの胸をいきなり揉もんでもいいってことッスよ！　どうですか思い出作りに一つ！」

「なんで俺にやらせようとすんだよお前がやれ。俺は金もねぇしな」

「じゃあ昨日ポーカーで勝った俺が満を持して！」

「あーもー、なんだか色々合わさって他人ひと事ごとながらむかつくわね。次に同じことがあったらあんたの言葉を待たずそいつの爪を一瞬で全部剝はいで前歯に貼り付けてやるわ」

「実は俺、最近爪と歯の手入れに凝ってたんスよねー。大事にしたいものっス」

　残された者達。円卓の内側。

「──お嬢」

「帰ったら、我々の商会内でも会議を開かねばならないでしょうね」

「俺に興味があるのは、奴やつらが俺に迷惑をかけるかどうかだけだ。かけないのならば好きにしろ。かけるならば死ね。この街で商売する以上、どうあれ税は払わせるが」

「アリシア。結局──奴やつらは何のためにここまで来たんだと思うね？」

　マダム・イラの問いに、アリシアは唇を曲げた。

「そんなたいした裏はないと思うよ。奴やつらがしたかったことは言った通り、営業活動で宣伝活動なんだろうさ。とはいえ、そこには自然発生的に別の意味も生まれるだろう。ここで、私達に、それを言ったってんならね。つまるところ、あれは──」

　自分達はこれからこの街で好きにする。

　お前達がどうするかは知らないが、好きにする。

　文句はあるか？

　そういった意味合いの。

「ただの、宣戦布告さ」




　アリシアはふと視線を横に動かした。

　奴やつらはいかなる存在か。それを感覚的に最も感じ取っていそうな人間に、戯たわむれ半分に聞いてみることにする。

「なあコル。奴やつらについてどう思った？」

「わからない」

「いつも通りの答えはつまんないなー。感想でいいんだよ、感想で。ホラ何かあるだろ？」

「わからないよ。僕はただ、ずっと、待っていただけだ」

「何を？」

　コルはぼんやりした瞳で、アリシアを見て。ほんの少しだけ、手袋に覆われた自分の左手を、持ち上げるようにした。

「アリシアが『許可』を出すのを」

「──なるほどね」

　理由は何だったのか。本能的なものか。ケイト・リットンカーソーに関する間接的な何かのためか。わかりはせず、おそらくコル自身に聞いても答えはわからないままだろう。

（まあつまりは、コルにとっては殺して当たり前の奴らだったってわけか）

　アリシアはコルの髪をぐしぐし搔かき回まわしつつ、少なくとも奴やつらと手を取り合うような未来だけはなさそうだと思った。
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　街道の東の果て、蛮ばん都とニルイーストのさらに東部に広がる《大森林》──それはあまりにも広大な、人知の及ばぬ未開の地だ。大陸の端をやや縦長に埋め尽くす緑の領域。それがいつからそこにあるのか、歴史的にどんな意味合いを持っていたかを知るものはいない。ただそこには金に換えられる未知だけがある。古代の遺跡。そこからの出土品。生態系も未知だ。新たな動植物の数々が今もなお発見され続け、それらが常に新たな富と対立を生む。そしてその欲深い人間達をときに絶望させるのが、大森林を数知れず闊かつ歩ぽする野獣に魔獣。果ては大陸で最も危険な四種の生物、『危険種』の姿を見たものもいると噂うわさされる──危険種は絶対数が少なく半ば伝承上の存在であるため、子供を近寄らせないための作り話だと笑うものもいるが。

　どうあれ大森林の中に、人の力では到底太刀打ちできない脅威がごく当たり前のものとして存在しているのは否定のしようもない事実であった。

　そんな──天高く名も知らぬ木々の葉が生い茂り、昼間でも薄暗い大森林の中。

　ニルイーストの冒険者ギルドが主体となって結成された第七六三調査団の面々が、慎重に歩を進めていた。調査団の基本的な役目は、大森林の地図の作成（似たような景色ばかりなので困難を極める）、動植物分布の踏査（あまりにも多すぎて困難を極める）、他の入森者達と出会った場合の目的調査（広大な大森林内で偶然出会う確率は低いので困難を極める）──というもので、言うまでもなくそのついでに行う困難ではない資材確保や資源回収こそが活動の主体だ。一いつ攫かく千せん金きんを目指して森に入る他の冒険者グループとほとんど代わりはない……ただ微妙に真っ当な立場を与えられているというだけで。

　有名無実化している法だが、大森林に無許可で入るのは犯罪である。危険を厭いとわず一いつ攫かく千せん金きんを求めて森に入る、脛すねに傷持つ犯罪者まがいの一味。冒険者ギルドで手続きをした冒険者グループ。そして特にそのお墨付きを強くもらっている調査団──森にいる者を真っ当ではない順に並べればこんなものだ。

　森に入れば皆平等。何が得られるかは運。どんな危険に襲われるかも運。

　だから、その立場の違いにどのような意味があるかと言われれば──

「今日はどれくらい稼げた感じ？」

「ゼファリン草の若芽に、ローグルフの実。香木が拾えたのは幸運だったな。さっき倒した角つの猪いのししの素材と合わせて……金貨十五枚くらいか？」

「微妙に物足りないな。もう少し先に行ってみるか」

「いいけど絶対日暮れまでには帰るわよ。最近、なんだか森の様子がおかしいってギルドの学者が言ってたし」

「ああ……角つの猪いのししも、本当はここいらにゃいないはずなんだが……まあいい、とにかく気をつけていこう」

　彼らはベテランと言えるパーティであった。油断なく周囲を警戒し、下草を慎重に踏み分け、木々の隙すき間まに危険が潜んでいないか目を光らせて、進む──

　けれど。そんな彼らであっても。

　そのようなものを見たのは、初めてだった。




　ぺたんとパーティの中の最年少、地図係マツパーの女が腰を抜かしたようにへたり込む。

「あ……あ……」

　似たようなものを見たことはある。あるのだ。大森林の中ではいかなる事故も事件も起こりうる。獣の手によって。人の手によって。自然の手によって。だが。このような。

　細切れになった臓物が簾すだれのように枝から垂れ下がっているのは見たことがない。

　手足のどの部位かもわからない肉片が他の肉片に貼りついているのは見たことがない。

　撹かく拌はんされた赤色が液体とも固体ともつかない粘度で沼を形作っているのは見たことがない。

　誰かと誰かと誰かの一つしかない大事な部分が切り離され、打ち捨てられ、搔かき混まぜられ、新たな一塊となって遺のこされているのは見たことがない──

　そこには人体などなかった。かつて人体であったただの部品だけが、いや、部品ですらない、肉と骨と血という要素だけが無秩序に散らばっているだけだった。草木の緑の匂いを完全に打ち消す、地獄のように刺激的な死の臭気。

「う、げ、げぇぇっ……」

「な、何が、何が、起こったんだ……」

「見ろよ、クソ、いや見たくもねえのは俺も同じだが見ろよ！　こいつは歯形だ」

「デカいな。と、とんでもねぇ。とんでもねぇバケモンが、森に出やがったぞ……！」

　ベテランである彼らは知っている。無許可入森者と、一般の冒険者と、調査団の立場の違い。得られる些さ細さいな恩恵。

　それが役立つのは、きっと、こんなときだ。

　このように、誰がどこで何人命を落としているかもわからないような死に方を迎えたとしても。入森記録があったならぱ、少なくとも死んだことにはしてもらえる。

　誰にも気付かれないまま、ただの餌えさとただの糞くそとしての終わりを迎えずには済むのだ。
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「ほう。『大森林に未確認魔獣!?　犠牲者は拡大の一いつ途と、現場からは不安の声。近く、市長、冒険者ギルド、森林開拓団などでの間で対策のための関係者会議が催される模様』……ね」

　アリシアは執務机に組んだ脚を載せて新聞を読んでいた。

「あ、それならあたしも読みましたよ。記事には正確な数は書いてないですけど、噂うわさだともうかなりの人数がやられちゃってるみたいです」

「まあ、怖ろしいですね。人を食べる魔獣には、わたくしの技術も通用いたしませんし。昔の経験から言いますと、せめて犬ぐらいでしたら──」

「ちょっと待ってそれ以上聞きたくない気がするわなんかヤバそうだから。いやヤバイのは多分あんたの客だったんだろうけど」

「よくわからない。犬がなんだって？」

「わからなくていいわよ！」

　ソファーに座ってコルにヒオ、ローズリリィはお茶を飲んでいた。特に仕事も用事もない、平穏な日中である。

「ふーむ……大森林の魔獣、ねぇ……」

　アリシアは読んでいた新聞を丁寧に折り畳み。

　組んでいた脚を机から下ろし。

　それから、ばん！　とその新聞を執務机の上に叩たたきつけて立ち上がった。

「ゆ──許せない！　勇気ある開拓者達を怖がらせているなんて！　大森林はニルイーストと不可分の庭のようなもの。街の治安維持を司つかさどるものとして、みんなが困っているならけっして見過ごせないな！　助けにいかなくては！」

　ぽかんと口を開けるヒオ、首を傾かしげるコル、微笑ほほえむだけのローズリリィ。

　ヒオがいち早く我に返って、

「ええと──団長。本音は？」

「森林開拓団と冒険者ギルドに恩を売るチャンスだ。レイチェルには悪いが、代替わりの影響でリットンカーソーの影響が大森林から離れている今こそが好機。利権に食い込みたい」

「やっぱり……」

「ぶっちゃけ、こないだの一件でけっこういろいろ金を使っちまったからな。その回収方法を探してたんだ。この件を利用して、護衛料とか解決料とかもらったあげくに今後なんかイロイロ森林業界から美味うまい汁しるがジュルジュル啜すすれるようにしたい」

「非常にわかりやすい、欲望塗まみれのまっすぐな発言。さすがはアリシアさんです。安心いたしました」

「あたしは全面的に団長のすることに従いますけど。大森林ですか……入るの久しぶりだから、微妙に不安が……あ」

　そのとき、この待機部屋の隅、二階に続く階段のあたりで木板が軋きしむ音がした。不自然に身を縮めた帽子の男がギクリとしたように動きを止めている。

「あ、ベルガラン。やっぱり野外と言えば男手よね。あんたも団長の手伝いに──」

「……」

「ム。不穏な気配！　コル、あいつを止め──」

「悪いな！　最近できた新しいカワイコちゃんは大事にしてぇって思っててよ！　今日の約束だけは破るわけにはいかねぇんだ。俺はこの街に愛を振ふり撒まくって仕事を、騎士団の一員として立派に果たさせてもらうぜ！　そういう役割分担ってことでよろしくだ！」

　ベルガランの動きには迷いがなかった。コルがソファーから腰を浮かせたときにはもう、彼はハッハッハと高笑いしながら一目散に外に走り出てしまっていた。

　アリシア達は口をへの字にする。

「まったく、最近は特に色ボケだな。今お熱の相手がよっぽどいい女なのか？」

「そうですねぇ。わたくしの個人的印象で言いますと……かつてなく本気そうではありますね。今回はよく惚気のろけ話を聞かされています。やれとにかく気が合うとか、細かいところにこだわらなくて大らかなのがいいとか、好きなものと嫌いなものがはっきりしていて楽だとか──」

「心の底からどーでもいい話ね！　ああもう、こういう大おお雑ざつ把ぱで汗臭くなりそうな仕事こそあいつの出番だってのに！」

「追うか？　アリシア」

　アリシアは呆あきれたように手をひらひらと振って、

「いいよいいよ。本気で逃げるあいつを捕まえるのはそれなりに面倒だ。捕まえてもまた逃げるかもしれんしな。仕方ないやつだ……」

　溜ため息いきをついて肩を揺らしたあと、アリシアはすっと目を細める。

「しかし──今はこの詰め所を完全に空けたくはない。街を完全にカラにしていい状況でもないだろう」

「例の……ジェヴォーダン一家、という方々ですか」

「ああ。今のところとりたてておかしな動きはないが、少しずつ街で奴やつらの名前を聞くようにはなってきた。どこそこに店を出しただの、質のいい結晶を売っているだの……そう言えば大森林関係でもどっかで名前を聞いたな。何だったか……」

　ヒオも瞳を冷たくして、

「どんな商品結晶を売ってるんです？」

「今はまだ常識的な範囲内のものらしい。質のいい結晶なのは確かなようだ……これからはどうなるかは知らないがね。新商品の種類によっちゃあ見過ごすわけにもいかなくなるが」

「……これからの動きが気になりますね」

「ま、それは私達だけじゃなくてタングステンやリットンカーソー商会も見てる。気を張りすぎる必要もないだろう……こちらにも日々の生活があるんだしな。奴やつらのことを忘れるわけにゃいかないが、こっちはこっちですべきことをするしかないってことさ──借金地獄には堕おちたくないだろ？　というわけで悪いが私達が出稼ぎに出ている間、ローズリリィはここに残って街のことを見といてくれ」

「かしこまりました」

　ローズリリィは文句も言わず、楚そ々そとした動作で一礼する。

「あたしは勿もち論ろん付き合いますけど……こいつも連れていくんですか？」

「僕はどっちでもいい。アリシアが行けと言えば行くし、行くなと言えば行かない」

　ヒオがジト目で指さしたのはもちろんコルだ。彼らしく主体性のない発言をしている。

「連れていかなくてどうする。事件解決の役に立つかどうかはわからんが、きっとこいつがいたほうが面白いぞ」

　アリシアはにやりと笑って、コルの顔を覗のぞき込こむようにして問いかける。

「森には行ったことがあるか？」

「ある。見たことはあるし、通過したこともある。定義も知っている。本で読んだ。『樹木が生い茂った場所』だ」

「感想は？」

「……『樹木が生い茂った場所』って感想だ」

　コルは軽く小首を傾かしげるようにして言う。アリシアは愉快そうに肩を震わせた。

「ホラな。こんなコルがあの大森林に入ったら、どんな顔をして何に驚くのか──凄すごく面白いものが見れそうじゃないか？」
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　ニルイーストからほど近い場所にある、大森林の最も真っ当な入り口（これは勿もち論ろん、広大すぎて入ろうと思えばどこからでも入れてしまうことを意味する）は、これから森に入ろうとする者達の言わば前ぜん哨しようキャンプ地のようになっている。

　年季の入ったテントに周囲を取り囲まれた、メインの広場じみた場所。

　そこでコルは、街中からでは滅多に見られない量の緑を見上げていた。街に向かって荷車を引く者、地図に何やら書き込みながら歩く者、戦利品の分配を巡って怒鳴り合う者──それらの行き交う人々に邪魔そうな目を向けられながらも、ただ、行く先に見える広大すぎる森に目を向けて立っていた。

「見ろヒオ。コルのやつ、真顔のまま口だけが開いてるぞ」

「あんな道の真ん中で、間抜け面で、邪魔で！　恥ずかしいったらないんですけど！」

「ははは、まだ開いたままだ。凄すごいな、開いた口が塞ふさがらないってのは本当にあったんだ！　おーいコル、そんなに何が一番驚きなんだ？」

「──違う。別に驚いてはいない。ただ、匂いが凄すごいから」

「うんうん、まあ緑の匂いはニルイーストの街中とは比べものになんないだろうねえ。で？」

「匂いが凄すごいから、空気にも味があるのかと思ったんだ」

　アリシアは一瞬だけ息を吞のむようにしてから、すぐにゲラゲラと人目も憚はばからず笑い始めた。

「それ！　私が求めていたのはまさにそういうのだよ！　さすがだコル！」

「よくわからない」

　人目を憚はばかる必要もなかった、があるいは正しいのかもしれない。

　周囲の視線は既に充分すぎるほど集めていた。騎士団の制服を着ているので当然だろう。その意味もニルイーストの街中で受けるのと似通ったものだ──なぜこいつらが。屑くずどもめ。邪魔だな。偉そうにしてんじゃねぇぞ。金を奪われた恨みがあるので殺したい。古傷の恨みがあるので殺したい。仲間が酷ひどい目に遭わされたので殺したい。とにかく殺したい。などなど。

　言うまでもなく、アリシアは勿もち論ろん、ヒオ達もそれを気になどしないが。

「お待たせしました。ええと、うちにある限りの資料を持ってきましたので、こちらへ……説明させていただきます」

　腕章をかけた女が近くのテントの中から出てきた。冒険者ギルドに所属している、エルミーシャという三十歳ほどの女だ。ふわふわしたくせっ毛を後ろで一つに束ね、豊満な胸を持ち、どこか素朴な母性のようなものを感じさせる。この前ぜん哨しよう地でもそれなりの立場を持っていて、冒険者ギルドからこの（面倒臭い）騎士団の相手をせよとの貧びん乏ぼう籤くじを叩たたきつけられた苦労人である。

　しかし彼女は騎士団に殺意を向けるでもなく、あからさまに目の前で舌打ちするでもない。最初から比較的中立的な立ち位置でこちらに接してくれているように思えた。

「あんたは珍しいねぇ。もっと嫌がらせとかが待ってるのかと思った。いや、冒険者ギルド全体もそうか。意外に協力的でびっくりしてるんだ」

「あはは。そんなことしませんよ」

「なんでだい？　私達の評判は知ってるだろうに」

　彼女は歩きながら軽く首を上に向けた。つまりは遠くにある森の木々を見つつ、

「この森に長く触れてきて──わかっているんです。この森の中で頼りになるのは、大事なのはただ実力だけですよ。人格や評判なんて、この中では何の役にも立ちません」

「ほー。そりゃまた悟っていらっしゃることで」

「団長、今あたし達、実力はともかく人格と評判はクソだって逆に言われた感じじゃありませんでした？」

「知ってる」

　アリシア達は彼女の後を追って、テントの傍そばに置いてあった机に近付いた。彼女がそこに書類を広げるのを見ながら、

「説明っていうか……くれないのかい、それ？」

「さすがに勘弁してください」

「ちぇー」

　机の上に広げられているのは報告書に地図、何枚かの文書だ。それを差しながらエルミーシャが説明してくれる。

「最初の被害者が見つかったのは七日前。ギルドの第七六三調査団が発見しました。被害者はおそらく五人……おそらく五人分だと思われる量の肉片が発見された、という意味ですが」

「新聞とかで読んだ通りだねぇ。バラバラもバラバラでグッチョグッチョ。元の人間のどの部位だったか、がわかる部分のほうが少なかったらしいじゃないか」

「身元ははっきりとはしていません。ギルドに入森記録が残っている未帰還パーティがいなかったことから、おそらくモグリの人間だと考えられています。ニルイーストに星の数ほどいる、命知らずの馬鹿者達でしょう」

「それじゃあ調べてもわかるわけがないな。まあ顔とかそういう判別ができるような状況でもなかったんだろうが。で、そんな事件がもう何件も連続して起こっている、と……」

「六件です。わかっている限りでは。まだ森の中で泥と一緒くたにされている奴やつらもいることでしょう」

「それをやった奴やつについては？」

「不明です。ただし肉片に巨大な──巨大すぎる歯形が残っていたことから、おそらく一種の魔獣ではないかという判断です。野獣ではなく」

「……何が違うんだ？」

　小首を傾かしげるコルにアリシアが説明してやる。

「なんとなくの区分で言うと……子を生んだばかりとか腹が減ってたとかの理由で、人間を襲って殺すことがあるのが野獣。そうじゃなく、特に理由なくとも殺しにくるような脅威なのが魔獣だ。まあ生物学的には、体内にマナの変換器官を具そなえていて、何か特殊な生態を持ってる奴やつらって定義だが。火を吐くとか毒の屁へをひるとか」

「ふぅん……」

　そこでヒオが、

「大きさって歯形からわかるんじゃないの？　どれくらい？」

「１メートルほどです」

「なんだ、意外と小さいのね。犬ぐらいのサイズか……」

「違います。歯形が１メートルほどです」

　冗談を言っている顔ではなかった。アリシアは目元を引き締め、

「……間違いないのか？」

「それは証拠の肉片からの調査なので。ほぼ間違いなく」

「口の大きさが１メートルぐらいってことか。じゃあ全長は……オヤオヤ、こいつとんだ大物の魔獣退治になりそうだ。いや、魔獣どころか、これはさらにその上、つまりは『危険種』かもしれないな？」

　冗談めかして言うと、エルミーシャが嫌そうに顔を顰しかめた。

「止めてくださいよ、不吉な……確かに何年かに一度くらいは、それらしきものが大森林に出たって目撃情報もありますけどね。ほとんどが誤情報ですよ。でなきゃその情報そのものが上がってこないはずです」

「……？」

　また小首を傾かしげるコル。疑問を先取りし、アリシアはその髪を撫なで回まわしながら言った。

「この大陸に四種しかいない、最高に危険な生物種の総称さ。こいつは魔獣以上の存在で、理由がどうこうなんてもんじゃない。出会うことそのものが死だ──そんな感じで言われてるな。滅多に存在確認はされないっつーか、都会っ子の中にゃ完全におとぎ話の存在だと思ってる奴やつらもいるって言うぞ」

　アリシアの手の下から、コルがぼんやりした瞳を向けてきた。

「でも──どこかには、いるんだろう？」

　アリシアはにやりと笑って答える。率直に、真実を。

「そりゃいるさ。間違いなくね」




　そんなとき、ふと背後のほうが騒がしくなった。アリシアは机に向けていた身体を捻ひねってそちらを見つつ、

「しかし……んな話があるわりには、まだまだ森業界は盛況みたいだねぇ」

「入森を控えているパーティも、まぁいないではないんですけど──激減している、というわけでもないですね。森に危険があるのはいつものことだというのが一つ。誰かが森で魔獣にやられるのは日常茶飯事ですから……今回は頻度と規模が段違いだということに気付いてほしいところですが。もう一つの理由は」

　溜ため息いきを挟み込んで、

「ライバル達がビビって森に入らないかもしれない今だからこそ、価値あるものを発見できるチャンスだ──と考える冒険者達も多いんですよ。今が抜け駆けのしどきだってことです」

「なるほどねぇ。さすがは命知らずの一いつ攫かく千せん金きん狙いどもだ。宝を抱えた死体を見つけられるのを楽しみにしておこう」

　そこで気付く。

　周囲の人間達が騒がしくなっていた理由は、どうやら一人の男のようだった。

「ご心配なく！　いやはやご心配なく！　昨今噂うわさの謎なぞの魔獣、何するものぞ！　少なくともこのレイリー・フォレストの前では、どのように巨大な爪や牙きばが襲いかかろうと、貴方あなた達の身体にはけっして触れることはありますまい！」

　芝居がかった口調で言いつつ、自信ありげな表情で悠然と歩を進める男がいた。歳としは二十代半ばほどで、刈り込んだ髪、服の上からでもよくわかる鍛え抜かれた筋肉。さりとて巨漢というわけでもない──むしろ全体的なフォルムとしては細身だ。その野生動物のような肢体を、上等そうな対森林装備に包んでいる。最も目立つのは腰に佩はかれた長剣だった。

　周囲の冒険者達がにわかに騒がしく囁ささやき合うのが聞こえる。

「《結晶剣のレイリー》だ。近頃噂うわさになってる──聞いたことあるだろ？」

「あれが、か。クソデケェ四頭蛇を一刀両断したっていう……」

「あいつと一緒に森に入ったパーティは帰還率１００％だっていうぜ。どんな危険ランクの高い獣と出会っても処理できる腕前らしい──例のバケモンも、ひょっとしたら本当に倒せるかもな」

「レイリー！　金なら払う、俺達のパーティと一緒に来てくれ！　金貨十枚でどうだ！」

「待て、抜け駆けするな。こっちは二十枚だ、全員が無事に帰還できれば追加で五枚！」

「はっは、待たれよ待たれよ。悪いが既に今回の雇用主は決まっておるのだ。今から鞍くら替がえはさすがに出来まいよ」

　律りち儀ぎに周囲の呼びかけに手を挙げて答えつつ、人混みをかき分けるようにして進んでいる。まるで流行の演劇の主演俳優のようであった。

「なんだありゃ。どこの人気者だい？」

「森に入ってお宝を探すのが目的の冒険者じゃなく、その都度彼らに雇われて護衛や森林案内をするのを商売にしてる人間がいるのはご存じでしょう？　事件のせいで需要が高まってるんですが、あれもその類たぐいですよ。最近急激に人気が出てきた男です」

「雇われレンジャーか。ああ、そう言えばそんな噂うわさを聞いてた気もするな……ケツ持ちはいるのか？　フリー？」

　思い出していたのは、先程周囲の奴やつらが発していた言葉の一つだった。結晶剣のレイリー。

　予想は正しく、

「ああ、それも、最近よく聞くようになった名前のところですよ。確か──ジェヴォーダン一家、とか」

　アリシアは犬歯を剝むき出だしにしてニヤリと呟つぶやいた。

「ほぉう。確かに、最近よく聞く名だ……」

　あの会合のときにはいなかったが、ジェヴォーダン一家に所属している人間。それがここにいるということにどんな意味があるのか。慎重に探っていったほうがいいだろう──と改めてレイリーに目を向けると、向こうのほうがアリシア達に気付いた。ニカッと笑みを浮かべ、

「やあ！　やあやあやあ！　そちらにいらっしゃるは、噂うわさに名高い悪逆騎士団の方々とお見受けするがいかがかな！」

　近付いてくる。ヒオが嫌そうに眉を寄せて舌打ちした。コルは左手をぴくりとさせながらアリシアの顔を見上げて指示を待ち、周囲の冒険者達は最近の人気者と永遠の嫌われ者の邂かい逅こうを遠巻きに眺めるだけになる。

「その通りだよ、レイリー・フォレスト……だったか？　最近評判だと聞いてるよ」

「なに、俺は俺にできることを全力でしているだけにすぎない。皆のため、一家のため、一心にな。真心を込めた商売は笑顔を生み、その笑顔がさらなる商売の信用となってくれる──というのがアレックス家長の教えだ。だが」

　彼は肩を回すようにしながら、自分の周囲に余裕に満ちた視線を巡らせた。

「だが残念ながら、お前達は笑顔を生むような商売をしてはいないようだ。嘆かわしいな。本来ならみんなに愛され頼られるのが騎士団だというのに、眉を顰ひそめられているばかりだぞ？」

「なかなか誤解されやすいタチでね、私達は」

　おおう、と彼は大おお袈げ裟さに天を仰あおいでから言った。

「可か哀わい想そうに。しかし心配はいらない。せっかく来てもらって悪いが、この大森林の平和は俺に任せてもらっても大丈夫だ。冒険者達は俺が守るし、噂うわさの魔獣がもし出てくれば俺が殺す」

「凄すごい自信だ。噂うわさの結晶剣とやらでかい？」

「そう、噂うわさの結晶剣でだ」

　不敵に彼は頰ほおを曲げ、またも芝居がかった仕草で腰の剣を抜いた。周囲からどよめきが漏れる。

　それは確かに、結晶剣と言うしかない代物であった。鋼の剣身の代わりに、独特の色合いと質感を持った《結晶》が細く薄く、柄に繫つながって伸びている。しかし当然ながら表面には大小の凹おう凸とつがあり、何かを斬るという用途にはとても向かないものに思えた。

「そんなのは初めて見るなあ。結晶法の結晶ってのは、基本的に砕くだいて使うもんだろ。剣にして何の意味がある？」

「企業秘密にも関わるので詳しくは言えんが、ともかくこの剣は鋼にも負けない超絶の切れ味を発揮する。砕くだける心配は無用だ」

　彼のシンパらしい者達が、そうだそうだあれで獣をぶった斬ったのを俺はこの目で見たぞと囃はやし立たて、さらに周囲がレイリーに畏敬の目を向ける。

　その視線にか、あるいは結晶剣の鈍い輝きにか知らないが、とにかく彼は満足げに一つ頷うなずき、異形の剣を再び鞘さやに収めた。

「大森林という厳しい場所で、自分の力のみを頼りに困難を切り開く──自分はこれを人生をかけて果たすべき使命だと考えているのだ。だから正直に言えば、お前達に場を荒らされたくない、ということになる。お前達は本来の領分である街でのんびりと茶でも啜すすっているがいい……エルフは長命なのだったな？　見た目は随分若作りしているようだが、森を駆け回るのが楽しい歳としでもあるまい。森の探険は実際に若い者に任せておいてもらおう！　はっはっは！」

　高く笑いながら、彼は大股で今回の雇用主達のところに歩き去っていってしまった。

「あ、の、クソ野郎……騎士団だけならともかく、団長を嘲あざ笑わらったわね!?　どう・して・くれよう・かしら……！」

　悪鬼のような顔で、わなわなと震えながら腰の拷問道具袋を弄いじり出すヒオ。さすがにこんなところで馬乗りお仕置きタイムを始めてもらうわけにはいかない。

「ほっとけほっとけ。私が若作りのババァだなんてよく言われることじゃないか」

「だからって言われっぱなしにはできませんよ！　ああもう！」

「ヒオ、どうして僕の背中を殴るんだ。痛い」

　コルに八つ当たりをしているヒオの肩に、正面からそっと手を乗せる。そしてアリシアはふんわりと優しい笑みを浮かべて言った。

「その通り、私は言われっぱなしで済ませたことなどない。だから──あいつの発言への返礼は、人気がなくなったときのお楽しみにしておこうじゃないか。ふふふ……」

「それなら……わかります。ふふふ……」

　遠巻きに成り行きを窺うかがっていたエルミーシャが「この人達はやっぱり……」というように顔を引ひき攣つらせたのがわかったが、見なかったことにした。

「さて、なかなか楽しいことになってきたな。引っ込んでろと言われたからには、ますます引っ込むわけにはいかなくなった。自分の商売の邪魔をされたくないのか、あるいは私達が大森林に入っては困る理由が別にあるのかは知らないが──私達は、誰かの望みを踏みにじることには定評のある騎士団だぞ？　その評価を裏切るわけにはいかないな」

「森の調査ついでに、滅め茶ちや苦く茶ちやヤツの商売を邪魔してやろうってことですね」

　邪悪な顔で気合いを入れるアリシアとヒオ。

　よし、と一つ頷うなずいてから、アリシアはマントを華麗に翻ひるがえして後ろに向き直った。これまでの事態を見守っていた野次馬達に向けて、声高く言う。

「これからこの大森林に入ろうという、命知らすの冒険者達よ！　お前達は幸運だ──なんと今なら、この騎士団が格安で護衛につく！　さあ手を挙げろ、早い者勝ちだぞ！」

　示し合わせたかのように、その場にいた全員が一斉に視線を逸そらした。




　逃げるように人々が立ち去り、広場から人気がほとんど消えて。

「何なんだ。今の森は危険なんだろう？　空前の護衛ブーム、誰でもいいから腕のいい護衛を雇って安全を確保したい、ましてそれが騎士団なら──とはならないのかね」

「街のゴミ掃除には実績があっても、森の仕事についてはどうかわからない。それが不安だ──という感じでは？」

「それだな」

「いえ、あの……言いにくいのですが、純粋に評判のせいかと……」

　申し訳なさそうな顔でエルミーシャが言ってくる。勿もち論ろんアリシアにもそれはわかっていたが。

　そこでコルが首を傾かしげて、

「ひょっとして、誰かと一緒じゃなきゃ僕達は森には入れないのか？」

「そうだ。冒険者ギルドに協力を取り付けたときの条件でね。奴やつらとしても、自分達の庭を私達のような街の者に勝手に荒らされたくはないんだろう。だからどこかのパーティの護衛の形で入るつもりだったんだが」

「ところで、あんた。エルミーシャって言ったっけ。入森の装備してるわよね。ひょっとして──」

「え、ええ、まあ。実はこれから私達も入る予定があるのですが」

「ほう！　それは好都合、ここは一つ、縁ってやつを大事にしてだね──」

　そのとき見知らぬ男が慌てたように近寄って来て、

「ああ、エルミーシャ。出発予定時刻は近いぞ！　準備はできてるか？　できてるな？　ならいい。えー、あー、今回はギルドの極秘任務であることを忘れるな。機材のせいで食料などの物資もギリギリだ。部外者を同行させる余地はないからな？　わかってるな？　本当に頼むぞ？」

　早口でそう言い、顔を覚えられまいとするかのような素早い足取りでまたどこかへ。

　エルミーシャが肩を落とすようにして、

「なんかその……すみません。今のうちのリーダーが、やはり、その、ですね。私は、個人的には、構わないと思うのですが……」

「森が危険なのは事実なんだろう？　だったら、僕達がいたほうが絶対にいいはずだ。理屈が通っていないように思える」

「人間ってのは、曖あい昧まいな大きな痛みよりも、確実な小さな痛みのほうを避けたがる生き物なのさ。想像力の使い方に慣れていない奴やつらが多いとも言えるね」

「ええ。私が言うのもおかしいですが、本当にそう思います……」

　視線を落とすエルミーシャに、アリシアがふと思い出したように言った。

「ところで今のリーダーとあんた、ギルド内の立場的にはどっちが上なんだ？　どっちがより出世しそうかね、っていう意味だが」

　思案の間を作ってから。

　そして何かを諦あきらめたかのような溜ため息いきを一つついてから、彼女は答えを返してきた。

「……即物的な質問ですね。ですが多分私でしょう。彼は森でお宝を見つけて一いつ攫かく千せん金きん、という単純なことしか頭にない小心者ですから。そしてちなみに彼は出発前にあちらの小川で顔を洗って気合いを入れるのを決まり事にしています。あまり人気のない場所です。関係ありませんがこの書類に彼のサインか捺なつ印いんがあれば皆さんを書類上は雇っていることにできますね」

「ほう……それは話が早くて助かるが、いいのかい？」

　エルミーシャはどこか力のない笑みを見せた。

「仕方ないです。さっき言った通り、森に入る冒険者の数自体はあまり減っていません。騒ぎにはなっていますが、おそらく私以外の人間には、心の底からは実感が湧わいていないんでしょう。どこかで他人ひと事ごとだと、自分には関係のないことだと思っている。けれどそうじゃない。例の事件の魔獣は異常です。本当なら、ギルドも街も──あるいは国も──総力を挙げて対処すべき事態かもしれないのに」

　彼女がこの連続食い散らかし事件の情報整理担当だとは聞いていた。つまり彼女が最もギルドの中で資料や記録に当たっている人間なのだろう。だからこそ感じていることもあるという話か。

「『なんとかできるかもしれない人』が森の中に多ければ多いほど、冒険者全体としての安全性も高くなると思いますから。ルールに縛られてる場合じゃないと思っただけです」

「ふっふ。ワルだねぇ、エルミーシャちゃん……だが好感が持てる悪だ」

　よし行こう、とアリシアはヒオの肩を叩たたいて、一緒に足取り軽く歩いていく。

　ふ、と吐息を漏らしたエルミーシャは、コルが所在なげに突っ立っているのに気付き、

「この椅子に座って待ってたら？　ていうかキミは一緒に行かないんだね。やっぱりあの人も、若い子には教育に気を遣って──」

「あんたがおかしな動きをしないように見張ってろと言われた。でも座るなとは言われていないので座る。ありがとう」

「……どういたしまして」




　ほどなくして、一汗搔かいたような顔でヒオとアリシアが帰ってきた。まるで暴れる誰かを水みず際ぎわで組み敷いたかのように服を水で濡ぬらしており、その手には──瑞みず々みずしい、真新しすぎる、実際の血のような朱色でリーダーの拇ぼ印いんが押されている書類があった。

　エルミーシャは澄まし顔でそれを受け取ってから、

「実際に書類があるのだから受理も仕方ありませんね。しかしさすがに彼も同行自体は許さないと思いますので……この割り札をどうぞ」

「ん？」

「これで森の中で別行動していても、それも私達のパーティからの指示だという形になります。合法的に大森林にいることを証明する必要が生まれたなら、その割り札を見せてください」

　割り札を受け取る。彼女が昇進していずれギルドを牛耳るようになってくれれば、騎士団の影響力も上がって何か甘い汁しるが吸えるかもしれないと思った。

「結局、僕達は僕達だけで入るのか。根本的な問題解決にはなっていないように思えるけど」

　コルの言葉に、エルミーシャは意識的にだろう、不敵に顔を歪ゆがめた。

「私達のことを心配してくれているんですね。でも──平気ですよ。一流の冒険者のことをナメてませんか、ボウヤくん？」

「！」

　ぎん、という金属の悲鳴は、彼女が両の腰に付けていた鞘さやから引き抜いた双剣と──それを受け止めたコルのナイフが立てた音。なかなかの速度だ。おそらくヒオでは受け止められなかっただろう。

「おっと、首を挟んで寸止めにするつもりでしたが──さすがは若くても騎士団ですね、こちらのほうこそ舐なめていたのかもしれません。まあともかく、私もこの双剣の扱いには少し自信がありますし。野獣くらいなら一人で普通に何匹も殺しています。そう心配しなくても平気ですよ」

「……そうか」

　こくりとコルが頷うなずき、ナイフを引く。

「それに、うちのリーダーは小心者ですが、計算高くもあります。きっと今回のルートはあのレイリーさんを雇ったパーティ達とあまり距離を取らずに動くことになるでしょう。いざというときには助けを求める算段です。出発の時点でちょっとした怪我もしていると思いますし」

「ダサくはあるが命のほうが大事、か」

　双剣を腰の鞘さやに収めながら、彼女は頷うなずいて。

　眼鏡の奥から、アリシアにひどく真剣な視線を向けてきた。

「最初に言った通りですよ。森の中では人格など関係ないのです。卑ひ怯きようでも小心者でも、持てる力の全てを使って生き残るのが正しい。大森林に入るなら、どうかそれを忘れないでいてください」

「森に生きる先達としての真しん摯しな忠告──ってやつかね。ありがたく受け取っとくよ。『森』を『ニルイースト』に言い換えても通じそうだけどさ」

「ニルイーストには、人間五人を同時に嚙かみ砕くだける獣はいないでしょう」

「確かに。いるのは『毎晩子供を五人食べている』とか噂うわさされてた邪悪なエルフぐらいだ」
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　結局のところ──その事態を動かしているのは、獣だった。

　喰くらい尽くさんという意志を持った人は獣であり、獣はその意志を持ち続けるが故に獣であり、だから獣と人の区別に意味はない。

　四足であれ二足であれ、獣はいる。

　密ひそやかに。人知れず。

　けれど確かに、彼らはそれぞれの理由によって、その牙きばを剝むいていた。




　それはたとえば、在り方としての業。純粋なる欲望。思いがけぬ一つの死。誰かの輝かしい未来。懐なつかしむべき過去。産まれたときに与えられた使命。

　一匹が複数の理由を持っているかもしれない。同じ理由の獣同士もいるかもしれない。

　どうあれ、彼らはそのために牙きばを血に濡ぬらすことを厭いとわない。

　そんな獣達が──今、一つ所に集まろうとしていた。

　騎士剣を持つ獣。持たない獣。血に飢えた獣。飢えていない獣。

　種が違うのだ。

　種が違う獣達が集まる場所は、決まっている。

　森だ。

　そして、その森だけが、これから起きる出来事の答えを知っていた。

　それらの獣達が顔を合わせたときに、何が起こるのか。

　互いに牙きばを向けるのか、毛皮の身を寄せ合うのか、鼻を鳴らして知らぬふりをするのか。




　それとも──
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　絶対不明地帯。大陸最大の未踏地。絶望と欲望の生い茂る森林領域。

　そのようなことをいくらおどろおどろしく言われても、森は森である。

　名も知れぬ木々が生い茂り、頭上は昼間でも薄暗い。そのせいか地面は予想外に冷たく、陰気な湿り気を帯びているように思える。

　午後、そろそろ夕方と言ってもいい頃合い。大木脇のスペースを休息地と定め、アリシア達はキャンプの準備を行っていた。

　アリシアは腰から騎士剣を抜く。重いので普段はあまり持ち歩かないのだが、何が起こるかわからない大森林では装備も万全にしておく必要があった。ただし今回は魔獣を斬り殺すためではなく、木切れに発火の紋章を刻む用途だ。紋章法で横着して火を起こし、それを使ってたき火と竈かまどを作っていく。枝を拾い集めていたヒオに、

「ヒオは大森林はどれくらい慣れてる？」

「何回か入ったことがある、程度です。団長は──」

「歳としの功ってやつでね。冒険者ギルドの最古参にゃ数は敵かなわないかもしれないが、中堅には勝ってるだろうって感じだ。昔のことだからカンは鈍ってるだろうけど」

「ところで、あいつ一人食料調達に行かせてよかったんですか？」

「お、心配か？　ついにお前もあいつをかけがえのない仲間と認め──」

「違います」

「ま、適材適所ってやつだ。火を起こすのは私だし、料理の準備ができるのはヒオだ。ならコルにゃ兎うさぎの一匹でも獲とってきてもらっといたほうがいいだろ。そんな遠くに行くなとは言っといたし、ただの魔獣程度には遅れを取らないだろうし、まあ大丈夫さ。人じゃないなら殺せるだろうしな」

　火に枯れ枝を投入していたヒオが、ちらりとアリシアの顔を見上げて、

「団長は……なんだか、今回は。優しいですね」

「おいおい、私はいつも優しいだろう？　街でも襲いかかってきた奴やつらは極力殺さないようにしてるし。金は取っても財布は返してやるし。邪魔だからな」

「いえ、それはわかってるんですけど、そーいうんじゃなくて。やり方が、っていうか──なんか、団長にしては、真っ当だなって。大森林に入るのにちゃんと冒険者ギルドに話を通したり、護衛っていう形に則のつとろうとしたり」

「ふむ、さすがはヒオだ。鋭いな」

　ぱきぱきと枯れ枝が立てる小気味よい音を聞きつつ、アリシアは目を細めた。

「まぁ元々が事件解決して冒険者ギルドへの影響力強めよう、そして甘い汁ウッハウッハ、って話だったから、ギルドの面めん子つを潰つぶす形になったら意味がないってのが一つ。もう一つは──正直に答えるなら、この《大森林》だけは事情が特殊だからだ。ニルイーストとは違う。ゼルディバッソ紋章国の領土の中にありはするが、地図的に一応そうなっているってだけの話だ。そもそも大森林北部はキーン山脈を越えた先まで伸びてるから別の国だしな」

「はあ」

「大森林は別に紋章国が支配しているわけじゃない。ただたまたまここにあって、そして今も在り続けている──そんな場所だよ。何百年も前から。この国ができたときから」

　つまり？　というようにヒオがまた視線を向けてきた。

「私ですら、この大森林の中では何が起こるか予想がつかない──何かが起こったときに余裕があるとは限らない、ってことさ。だからできるだけ不確定要素は排除したかったんだ。密猟者達と一緒くたにされて追われる余計なリスクを負うよりは、きちんと手続きして森自体に集中したほうがいい。面倒臭いのは確かだがね」

　アリシアは手にした長い枝で、竈かまどの火を搔かき回まわして空気を入れる。暖炉とは違う、自然の匂いに満ちた火の粉が舞い、どこか懐なつかしく思えるような熱気が頰ほおを撫なでた。

　その懐なつかしい感覚のせいか。頭の中には、かつてこの森で体験した、いくつかの出来事。

　炎に向けて、呟つぶやきが漏れた。




「そう、ここでは──本当に、何でも起こりうる。人知を超えた何かが、いとも容易たやすく、な……」




　　　　　　　　　[image: †]




　勿もち論ろんコルには兎うさぎ狩りの経験などなかったが、結局のところ、あの《部屋》での訓練を思い出すことで解決した。倒れて這はいずり逃げようとしている相手に対し、ナイフを投げてトドメを差す訓練である。這はいずっている人間の眉み間けんの位置──《部屋》では不思議な白い人形が相手だったが──が、ちょうど兎うさぎの頭部に相当した。兎うさぎは人ではないので殺せる。

　ただし獲物を見つけること自体に時間がかかってしまった。糞フンや足跡から獲物の位置を探るような狩人かりゆうどの知識まではさすがに教えられていない。この兎うさぎはたまたま向こうからひょっこりと姿を現しただけで、言わば幸運の産物だった。

　事切れた兎うさぎの耳を摑つかんで持ち上げ、じっと見つめる。兎うさぎの平均体長など知らないが、三人分の肉としてはおそらく足りない。この一匹だけでいいのだろうか。

（でも……他にも一応食料は持ってきているから、無理して集める必要はない、って言ってたな、アリシア）

　彼女の言葉にはできるだけ従うことにしようと決めている。

　あっさりとコルはそれ以上の狩りを諦あきらめ、彼女達と別れた大木のところに戻ろうと踵きびすを返かえして──




　──がさり。




「……」

　葉ずれの音にそちらを見て、そこに何がいるのかを確認し、コルは反射的にナイフの柄に伸ばしていた手をゆるゆると戻した。

　よかった。噂うわさの魔獣だったら面倒臭いことになるところだった。

　ただ、近くの茂みの中から、見覚えのない幼女が顔を覗のぞかせていただけだった。
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「おっと。これはいかん。つい姿を出してしまった」

「……」

「いや待て怪しいものではないぞ、小僧。儂わしはただ、お前の持っておるそれにつられて、だな。いやそれも違うか？」

　首を傾かしげてぶつぶつ呟つぶやいている。コルも首を傾かしげて、手にしていた兎うさぎを軽く持ち上げた。

「この兎うさぎの肉が欲しいのか」

「欲しいか欲しくないかで言われれば、欲しい」

　この量はどうせ三人分にはならない、と考えた。ならば四人分にしてもいいのだろうか。わからない。とりあえずアリシアに聞いて判断を仰ごうと思った。何かおかしなものを見つければ持ち帰って報告するようにと言われていたし、その行動条件にも合致するだろう。

「ついてくるといい。アリシアが決める」

「ふむ。よくわからんが、これも何かの縁か。ついてこいと言うなら行ってみようぞ」

　幼女は茂みから出て、ぺたぺたとコルのあとをついてきた。

　そこでわかったのは彼女が全裸であることだったが、コルはただ、そういう森の探索流儀スタイルもあるのか寒そうだな、と思っただけだった。
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「んなわけないでしょうが何よそいつ怪しすぎるでしょう全裸で幼女で大森林よ!?　ああもうこの布とりあえず巻いときなさい！」

　ヒオが手近な布で幼女の肌面積を減らすのに四苦八苦している間、アリシアはゲラゲラと笑い続けていた。

「いやあ、さすがはコルだ！　狩りに行ったかと思えば、こんな獲物も──そうか、こっちの獲物も食べちゃうぞってことなのか？　やるなコル！」

「よくわからない」

「娘にエルフよ。儂わしは布で巻かれるために来たのではない。肉を喰くうために来たのだが」

　ヒオのなすがままにされていた幼女が、竈かまどにかけられた兎うさぎ肉にくをじーっと見つつ言う。

　それにもアリシアは肩を震わせつつ、

「ああ、勿もち論ろんお裾すそ分わけするとも。日も暮れかけてきたことだし、他の食料も用意して、みんなで夕食といこうじゃないか。話はそれを食べながらでも構わないだろう？」




　尋問係はヒオであった。ある意味、役職通りに。

　肉にかぶりつく幼女に向け、これ以上ないジト目で、

「なんで全裸だったのよ」

「無論、元は着ていたぞ。途中で破れたので捨てたばかりだったのだ。ずいぶん長く着ていたからな。むぐむぐ」

「途中って？」

「普段は勿もち論ろん別の場所で暮らしている。ここには用事があって来た。その途中だ」

「ほぉう。用事って何よ」

「……やはり塩か。塩が美味うまいな。調味料は偉大な発明だ……」

　完全に興味を肉へと戻した幼女にまた頰ほおをピクピクさせてから、ヒオはアリシアの耳元に口を寄せて囁ささやいた。

「いや本当に怪しいし意味不明なんですけど。団長、どうします？」

　アリシアは幼女が串肉を咀そ嚼しやくする姿を面白そうに見ていた。

「そうだねぇ。いろいろ考えることはあるが……やっぱり結論を出すのはもっと話をしてからだな。尋問じゃなくて世間話だ。まず聞くべきは名前かな」

「……レム、だ。こんなときにはそう名乗ることにしている」

「こんなときにはァ？」

　またヒオが舌打ちをして、レムと名乗った少女をじろりと睨にらんだ。

　それからアリシアはまたいくつか当あたり障さわりのない質問をした。どこから来たのか。大森林が怖くないのか。好きなものは何か。嫌いなものは。親は──順番に、黙秘、怖くない、上手うまい肉、不味まずい肉、黙秘、の答え。

　アリシアは頭の中で情報を組み立てていた。黙秘にも意味がある。答えたくない、あるいは答えるわけにはいかないという意味が。とすると？

（やっぱり──ということになっちまうなぁ）

　アリシアは、かつて彼女と似たような存在と、この森で出会ったことがあった。

　あのときは、目的ははっきりしていた。

　だが今回は目的がわからない。あるいは──彼女の『役割』が何なのか、が。

「レム。あんたにも話せないことはあるだろう。だが私達にも事情があってね。わけのわからんものをわけのわからんまま置いておける状況じゃあない。だから率直に確認させてもらおう──あんたは『歩く者』か？」

　肉にかぶりつこうとしていたレムの口がぴたりと止まった。胡う乱ろんな目が向けられ、

「ほう。エルフ。聡さといな。会ったことが？」

「まあね。で、私がある程度知ってるっていうことを踏まえて、あんたがさっき言ってた用事の中身を知りたいんだが」

「捜し物だ。それ以上は言えん」

「どこにあるかわかってるのかい？」

「わからん。この森の付近ではあろうと思うが」

　ヒオとコルがきょとんとしたような目を向けてくる。さぞ意味のわからないやりとりに見えるだろう。だが自分とて彼女達の全てを知っているわけではない。持てる札を少しずつ切り出して、最優先で知りたい答えをかろうじて得ようとしているだけだ。つまり、

「私達に危害を加えるつもりは？」

「ない。今のところは。肉をくれたしな」

　肩の力を少しだけ抜く。少なくとも、彼女と殺し合いをするようなことにはならずに済むようだ。安あん堵どする。

「だ、団長？　何の話をしてるんです？　こいつが危害とかなんとかって」

「ああ……一から説明するのはめんどいし信じられないだろうな……ふむ。わかりやすく言えば、こいつは森の希少動物みたいなもんだ。虹にじ色いろ栗鼠りすとか飛鹿フライデイアの類たぐい。ちょっと危険もあるからレーゾ風鳥かもしれないな。別に森に住んでるってわけじゃないが、私がこいつの同類に前に会ったのも森の中だった」

「は……？」

「まあわけがわからんのは確かだろう。大事なのは、こいつが我々に危害を加える気がなくて──追加の質問だが、最近この森で起こっている事件にあんたは何か関係があるのかい？　人間が節操なく嚙かみ殺ころされてる事件だ」

「知らんな。今初めて聞いた。しかしそうか、森が妙に血生臭いと思えばそういうことか」

「──例の事件にも関係はなさそうだってことだね。だから森の希少動物と一緒だろ？　夕食どき、たき火に寄ってきた一時の旅の道連れ。食べ物を分けてあげてこちらは癒いやしを得る、と……」

「幼女の裸で興奮していたコイツはともかく、あたしは癒いやされてないんですけど」

「僕も別に興奮はしていない」

「おい小僧。調味料の追加を希望するぞ。たっぷりと振れ」

「わかった」

「む……!?　っしょ、っくしょ、っくしょい!?　は、鼻水が……なんだこれは。美味うまいのは美味うまいが、鼻のムズムズが止まらんぞ……はっくしょーい！」

「間違えた。この瓶は塩じゃなく、アリシアが持ってきた特製香辛料だった」

　どたばたしている二人を微笑ほほえましく見ていると、対照的な真顔でヒオが、

「結局──どうするんですか、あれ」

「言った通りだよ。私達に敵意はなさそうだし、事件にも関係はなさそうだ。森で出会った希少動物として接するしかない。たまたまここで道が交わっただけの存在だな。これからの動向も向こう任せ、私達からは何も言わないことにする」

「団長がそうしろって言うなら……そうしますけど……」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで口を尖とがらせるヒオ。そこでアリシアは彼女に言っておかなくてはならないことを思い出した。

「大事なことを忘れてた。お前、冗談でもあいつに拷問しようとするのは止めておけよ」

「言われてもいないのにやりませんよ。あんな子供に」

　そんな話ではないのだった。アリシアはその言葉が紛れもない真実だということを伝えるために、顔から一切の笑みを消して言う。




「だったらいいが。忘れるなよ──あいつに危害を加えようとしたら、死ぬぞ」
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　ベルガランは眼前の恋人ほど、食べ物を幸せそうに食べる人間は見たことがなかった。

「ん～、ベルガランの言う通りね！　ここのカツレツって深みがあって刺激的でとっても美味おいしいわ！　次は煮込み系に行ってみようかしら？　おにいさーん、注文ー！　これとこれとー。あとこれー！」

　彼女の前に山のように積み上がっている空の皿の量には、もはや酒場の店員も苦笑いするしかないようだった。自分の店の料理を美味おいしそうに食べてくれるのは気分がいいし、皿の量だけ金を落としてくれるのも間違いないのだし、少なくとも文句を言うはずはないが。

　愛あい想そ良く注文をとって店員が去ると、あとにはベルガランの微苦笑が残る。

「やっぱり美味うまそうに食うよな、キャニィは」

「だって美味おいしいもの。ベルガランも美味おいしいでしょ？　ちゃんと食べてる？」

「食ってる食ってる」

　尋常ではない量を食べる彼女だが、けっして太っているというわけではない。マダム・イラのような体格はさすがのベルガランにとっても少しばかりきついものがある。

　キャニィはこれだけ食べるわりに、肉が付くべきところだけに付いており、むしろ付くべきではない部分はシュッとしている。男なら誰もが触れたいと思う肉付きの良さ、肉感的なスタイルの持ち主であった。

　その身体に触れられるのは幸運なことなのだろう。ベルガランは昨夜の思い出を幸せに反はん芻すうし、今日の勝負にも思いを馳はせた。今夜はどのような攻め方で彼女をあっと言わせてやろうか。

「あー、なんかイヤラしい顔してるー」

「そうか？　ベッドの上で、どう夜食を調理しようか考えてただけだぜ」

「んふふ。そりゃまあ、それは私も楽しみにしてるけど？」

　キャニィも艶えん然ぜんと笑った。誰かと肌を合わせることは彼女も好きらしい。そこも趣味が合う。

「あっ、来た来た！　うーん、おいしそうー。この肉のボリューム、わかってるぅ！」

　だが料理が来た瞬間、彼女の興味はそちらに移った。にこにことした本当に幸せそうな表情は、見ているだけでこちらの頰ほおも緩む。

　明るい女、冗談の上手うまい女、微笑ほほえましくウブな女。ベルガランの付き合っていた（あるいは、現在進行系で付き合っている）女の中にもいろいろいるが──食べるのを見ているだけで微笑になってしまう女というのは、なかなかいないのではないか。

　とかくニルイーストではいろいろなものが複雑に渦巻いている。目もく論ろ見み、欲望、打算、恨み、保身。男と女の間にあるものも同じだ。

　だがキャニィは他の女と比べて、はるかに単純であった。その単純さにほっとするのだ。

　好きなものは肉。肉を食べることと、肉を触れ合わせること。わかりやすい。

　ただ、男というのは厄介なモノで。

　単純なものに慣れると──たまには、そうでないものにも触れたくなる。熱い肉を食べ飽きれば、冷たい氷も舐なめたくなるときもある。

「……ベルガラン」

「おっ。エルーザ」

　後ろから肩を叩たたかれて振り向けば、そこには別の女の姿があった。恋人の一人だ。傭よう兵へいのようなことをしている、引き締まった筋肉の女。割れた腹筋が自分の上で躍動する光景を思い出した。それでいて女性的な、長くて滑らかな髪をしているギャップがいい。

「隊商の護衛仕事は終わったのか？　お疲れさん」

「さっき帰ってきた。……そう、疲れた。だから、ご褒ほう美び」

「……はいはい」

　にこにこと笑いながら煮込み肉を口に運んでいるキャニィを横目でちらりと見やり、ベルガランはエルーザの顎あごを引き寄せ、唇を合わせた。たっぷりと彼女の疲れを癒いやしてから口を離すと、キャニィは次の皿に取りかかっている。

　頰を上気させたエルーザもそんな彼女を見やり、

「……こっちは？」

「私は友達だよー。彼にお金を貸してたので、利子として遠慮なく奢おごってもらっています」

　確かにその皿の量からは、遠慮のなさだけは充分に伝わる。繊細な関係だとはなかなか思えないだろう。

　そう、とエルーザは傭よう兵へいらしい判断で軽く頷うなずき、それきりキャニィへの興味は失ったようだった。ベルガランの頰ほおにまた口を寄せ、

「今からは、仲間のみんなと打ち上げだけど。何日か《ひよどりの木陰》亭に泊まる。来てくれる？」

「ああ。近いうちに行くよ、当然だろ」

　エルーザは目元を緩ませてから、嬉うれしそうな足取りで立ち去っていった。

　それを見送ってから、

「いつも思うけど……キャニィは懐ふところが広いなぁ。浮うわ気きなんか絶対許さない、って女が多いんだぜ、俺の周りには。女をそうさせるぐらいに俺の魅力が溢あふれすぎてるってことなんだろうが」

「あはは。そうかもね。ベルガランは魅力的だもん」

　当然のように言って、また別の皿に取りかかる。

「で、魅力的な男の子がモテるのは当然のことで、仕方ないじゃん。で、ベルガランはあの子のことが好きで、同時に私のことも好き」

「──まあ、そうだな。そうなるな」

「でもあの子のことが好きだからって、私への好きがなくなるわけじゃないし。私に美味おいしいごはんを食べさせるのを止めたりもしない。でしょ？」

「しないな」

「じゃあ関係ないよね、って感じ。私は私に美味おいしいものを食べさせてくれる人が好き。だからベルガランが好き。それは他の人がどうこうって理由で変わるものじゃないよ」

　彼女の単純さは、他の恋人との関係までも飲み込んでくれるのだった。実に懐ふところが広い。

　自分には何人も恋人がいる。どうしようもない性分で自然とできてしまう。誰にもベルガランは等しく無限の愛を注ぎはするが、向こうがそれを受け止めきれなくなるときはある。それは自然な流れに身を任せるようにしていた。そうでなければ恋人の数は無限に膨ふくらんでいくばかりだろう。だが──この子だけは、自然の流れに任せたくはないような。得がたく、失えないもののような、そんな気がしていた。本当に、自分にとっては、珍しいことであるが。

（アリシアとかが知ったら笑われちまうかもな。俺も歳としを取ったってことなのかねぇ？）

　ひっそりと苦笑していると、キャニィがふと思い出したように、

「ところでさ、ベルガラン。今日もお仕事、いいの？」

「ああ。確かあいつらは今日も大森林に行ってるはずだ。役割分担ってやつさ。あいつらは森の平和を守る。俺はこうして街の平和を守る。完璧だ」

「ふーん。でもさ、どっちかって言えば森のお仕事のほうが男の子の力が必要になるんじゃない？」

　鋭い。まさにそれがヒオ達を怒らせている理由だ。

「いやいや。実は仲間にはもう一人、男がいてな。まあでもだいぶ若いから、俺の代わりに行かせて経験を積ませてやろうっていう──親心みたいな？　そういう感じだ。大森林は初めてだろうし、今頃はキャンプを楽しんでるかもしれないぜ。外に出るだけでも意外に予想外で新鮮な体験ができるもんだしな。ああ、先輩としていい働きをしてるなー、俺」

　キャニィは何かを見透かしているような目でクスクスと笑っていた。

　それからこちらの耳に口を寄せてきて、

「ね。これからの夜食、思いついちゃった」

「何だ？」

　悪戯いたずらっぽい目で、囁ささやくように、続ける。

「私達も──外で、しちゃおっか？　意外に予想外で新鮮な体験……できるんでしょ？」

　無論、ベルガランに断る理由はなかった。
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　大森林に訪れた夜。

　一日探し回っても、魔獣の手がかりは得られなかった。不思議な幼女と出会い、そして疲労感と空腹感を紛らわせる夕食を食べれば、あとはもうたき火を囲んで眠るしかなかった。夜の森を動き回ることほど愚かな行為はない。

　夜の生命線は火である。持ち回りで火の番をすることにして、コル達は交代で睡眠を取っていた。今はコルが起きている番だ。細かく睡眠を取る方法も《部屋》で訓練されたことなので特に苦はない。

　定期的にたき火に枯れ枝を補充しつつ、ちらりとコルは横で寝ているレムを見やる。香辛料にくしゃみと鼻水を連打しつつ兎うさぎの肉を一人で食べきると、彼女は「眠い」とその場にこてんと横になってしまった。そして今に至るまでそのままだ。

　そのままだ──と、思っていたのだが。

　何の前触れもなく、唐とう突とつに、むくりと彼女が身を起こした。

　こんなときの挨あい拶さつは教えられている。

「おはよう」

「……おはよう、と言うのだったか、こんなときは？　目が冴さえただけなのだがの。何やら妙な匂いが届いてきておる気もするが、まだ鼻がむずむずしてよくわからん……」

「？」

「いや、しかし丁度よい。気になっておったのだ、お前のことは」

　年相応の寝ね惚ぼけ眼まなこだった彼女の目が──不意に、違う意味を持った。にやりと。にまりと。

　膝ひざ立だちで、ゆっくりと、コルに近付いてくる。

「今は鼻が利きかんが、出会ったときには気になる匂いを嗅かいだ気がした。確かめさせてもらおう……ちなみに、そこのエルフは儂わしへの対処について何か言っておったかな？」

「確か……攻撃するな。危害を加えるな、だ」

「ほう。ならば儂わしのほうから何かをするぶんには問題ないということじゃな」

「死ぬと確信できるまで様子を見ろ、と言われたな」

「はっは、なに、死なぬ死なぬ。ただ──味見をしてみたい、だけじゃ」

　そうして彼女は、そのまま、座っていたコルの身体の上にずりずりと移動してきた。抵抗したほうがいいのだろうかと考えているうちに、そのまま重みで押し倒される。ヒオが巻いたボロ布を貫頭衣のように纏まとっただけの彼女の身体が、足を開いて、コルの上に乗った。

　小さな手がコルの胸板をなぞる。コルの腰の上にある彼女の尻が揺れ動く。

　唇を曲げた彼女の顔が下がってきて、

「ふむ……やはり、わからんな。ではもう少し近くで嗅かぐか」

　鼻を胸板に押しつけて、すんすん。また別の場所で、すんすん。その間にも這はい回まわる指先が、脇腹をさわさわ。

「くすぐったい。止めてほしい」

「おっと、押おし退のけると儂わしは怪け我がをするかもしれんぞ？　危害を加えられたと言ってしまうぞ？」

　それは困る。大人しくしておくしかなかった。

「むう、これでも駄目か。鼻が馬鹿になっておる。ならば仕方ない……味を見るか」

　ぺろりと舌を出して唇を舐なめた彼女は、その言葉通りに。

　コルの首筋を舐なめ始めた。

「んー。んー？　んむぅ……味も普通に思えるが……これも鼻が詰まっておるせいか……？」

　コルは困惑していた。彼女のしたいことがわからない。彼女の小さな重みがそれほど不快ではないのが不思議だ。柔らかな身体と柔らかな舌が自分の上を這はい回まわる感覚を新しいと感じる。しいて言うならいつか風ふ呂ろ場でローズリリィに身体を洗われていたときに覚えた感覚に近い。

「……」

「我慢しておるのか？　声を出してもよいのに。ここは森、今は夜。いかなる生物も眠るのが常じゃ。誰も聞くことはない──」

　ん、とそこで彼女の眉が一瞬だけ寄った。コルの身体の胴体部をまさぐるのに飽きたか、手足に指を這はわせ始めたばかりのことだった。

「……ふむ？　もしや、左手──」

「ここが森で今が夜でも、聞いてるのはいるのよねぇ！　よぉしそこになおれ変態！」

　カッ！　とゼンマイ仕じ掛かけのような機敏な動きで唐とう突とつにヒオが跳ね起き、道具袋から錐きりを引き抜きながらコルに詰め寄る。同時にアリシアもごろんと地面を転がり、

「おいおい、いいところだったのにどうして邪魔しちゃうのかね。いよいよコルの初体験が今日かと、わりと感慨深げに聞き耳立ててたってのにさー」

「起きてたなら止めてくださいよ団長！」

「小娘、儂わしには危害を加えられんのではなかったのか？」

「大丈夫よ、これを使う相手はあんたの下にいるエロ小僧のほうだから！」

「なぜだ。僕はきちんとアリシアの命令を守っていた」

　ヒオがコルの身体を無理矢理起こして引き剝はがし、錐きりをちらつかせ、それにコルが何事か反論し、アリシアが無責任に囃はやし立たてる──

　レムはそれを、何かを観察するような顔で見ていた。

　コルの、手袋に包まれた左手を見て、目を細めて。

　次にコルの顔をじっと見て。

　やがて興味に一区切りがついたかのように、表情から力を抜いて微かすかに首を横に振る。

　それから、くわぁと欠伸あくびをして、喧けん騒そうをよそに再び火の横に寝転んで目を閉じた。
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　翌朝、目覚めるとレムの姿は消えていた。最後の火の番をしていたアリシアが言うには、「気付いたらいなかった」ということらしい。

　本当にそうなのか、あるいは何か別の流れがあってアリシアが噓うそをついているのかの二択だったか、ヒオにはどうでもいいことだった。あの幼女への怪しさや不審さは勿もち論ろんあれど、それよりは遥はるかに、アリシア・クイッテンエリアリという存在に対する信頼と敬意のほうが上回っている。彼女を信じて騙だまされたなら、たとえそれで死ぬことがあっても本望だ。彼女と出会わなければ、自分はとうの昔に死んでいたのだろうから。心のない、何を思うこともない、ただの拷問人形装置として。

　それからすぐ、全員の意見はすぐに出発すべきだと一致した。

　森の中で朝を迎えた際、出発時にすべきことは厳重な火の始末である。森林火災は誰にとっても不幸なことにしかならない……傍はた迷めい惑わくな道連れ自殺志願者を除いては。しかしその朝、ヒオ達は何よりも速度を重視し、消火確認もそこそこにその場を出発した。正確に言えば荷物を摑つかんで全力で走り出した。

　周囲の森に、間違えようもないほどはっきりと。

　濃い血の臭いが漂っていたからだった。




　その場はおそらく、これまでの事件の報告書にあったものと同じ状況だったのだろう。

　むせ返る死の臭い。飛び散る肉と肉と肉。粘性の高い生命滓の沼。緑と土の光景の中に突とつ如じよとして現れた、鮮烈な色味。

　周囲の人間なら誰しもが気付く新鮮な臭気を発していたためか、その場には既に他の冒険者グループも集まっていた。あのレイリー・フォレストと、それを雇ったパーティの姿も見える。他にも何グループか。冒険者ギルド所属っぽい奴やつらもいれば、モグリの荒くれ者達もいる。昨日それなりに世話になった、見覚えのある眼鏡の姿もあった。

　眼鏡だけだったが。

「……」

　双剣の鞘さやと眼鏡が地面の赤色の中に転がっていて、しかしそれを持っていた当人の姿がどこにもないことから、ヒオは眼前の何人分かの中に彼女の姿があるのだろうと判断した。エルミーシャ──姓は何だっただろうか。書類に快く判を押してくれたリーダーもこの芸術作品の中にいるのだろうから、聞いて答えられる人間がここにいるかはわからない。

　誰もが眉を顰ひそめて、吐き気を堪えるような顔で、その凄せい惨さんな光景を遠巻きに見ていた。あるいは実際に地面をさらに吐と瀉しや物で汚していた。

「なんてことだ……」

　レイリーが無念そうな面持ちで首を横に振り、呟つぶやいた。

「同じ森にいながら、また、被害を出してしまったのか……」

　ぎりりと拳を握り、続ける。

「クソッ！　俺を雇っていたのがこいつらだったなら、きっと俺が返り討ちにしていたことだろうに……！」

「そう言わないでくれ。ひょっとしたらあんたがこっちにいたからこそ、俺達は無事に夜を越せたのかもしれないだろ。魔獣も弱そうな奴やつらが多いほうを狙ねらうだろう」

「ああ、そいつの言う通りだレイリー。しかしこいつらもベテランで、こんなふうに簡単にやられる奴やつらじゃなかったはずなのにな……」

　レイリーを雇った金満な冒険者達の会話が聞こえる。

　それからレイリーは犠牲者達の残ざん骸がいのほうに慎重に近付いていった。身を屈かがめ、誰もが目を背ける凄せい惨さんな現場に、じっくりと視線を向けていく。

「やはり……巨大な歯形があるな。おそらく今までの事件のものと同じだ……」

　ひとしきり死体の様子を確かめてから、彼は神妙な面持ちで立ち上がった。仲間のほうに戻りながら、ちらりとこちらに──様子を窺うかがっていた騎士団の面々に目を向ける。

「ふん。せっかくのご登場だが、守れなかったようだな、騎士団」

「どうやらそうみたいだねぇ。いやはや残念だ」

「……守れなかったのは俺も同じだ。だから偉そうなことは言えないが」

　彼は騎士団から視線を外し、ただまっすぐに前を見て、歩き始める。

「俺達は森を進む。こんなことで怖おそれてなどはいられない。次は俺の前に現れるがいい、魔獣め──この結晶剣こそが、必ずや貴様の喉のど笛ぶえを搔かききるだろう！」

　力強く断言する。それは迷いのない、僅わずかの不安もない、誇り高き意志。自らの力への、絶対的な確信が語らせる言葉。

　それは勿もち論ろん、見ている人間達にも伝わったのだろう。高揚や感心、安あん堵どの視線が立ち去る彼らの背中に向けられるのがわかる。次は絶対にレイリーを雇ってから森に入ろう、などと話しているものもいた。

　レイリー達の姿がなくなってから、アリシアが首をこきりと回し、

「さて、と──大森林の中とはいえ、こいつらもニルイースト市民なのは変わらない。立場上、私達がこの場で一番、公的に対処する必要があるんだろうな。やれやれだ」

「片付けるのか？」

　真顔で、かつ第一声でそんなことを言ったコルに、周囲の冒険者達が理解不能なものを見る目を向けたのがわかったが、ヒオには関係のないことだ。

「馬鹿ね、それより先に調査でしょ。団長、あたしが観みてもいいですか？」

「勿もち論ろん。ヒオの目は頼りにしてるさ」

「──バラしても？」

「今更だ。好きにやるといい」

　お墨付きをもらって、ヒオは眼前に転がる無数の肉に対して歩み寄った。

　他の人間には、素人しろうとには難しいだろうが。

　自分には、わかる。それがどの部位の肉で、どの部位の骨で、どの器官なのか。自分が普段扱っているのは生きたそれだが、見続けていればなんとなくわかるようになるものだ。きっと花屋だって、自然に枯れた花の種類も見分けられるようになるだろう。同じことである。

　自分の役目ではあったが。準備は必要だった。

　──心を、閉じる。仕事をするときと同じように。自分という存在を俯ふ瞰かんし、かつての自分と今の自分を切り離す。操り人形のように、肉体だけを命ずるままに制御する。普段の繊細な行為と比べれば、死んだ肉を拾い上げ眺め回し搔かき回まわし道具を使って割り開くことなど、単純で簡単すぎることだった。死んだ肉は悲鳴を上げない。

「死んだのは間違いなく昨夜。これらの肉は生きたまま身体から切り離された。殺して時間が経たってから分割したのではない。部位に規則性や執着はない。ただ手当たり次第に、関節も意識することなく、骨ごと断たれている。その切断に使われたのは、確かに、巨大で鋭い歯──」

「ふーむ、ヒオの見立てでもそうかぁ」

「じゃあ、獣に嚙かまれてこうなったのはやっぱり確かなのか」

　アリシアとコルの言葉が背中から届く。そしてその向こうからさらに、

「顔色一つ変えねえぞ、あいつら」

「なんであんな平然と触れるんだよ。まるでただのモノみてぇに……あれが悪逆騎士団の拷問騎士か」

「ああ、生きてる人間もモノにしか見えてねぇんだろうな。見ろよあの冷たい目。絶対に拷問されたくねぇぞ」

「怖え怖ぇ。変な言いがかり付けられる前に消えようぜ」

「ったく。見てるだけで不吉なガキだ。森でも街でも見たくはねぇな……」

　疎うとまれるのは当然だった。むしろそのほうがいい。

　かつてのように崇められているよりは、ずっといい。

　狂った父母が作り上げた宗教組織。秘密結社。幼いヒオ・マシロストリークはその歪いびつさに気付くことはない。生まれたときからそこが居場所で、世界の全てはそこだけだった。自分というものの在り方も彼らに与えられるがままだった。痛みを教義とする彼らによって教育された拷問の巫女みこ。それ以外になかった。だって唯一の家族である父と母がそうしろと言ったのだ。ただそれだけを完璧に果たす存在になれと育てたのだ。だから自分はそう育った。それだけの話。それだけの話。それだけの──

「ヒオ」

　どうやら入り込みすぎてしまっていたようだ。

　自分の名前を呼んでくれたのは、掬すくい上あげてくれたのは、過去と同じ。

「あまり根こんを詰めすぎなくてもいいぞ。ギルドの奴やつらだって、今までの事件の被害者の身体はそれなりに調べていたはずだ。それでも何も出ていないってんだから、そう簡単に手がかりが見つけらんなくても不思議はないさ」

　振り向くと、彼女が金髪を揺らしつつ、ぽんぽんとこちらの頭を軽く叩たたいていた。

「それとも、何か特別に気にかかるものでも見つかったかな？　だったらいいが」

　彼女の期待に応えられない心苦しさを感じ、ヒオは肩を縮めた。

「いえ。すみません。はっきりとした手がかりは、ないみたいです。でも──」

　ヒオは曲げていた膝ひざを伸ばして立ち上がりつつ、改めて事件の現場をぐるりと見やった。

　印象だ。根拠のない印象だ。

　けれど、どうしてか、その印象自体には間違いないという確信があった。

「この現場……何か不自然な気がします。単純なことだけど、何か大事なものが足りていない……そんな気が……」
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　次の夜にもまた新たな犠牲者が出た。

「《鉄てつ鞭べんのシャーリー》のパーティらしいぞ」

「マジかよ。ガキ産んで復帰してきたばかりだろ……可か哀わい想そうに……」

　似たような朝が繰り返される。森に入っていた者達が血臭に導かれて集まり、恐れと共に惨状を眺め、レイリーは唇を嚙かみ締しめ怒りと決意を露あらわにする。昨夜は別の魔獣と死闘を繰り広げて仕留めていたらしく、パーティメンバーからの信頼はさらに強まっているようだった。

　ヒオはまたそこにしゃがみ込み、じっと、玩がん弄ろうされた死を見ていた。

　違和感。足りないもの。昨日と同じく、今日も感じる。それは何か。

　敬愛するアリシア・クイッテンエリアリの期待に応えられないことに、若じやつ干かんの焦しよう燥そうを覚える。なぜだ。どうしてわからない。自分の愚か者。救われて、生まれ変わって、二度目の人生の全ては彼女に捧ささげると決めたはずなのに。力になれなければ無意味だ。

　どうしてわからないのか、と苛いら立だちのままに自分を殴りつけたくなる。何が足りない。それを見つけられない自分に何が足りない。自分が拷問師ではなく、人食いの魔獣だったのなら気付けていることなのか。もしそうなら──と考えたところで。

（拷問師と、人食いの魔獣……）

　その違いとは何なのか、という疑問が頭に浮かんで、はっとした。

　拷問には目的がある。痛みを引き出すという目的だ。

　では、人食いの魔獣の目的は？　当然のように、当たり前のように、考えるまでもなくそうだと思っていたが、本当にそうなのか？

　ヒオはばっと顔を上げて、

「団長！　また死体動かしますけどいいですか！」

「好きにやんなさーい。人手が必要ならコルとかそこの見物人とか使うといいぞう」

　ザザッ、と周囲の野次馬冒険者が後じさりするが、気にしなかった。元よりこれは自分にしかできないだろう。

　肉を拾う。移動させて置く。また別の肉を拾う。また別の場所に置く。

　すべきは単純、その繰り返しだ。必要なのは、ただ、それを見極める目だ。

　いくつかの肉の塊が出来上がっていく。人体の部品が集められた背徳の塚。奇跡的に残っていた頭部の上半分を帽子のようにその一つに乗せたときにはまた誰かが嘔おう吐としたのが聞こえた。

　ああ、他人には、これは死体を貶おとしめているようにしか見えないのだろう。

　逆だ。これはある意味で言えば、自分にしかできない、彼らの救済だというのに。

　全ての作業を終えると、別々の場所に、死肉の塚がいくつか生まれていた。

　血ち塗まみれの手をだらんと下げ、ヒオはそれを見つめる。アリシアが自然に隣に近寄ってきた。

　だから他人には聞こえないよう、囁ささやき声ごえで、ヒオは言った。

「……団長。これらの死体の中で、欠損した部位は一つもありません。手足も、指も、臓器も。ただばらばらになっていただけ。そう、つまり──どこも喰われていないんです」

「ふむ。一人ずつ集めて確かめたのか。ご苦労さんだ」

「たとえば、リッサ教導団にいるような科学者達がもし本気で調べれば、おそらくこの現場に唾だ液えきが残っていないのもわかると思います。あたしにわかるのは、獣の臭いがないことと、別の臭いが微かすかに残っていたことだけです」

「奴やつらの名前を出すなよ、私が嫌いなの知ってるだろ？」

「すみません」

「で、別の臭いって？」

　答えると、アリシアの顔が面白そうに歪ゆがんだ。

「ほう。それはそれは。だったらもう、間違いはないなあ」

　ヒオは頷うなずいて、得られた確かな結論を口にする。

「はい。これは魔獣なんかじゃありません。人の仕業です」




　事件現場に集まっていた森の探険者達は、顔を付き合わせて騎士団の仲間とぼそぼそ喋しやべっていたアリシア・クイッテンエリアリが、何やら邪悪な顔でニヤリと笑うのを見た。

　そして彼女はその悪名の代名詞であるかのような黒衣を翻ひるがえし、彼らに向き直る。

「諸君！　不幸にもまた魔獣による新たな犠牲者が出てしまったわけだが。ここで我ら東部ニルイースト方面常駐治安騎士団から一つ、諸君に知らせておきたいことがある！」

　ひとしきり顔を見合わせたあと、意を決した彼らの一人が聞き返す。

「知らせって……何なんだ……？」

　うむ、というようにアリシアは大きく頷うなずいて、

「──正直に言って、これは我々の手に負えない事件だと判断した。森は街と違って広すぎるし、街の治安を乱す悪党どもを退治するのとは勝手が違いすぎる。よって我々は本日をもって、この事案から手を引く！　あとのことは冒険者ギルドの人間か腕のいい護衛にでも頼るがいい。それでは諸君、幸運を祈る！」

　胸を張り、後ろめたさなど微み塵じんも感じさせない口調で、声高らかにそう言って。

　そして悪逆騎士団の面々は、言葉通りに、すたすたとその場から歩き去ってしまった。一直線に、森の出口があるほうに。

　取り残された冒険者達は、

「に、逃げやがった……」

「俺達を守るのがあいつらの仕事じゃねぇのかよ！」

「バッカ、ンなもん建前だろうが。自分の身が可か愛わいいんだろうよ。クズめ……！」

　やっぱりあの騎士団はろくでもない奴やつらだ、という、これまでもこれからも変わることのない感想を口々に交わし合った。
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　森の夜は、今日も命知らず達の姿を深い闇で囲んでいる。

　火の爆はぜる音。何人かの人影。

「大丈夫なのか……最近は魔獣が出るって噂うわさだろう」

「ハン、何臆おく病びようなこと言ってんだい。それでもこの《大おお斧おの嵐あらし》マリダ様の仲間かね？」

「そうだ、マリダの斧おのは子持ちの三ツ目熊ですら両断する。お前は見てないんだったか？　あんときはすごかったぜー」

「マリダの腕前はよく知ってるさ。だが俺達はサンエントからここに来てまだ日が浅い。素人しろうとってわけじゃねぇが、まだ大森林のベテランってほどでもねぇだろう。何か予想もつかねぇ危険があったらやべぇな、と思ってよ……」

「だから噂うわさの凄すご腕うでハンターを雇っとくべきだったのにってか？　なんてったか、ジェヴォーダン一家の……」

「ハハ、アンタらよりよっぽど頼りになるヤツなんだろうさ。ま、アタシらにそんな金はないがね。だからお宝探してこんな森の中で野宿してるんだっつーの」

「違ぇねぇ」

　ガッハッハ、という笑い声に合わせて炎が揺らめく。

　そして次の瞬間、笑い声の主が一人少なくなった。

　どさり、と炎の明かりと周囲の闇の境界線に、今まで話していた仲間の男の首が落ちたのを見て。ほんの一呼吸ののち、彼らは持っていた酒瓶やコップを投げ捨て、それぞれの得物を手に立ち上がった。

　素晴らしい反応ではあったが、その一呼吸の間に一人の男の脛すねから下が消失し、バランスを崩したその男がたき火の中に突っ込んで火の粉と悲鳴が舞う。光量が減じ、さらに闇が広がった。悶もだえていた男の四し肢しが、順番に鈍い音を立てて、しかし一瞬で切断される。悲鳴。グチャリ、と血と肉に塗まみれた何かの顎あごが嚙かみ合あわさる音がした。

「ヤツだ、ああ、ヤツなのかっ！　デンタルとサイがやられた！　どう、どうする、マリダ、どうすんだよっ！」

「情けない声上げやがって、このフニャチン野郎め。アンタにできるのはねぇ──」

　外の闇の中から何かが近付いてくるのを感じた。マリダは残った男の身体を乱暴にそちらに蹴り飛ばした。その男の胴体が真横に断たれ、臓物を飛び散らせながら回転して吹き飛ぶ──が、マリダの目はその後方から近付いてくる影のみを見ている。仲間の命を使って作ったその一瞬の隙すきに、マリダは自慢の大斧おのを振りかぶり、

「おおおおおおおおおっ！　いただきだぜェェェ！」

　渾こん身しんの力で大上段から叩たたきつけた。いかなる魔獣も両断する超重量の刃と、女離れした膂りよ力りよくから繰り出される一撃。絶好の機と万全の速度。狙ねらい能あたわずその肉厚すぎる鋼の刃は闇の中から現れた《顎》の間に叩たたき込こまれ、そして。

　ぼきり、と。

　美味うまそうに、嚙かみ砕くだかれた。

　それが彼女の見た人生最後の光景となった。




　そして、その少し後。

「あーあ、間に合わなかったか……せっかく大森林専門の情報屋に安くない金払ったのになぁ。金かね儲もうけに来たはずなのに出費ばかりかさんでるぞ。どうにかならないもんかね？」

　消えかけた炎の明かりの中に、アリシア・クイッテンエリアリ達が姿を現した。

　そこにいた先客、気持ちよく犠牲者達の身体をその顎あごでぐちゃぐちゃに咀そ嚼しやくし解体していたモノが。

　ゆっくりと振り向いて、言った。

「驚かないのは……予想していた、のか？」

　それが人語を発したことにも、やはりアリシアは驚かない。肩を竦すくめて、

「そんなところだろうとは思っていたさ、レイリー・フォレスト。結晶法とは、何か別のモノを結晶の形に変換する技術だ。ならば──あんたの《結晶剣》は、いったい何を変換させて作り出されたものなんだろうってね？」

　ジェヴォーダン一家のレンジャーの手には、剣があった。

　以前に見たような、歪いびつな結晶の刃の代わりに。

　巨大な何かの顎あご骨ぼねを刀身の位置に具そなえた剣だった。
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　顎剣、とでも呼ぶべきか。ご丁寧に上下一ひと揃そろい、嚙かみ合あわさった何かの動物の、細長い上うわ顎あごと下した顎あごの骨。それが剣の柄から伸びている。軽やかな死体解体作業の様子を見るに、どうやら柄が二つに分かれる仕掛けが仕込まれていて、つまり鋏はさみのようにその顎の開閉が行えるようになっているようだった。

　開いて、閉じる。新鮮な肉がぐちゅぼきりと断たれて転がる。それをうっとりとレイリーは眺めていた。

「ここに来たのは──偶然か？」

[image: ]

「まさか。お前が狙ねらいそうなパーティを探してヤマを張ってたのさ。ヒオのおかげだが」

　レイリーを睨にらみつつ、吐き捨てるようにヒオが続けた。

「人がやったこと、という前提で、改めて死体を見てみたら。なんとなく、あたしにはその解体の意図が見えてきたわ。傷を多く見過ぎてきたから、それがどんな感情の元でつけられたのか、あたしにはそれなりにわかるのよ」

　レイリーは半身のまま愉快そうに肩を震わせていた。

「さすがは拷問騎士だ。それで、その意図とは？」

「快楽よ。ただ気持ちよくなりたいがためでしょう、あんたがそれをしてるのは。肉を食べる獣でもないのに解体してるんだから、まあそれぐらいしか理由はないわよね。それから──現場に微かすかに精液の臭いが残ってたわ。バラしながらイってんじゃないわよこの変態」

「くくく……はは、はははは！　だって、だって仕方ないじゃないか！　興奮するものは興奮するんだよ！　特に女だ、自分のことを強きよう者しやだと思い込んでいる女がいい！　そんな奴やつらを、この俺様が圧倒的な力でいともあっっっっっっっさりと殺してやるのがとてもいい！　胸と股こ間かんがすっとするんだよ！」

　アリシア達に向き直った彼のズボンの前は大きく膨ふくらんでいた。アリシアはジト目、ヒオはタングステンを見るときと同じようなゴミに向ける目になり、コルはそもそもそれに気付いていない。

「そうね。そんな《女》がいるパーティを狙ねらってるんじゃないか、ってのもなんとなく理解できたわ。女性の死体だけ損壊が男より念入りだったし。そのつもりで今までの被害者のことを調べてみたら、わりとそういう有名な女冒険者の被害が続いているとわかった。ギルド所属でない無法者達の被害も混ざっていたから、その中に今までは埋もれてたけど……そんな相手が森にいるときは、それを優先させて狙っているのは間違いないと思った」

「エルミーシャちゃんをはじめ、ある程度名の知れた女性冒険者のいるパーティが優先的に被害に遭ってるんだと仮定したら──あとは情報屋に金を渡して、今大森林に入ってるパーティの中で、そんな女がいる奴やつらのところに向かえばいいだけだ。間に合わなかったけどな」

　消えかけのたき火の明かりの中。

　股こ間かんを膨ふくらませ、異常な顎剣を携えたレイリーが、不気味な笑みで騎士団に相対する。

「しっかし、わからん。愚策だ。愚策としか思えんぞ、騎士団」

「何がだ？」

「お前達は女じゃないか。しかも自分のことを強いと思っている。だろう？」

「僕は男だ」

　一応のコルの反論も聞こえなかったのか、それとも無視したのか。

「ああ、ああ──見つかってしまったなら仕方ないな！　目撃者は消さなくちゃならん！　そしてただの死ではなく一連の事件と同じにせんといかん。つまり──くく、つまり！　合法的に俺はお前達を解体して咀そ嚼しやくできるってことだ！　はは、ありがとう！　よくぞここに来てくれた、ありがとう騎士団！」

「一連の事件と同じにせんといかん、ね。そう──わかんないのは、なんで大森林の中でわざわざ魔獣に見せかけてやったか、ってことだ。そのエモノからして勝手に獣の仕業にはなるのかもしれんが……別に街の中でやってもいいんだぞ？」

「それが街を守るべき騎士団が言う言葉か、くくく。森でやっているのは──勿もち論ろん、そうすれば俺達の評価が上がるからだ。怖ろしい魔獣にも負けない存在として、俺の、そしてジェヴォーダン一家の名を売る。冒険者ギルドへの影響力も強まるだろうな。そうすれば……まあ、いろいろ好都合なのさ」

「金のためか？　その口ぶりだと、それ以外にも何かありそうだが」

「俺としては、金と自分の気持ちよさに繫つながってれば充分すぎる。一挙両得ってやつだ」

「ふーん。まあ結局のところ、自作自演で利益を得るのが目的だったのは本当っぽいな。なんてヤツだ……この神秘とロマンに満ちた大森林を、自分が金を得るための稼ぎ場としてしか見ていないなんて！」

「アリシア。確か僕達は最初──」

「黙ってなさいよバカ。ああ、ツッコミ待ちなのか普通に忘れてるのかわかんない発言を胸を張ってする団長の姿も……すてき……」

　レイリーが一歩を踏み出した。武人じみた体たい軀くと振る舞いに、好色な表情と勃ぼつ起きした股こ間かんが同居する異常性。

「さあ、やろう。誰も見ていないこの森の中、獣みたいに気兼ねなくまぐわおうじゃないか。悪逆騎士、拷問騎士、そしておまけの小さな騎士！」

「おいおい、私達はそんなに安い女じゃないぞ？」

「団長、下がって！」

「アリシア！」

　レイリーが踏み込んでくる。よほど扱いに習熟しているのだろう、滑らかに開閉される顎剣。もはやそれは剣術ではなく、それを使って人を殺すためだけの超限定的な闘法だ。

　ヒオが盾として咄とつ嗟さに翳かざした金かな槌づちがいともあっさりと嚙かみ砕くだかれる──それが彼女の身体に向かうよりも早く、死角からコルがレイリーの手首を切り落とすべく攻撃をしかける。まさに生き物のように顎あごが軌道を変え、回転するようにコルのナイフの刃を咥くわえ込み、そして僅わずかの抵抗も許さず砕くだいた。武器を失ったコルは飛び離れるしかない。

　鋼鉄すら容易たやすく粉ふん砕さいし切断するあの顎あごの骨は──いったいどういうものなのか。本当に骨なのか。まったくもって尋常ではない。

　──その『尋常ではなさ』が、一体どのくらいの程度のものなのか。

　既にアリシアは肌で感じ取っていた。

　腰の騎士剣を抜くか？　無駄だ。嚙かみ砕くだかれるのはわかりきっている。さらに言えばそれを使ってそこらの木の枝や石ころに即席の紋章を刻むのもおそらく無意味だ。じっくりと儀式めいた手て間ま暇ひまと時間をかけて刻んだ紋章ならば話は違うのかもしれないが。あの硬度に対抗出来るものがあるとすれば、それはおそらく──

　だから、迷いはなく。自分の服の胸元を引き下ろして。

「我が名はアリシア・クイッテンエリアリ。王の紋章に誓い、国家騎士法第三特例《悪逆の解放》を宣言する。──コル」

「……御意」

　ナイフを失っても、コルは素手ではない。彼が彼であるがゆえに持っているもの、おそらくはアリシア・クイッテンエリアリという世界に対する大罪人を殺すために与えられたもの。

　コルが左の手袋を外すと、手の甲に刻まれた罪人紋章が鈍く光っている。そしてその真裏、彼が《奴やつら》なる存在に刻まれたという、掌てのひらの奇怪な文様が、ぞわりと蠢うごめき──その肉を割り開いて、彼の掌てのひらの中から、彼の言わば内蔵武器たる《骨刀》が姿を現した。

　それを握り込んで、コルはレイリーを迎え撃つ。骨と骨。数多あまたの鋼鉄を嚙かみ砕くだいてきたであろうレイリーの顎剣は、しかし、コルの小さな骨刀をがきりと挟み込んで──

　そして、止まった。

　砕くだけることも断たれることもなく、ただ、止まっていた。

　予想外の光景に、レイリーが目を見開いて、

「なっ──!?　お前、なん、なんだそれはッ!?」

「さあね。僕も知らない」

　正直に答え、コルが次の動きを見せた。驚きがなかったぶん早い。小回りが利きくため速い。

　そして、今のコルは──殺人が許可されているため迅い。

　顎剣から引き抜かれた骨刀が、レイリーの胸に深々と埋め込まれる。

「が、はっ……」

　力任せに振り回される顎剣を避けるため、一いつ旦たん引き抜いて後退。しかしそこでコルは微かすかに眉を寄せた。アリシアも意外そうに、

「ほう、まだ生きてるか」

「ぐぅ、ううううっ……筋肉だ、筋肉のおかげだ、鍛え方が、違うっ……」

「いやあ、それはただの根性なんじゃないのかね。出血もひどいし、ま、結果的には同じだろう。助からないと思うよ。死ぬ前に、自分の知ってることを洗いざらい喋しやべる気はないかい？」

「死なん、俺は、死な、ん……！　まだ、気持ちいいことが、満足していない、女、まだっ……」

　胸を押さえた彼がよろよろと後退し、闇の中に逃げようとする。放っておいても長くはないだろうが、一応追撃の指示でも出しておくか、とアリシアが口を開きかけたとき、ざばんと水音が聞こえた。どうやら近くにあった川に飛び込んだか落ちたかしたらしい。

「これは……逃がしたかなあ。ま、放っておいても死ぬのは確実だろうから別にいいんだが、惜しいと言えば惜しい」

「……まだ聞きたいことはあったのに、っていうことですか。ジェヴォーダン一家の狙ねらいとか」

　ヒオの問いに、アリシアは真顔で答えた。

「いや。これだけ頑張っても、今回はあまり儲もうかりそうにない予感がしてるからな。あのレアで高値が付きそうな剣だけは置いてってほしかったんだが」
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　下流──夜明け間際。

　レイリー・フォレストは、息も絶え絶えの状態で、川から自らの身を引き揚げた。血を多量に流して濡ぬれそぼった身はひどく冷たく、震えが止まらない。ただ鍛え抜いて身に着けた体力と意志の力だけが、その身体を動かしている。

　右手にはまだ剣がある。そしてまだ生きている。終わりではない。けっして、終わりでは──

　脳にも血が回っていない。明滅する視界の中、ただ生存本能に身を任せて一歩を踏み出そうとしたとき、近くから葉ずれの音が聞こえた。

「やれやれ、ようやくか。鼻を洗った甲斐かいがあったというものじゃな」

「な、なんだ……お前は……」

　そこにいたのは。レイリーの頭では理解が追いつかないモノであった。おそらく五体満足の状況であっても同じだろう。この大森林の奥地にいるはずのない、一人の、幼女。

「部分的ではあるが、見逃すわけにはいかんのう。だから儂わしはここにおる故な」

　それは会話ではなく、ただの彼女の独白であった。

　そのとき既に死者となっていた人間にかける言葉は、どうあっても、会話にはならない。




　──数日後、さらなる川の下流、河口付近で、一人の男の死体が見つかった。

　損壊が激しく、身元確認は難航したが、結局は最近名を上げていた雇われレンジャーであると確認される。優秀な人材の喪失を嘆くとともに、大森林の関係者はその死の真相について密ひそやかに囁ささやきあった。

　不幸な事故という説。その人気を羨うらやんでいた悪逆騎士団に殺されたのだという説。そして最も有力視されたのが──それ以降、森の魔獣の被害が止まったために生まれたもの。彼は身を挺ていしてその魔獣と単身戦い、そして相打ちになったのだという説。

　かくして彼は一時の噂うわさの人となり、そしてその噂うわさも大森林の緑に飲み込まれていく。これまでの、大森林で永遠の眠りについた数多あまたの英雄達と同じように。ただ特筆すべきことがあるとすれば、彼が大森林に新たな宝の伝説を一つ増やしたことだろう。

　彼の死体からは、彼が携たずさえていたと言われている特別な剣は見つからなかった。

　それは、広大な森のどこかに埋もれているとも、相打ちになった魔獣を地に縫い止めて封印しているのだとも言われている──













　　　第二話







　窓の外から蛮ばん都との喧けん騒そうが聞こえている。痴漢を叫ぶ女の悲鳴。男達が殴り合う音と共に飛び交う怒号。その騒ぎに気を取られている隙すきに誰かが刺された。スリを叫ぶ男。犯人の子供を追って誰かが走り出したが、それは正義の使者ではなくそのどさくさに逃げようとする別の置き引き犯だったらしい。私刑が始まり、事情をよく知らない欲求不満の力自慢達が加勢し、用心棒代をせしめようとまた別の新たな一団が首を突っ込む──

　それらは何の変哲もない、蛮ばん都との日常を語る声だ。窓ガラス越しに遠く届くその騒々しさが、動きのない部屋の静穏を余計に引き立てていた。

　ニルイーストの一角に位置する、とある屋や敷しき──その寝室。

　質のいい家具や調度品からは、平均よりは裕福な暮らしをしていることが窺うかがえる。それらはどれも落ち着いた雰囲気のもので統一されていた。長らくここが病室としての意味合いを備えていたことを考えれば当然ではあろうが。

「それではマスタングさん、お大事に……」

　人の良さそうな白髪の男が一礼し、白衣の裾すそを揺らして部屋を出ていく。

　ベッドに寝ていた老人はその背中を見送り、小さな息を吐いた。

　そう──ここ数年は、こんな吐息を漏らすばかりの人生だった。不治の病に冒され、生きているのか死んでいるのかもわからないような日々。なまじ成功者の部類に入る生き方をしてきたから、金だけはあり、野垂れ死ぬこともできない。厄介者を見るような家族の視線にはうんざりだった。一思いに強盗でも入ってきて金と命を奪ってくれないかと願ったこともある。

　ああ、しかし。

「ふふ……ふ、くく……」

　そんな日々はおしまいだ。

　日々、この枯れきった身体に活力が取り戻されていくのを感じる。人生が取り戻されていくのを感じる。これも皆、最近来たばかりの新しい医者のおかげだった。彼が処方する新しい薬のおかげだった。

　老人はサイドテーブルに手を伸ばし、医者が残していった薬を摑つかむ。包み紙を解くのももどかしく、不思議な煌めきを放つその薬を手の平に乗せて──口の中へ。

「おお、おおおおお……！」

　刹せつ那な、苦しみから解放される。胸の奥の痛みが消失する。体内に残るのは僅わずかな疼うずきのみ。長年患わずらってきた病だからすぐに完治とはいかない。だが薬の服用を続けていればいずれそれすらも消えていくと医者は説明していた。

　苦痛が消えるというのはそれだけで高揚感を生む。自然と笑みを浮かべながら、老人はぼふりとベッドに横たわり、天井を見上げた。今までは灰色の牢ろう獄ごくに見えていたが、今はまるで果てのない青空のように思える。

　歩けるようになったら。病気が完治したら何をしてやろうか、と考えた。まず散歩か。騒がしく疎うとましく届くだけだったあの喧けん騒そうに、直じかに手を触れてやる。この目で街の様子を見るのはいつぶりだろうか。寝たきりになる前とは随分変わっているに違いない。美味うまいものも食べたい。最近は味がよくわかるようになってきた。犬の餌えさのような粥かゆは二度と喰くわない。女もいい。この街の娼しよう館かんには、こんな老人でも、行き損ねた天国に連れて行ってくれる女がいくらでもいる。他にもいろいろやりたいことはある。数え切れない。

　ただ、最初にすべきことだけは決まっていた。

　この寝たきりの自分に、疎うとんじる目を向けてくることしかしなかった、薄情者の家族を全員この家から追い出すのだ。
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　騎士団の詰め所は平常営業だった。

　不心得者のカチコミがあり、ベルガランが最近お熱の恋人のところにしけこみ、投石騒ぎがあり、詰め所の前に撒まかれた生ゴミを片付け、そして新聞で自分達が関与していると言えなくもない死体の記事を読む。

「ほぉう。遺体の身元はレイリー・フォレストであると、このたび公式に発表された、か」

「確か……森での一件のお相手でしたか。話を伺う限り、なかなかの欲求不満の殿方だったご様子。もし引退前のわたくしとご縁があれば、人を殺さずとも発散できていたかもしれませんのに。言っても詮せん無ないことですが」

「止めときなさいよ、相手は女をバラバラにすることに興奮する変態よ」

「もしどうしてもそれでなければ至らない、ということであれば……そうですね。よほど入念な準備が必要ですね……」

「準備したらいけるの!?　あんたのプロ意識がたまに怖くなるわ」

　アリシアは読んでいた新聞を机の上に投げ捨て、

「予想通りとはいえ、つまらんな。冒険者ギルドにも貸しを作るどころか『いろいろ便宜を図ってやったのにお前ら何したの？』みたいな目で見られるようになったし。書類上はエルミーシャちゃんのパーティの護衛になっときながらみすみす殺させた、自分達だけさっさと帰った、みたいな形になってるのもそれを助長してる。やれやれ」

「よくわからないけど。仕事をしたのに儲もうからなかったのか？」

「その通りだよ、コル。むしろ諸もろ々もろの経費でマイナスだね」

　口をへの字にしてアリシアは言った。さらにコルは不思議そうに、

「……アリシアはそんなに金が欲しいのか」

「欲しいのか、だって？　そうとも、欲しいとも。ああ、いい機会だからコルにも言っておこうかな」

「団長」

　ヒオがすっと目を細めて、珍しく何かを咎とがめるような気配。彼女の危き惧ぐしていることはアリシアにもわかる。早すぎる、というのだろう。

「なに、方向性だけさ。実のところ──私達にはある計画があってね。それを実現するには多大なる金が必要なんだよ。ああ、計画っつっても、何も今日明日の話じゃない、未来の予定表に一応書いてあるというようなものだが……目的は目的だ。だから意識的に金は稼がないとな、というわけさ」

「よくわからないけれど、とりあえずアリシアが本当に金を欲しがっていることはわかった」

　こんなときはコルの素直さがありがたい。計画の中身を知りたがるような他の誰か──たとえばあの孤児院にいたような正義の味方など──にとっては、とても聞かずには済ませられないものだろう。あるいはゼルディバッソ紋章国と戦争になるのも覚悟で、大軍を率いてこのニルイーストごと自分達を攻め滅ぼしに来るかもしれない。その程度には素敵に大おお袈げ裟さな計画だ。

　ともあれ、まずは目の前の赤字の補ほ塡てんである。

「せっかく働いたんだ、これで終わらせたくはないな。なんとか次の儲もうけに繫つなげたい。今のところ持っているカードは、ジェヴォーダン一家の敏腕レンジャーがあんな変態殺人鬼だったってことだが」

「あいつの口ぶりからすると。一人で勝手に考えてやった、って感じじゃありませんでしたよ？」

「そうだな。当然、あいつの性癖を知ったうえでの一家の指示だろう。だからジェヴォーダン一家をどうこうして利益が得られないか考えてるんだが──なあローズリリィ、森に行ってる間、街の様子を見といてくれたんだろ？　奴やつらは今どんな感じだ？」

「そうですね……」

　紅茶のカップをテーブルに置き、ローズリリィが首を傾かしげたときだった。

　アリシアはぴくりと耳を動かし、手の平を向けて彼女の言葉を止める。

　視線の先、ドアの向こうの気配は、別に聞き耳を立てているわけでもなかったらしい。あっさりとドアを開けてこの詰め所の中に踏み込んでくる。

「ふん。街の様子だと？　喜べ、それを最もよく知っている優秀な男がわざわざこのゴミ溜ために足を運んできてやったぞ。おい早くドアを閉めろ、市民に見られたら一秒ごとに支持率が下がる」

「へいへい」

　ノックもせず、市長タングステン・ストローハットとシティキーパーの課長イオニスが姿を現した。

「おやおや、珍しいじゃないか。市長サマがこんなゴミ溜ためにいらっしゃるとは。ゴミ漁あさりの幼女でも探してるんなら悪いがここにはいないよ」

「あ、団長、あたしさっき裏の井戸の中で見ましたよ。腰に重石おもしを巻きつけて飛び込んできてくれるスーツのおじちゃんいないかな！　そしたらすぐ抱かれるのに！　って言ってました」

　タングステンはにこりともせず、

「残念だ。スーツの美形のお兄さんが所望なら迷わず飛び込んでいた」
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　特にアリシアは何も言わなかったが、ローズリリィが一応の礼儀として茶を二人分追加で入れてしまった。案の定、安物だとか幼女のエキス不足どうこうという戯言たわごとが聞こえたので無視しておく。

「で、用件は？」

「単刀直入に聞くが、貴様ら、また俺の街で何かをしようと企たくらんではいまいな」

「別にあんたの街じゃあないと思うが。というか何かって何だい」

「貴様らが得意な面倒事作成事案だ。この前の──外周街アウタースラムを燃やしたときのような」

　やぶ睨にらみの視線。タングステンは完全に何かを疑っていて、その何かに対して探りを入れに来たのだと感じる。

「ふぅん？　心当たりはないんだけどねぇ」

　アリシアは平然と答えた。実際そうだ。大森林でのアレコレは騎士団のほんの小遣い稼ぎのようなものであって──そしてそれが失敗しただけであって──タングステンが気にするような、街を引ひっ搔かき回まわすような意図のあるものではない。

　タングステンの視線は変わらなかった。いや、より厳しく。

「では、貴様らが何かを企たくらんでいるのでなければ。この街の変化は何が理由なのだ？」

「変化……とは？」

　ローズリリィの問いかけに、彼は僅わずかな瞑めい目もくを挟んで、

「街の雰囲気がおかしい。今までのニルイーストの空気ではない。何かが変わりつつある──そう感じる、というだけだ。ふん。政治の場でないことを幸いに思うべきか。こんな主観的で感覚的な答弁をしても追及してくるものはいない」

「いや私でも追及はするぞ。なんだそりゃ、具体的には？」

「バカめ、具体的に言えれば言っている。ただ──確かにそう感じるというだけだ」

　アリシアはふうむと息を吐き、冗談を言っている気配ではないタングステンの仏ぶつ頂ちよう面づらを見やった。

　彼は重度の変態であり性的倒錯者であり人間のクズではあるが、今まで包括的にこの腐った街を見続け、自分のものにしようとし続けてきた市長なのは確かだ。だからこそ肌で感じられるものがあっても不思議ではないのだろう。

　ただ──それでいきなり騎士団に探りを入れに来るというのはいささか解げせない。他に容疑者はいくらでもいるだろう。何か裏が……あるいは政治家らしい韜とう晦かいがありそうに感じた。

　アリシアはあえて自分から踏み込んでみることにした。街の変化。原因として最もありそうなのは、

「そう言えば──ジェヴォーダン一家の動向はどうだい？　たかが新しい一商会が街に進出したくらいで何が変わるとも限らないが、最近じゃあ一番元気がいい跳ねっ返り組織っぽかったじゃないか」

「この街では日々新たな商会が事業を興おこし、そして今まであった商会が潰つぶれる。物理的に、経済的にな。俺がその一つ一つに判を押しているわけではない──」

「わかんないっての？　使えない幼女趣味男ね」

　ヒオの言葉に鼻を鳴らしてから、

「──が、喜べ、優秀な俺はそれなりに下しも々じもの経済活動に目を向けている。使える幼女愛の伝道者だと訂正するなら今のうちだぞ」

「しないからさっさと言いなさい」

「ち……これだから価値観貧困層は。まあいい。現在、ジェヴォーダン一家は多種多様の店舗を展開している。届け出の書類や手続きに不備はない。結晶総合業者、と名乗っていた通り、そのどれもが何らかの形で結晶に関わるもののようだ。それにより──」

　言いい淀よどむように、間が空いた。

　しかしタングステンは組んだ手の上に顎あごを置き直し、吐き捨てるように、

「それにより、市民の生活は豊かになったと評判だ。ジェヴォーダン一家の店を利用している市民達の評価が高いのは当然として、便利で質の良よい結晶品が市内に出回り始めたことそれ自体を歓迎しているものも多い。生活満足度の調査をすれば、奴やつらが店を出している地域から順に高い上昇率を示すだろう」

「まあ、たくさん出回れば全体的に安くなるのは当然の流れだ。みんなが気軽に結晶道具を買えたり取引できるようになれば、経済が動くのもわかるが。具体的には、奴やつらの商品は何なんだ？」

「多岐に亘わたる。たとえば──おい、茶ばかり飲んでいないで仕事をしろ。資料を出せ」

　言葉通り、茶を飲みながらただローズリリィの胸の谷間を鑑賞し続けていた彼の同行者、イオニスが、邪魔するなとばかりのしかめっ面つらで、

「シティキーパーの仕事はあんたと市民の護衛で、こんな秘書仕事は給料の中に入っていないと思うんだがね。それから、わざわざ資料を用意してたってことであんたの発言にゃいろいろ矛盾が生じてきちまったんだがいいのかね──おい待てこれ見よがしに手帳に何かメモり始めるんじゃねぇ。査定表？　査定表かそれ？　わかったよ黙って出せばいいんだろ出せば──」
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　ジェヴォーダン宝石店がある。

　一般的な鉱石を元にして磨かれた宝石に加え、ここでしか手に入らない《結晶宝石》が人気だ。特に《見た目の美しさ》に主眼を置いて形成された結晶は、独特の質感と輝きを持った新たなファッションアイテムとしてにわかに注目を浴び始めていた。

　火の結晶で作られた、深みのある夕焼け色の指輪。水の結晶で作られた、清流の煌きらめきそのものを形にしたような髪飾り。その他にも数多くの宝飾品がある。そしてそれらは結晶であるため、この治安の悪いニルイーストではいざというときへの備えにもなると人気であった。悪漢に襲われたら結晶を解放してそいつを火だるまにしてやればいい。勿もち論ろん、不慮の事故が起きないように安全性もしっかりしている。これまで結晶をアクセサリにするという発想がなかったのはその安全性の担保ができなかったからというのもあろうが、この店では高い技術力によりまったく心配はいらない、と謳うたわれている。

「お金を作ってきたわ！　取り置き頼んでおいたあれ、ちゃんと残ってる？」

「こっちもいいけど……さっきのも……ああ、悩むわ！　両方欲しい！」

「待ちなさいよ、それは私が先に目を付けていたのよ！」

　ぱんぱん、と柔らかく手を叩たたく音。殺気だった店内の女性が目を向けるのは、とんでもない美び貌ぼうを持った若い店主であった。彼はにこりと笑い、

「大丈夫ですよ、みなさん。在庫はまだまだたくさんありますし、仕入れも定期的に行われます。欲しいものはきちんと皆さんに行き渡りますから、どうか焦あせらずに」

「はい……ごめんなさい……」

「毎日きます、毎日、見に、きますから……」

　にこりと微笑ほほえむ店主。

　それに頰ほおを染める女性達。欲しいものが行き渡るというなら、彼の愛も行き渡らせてほしいものだと誰もが思っていた。




　ジェヴォーダン結晶道具店がある。様々な結晶道具を包括的に扱う店で、似たようなものは以前のニルイーストにもないではなかったが、品揃ぞろえや価格、そして品物自体の出で来き栄ばえが群を抜いていた。どこかから仕入れたのではなく、この店付属の工房で優秀な職人が直接に作っているからだという説明だった。

　人間の文明の進化を最も体現しているのが結晶法という賢術である、と語られている通り、結晶を内蔵した武具や道具の数々は常に『最先端』という概念と共にある。一昔前までは考えもしなかったような便利なものが日ひ毎ごとに増えていき、新鮮な驚きを人々に与えていた。大人も子供も新しいものは好きである。だからそこは当然のように賑にぎわう。

　いつでも明るい結晶式卓上ランプ。子供でも安全な結晶式着火装置。結晶式冷却箱は食物の保管にぴったり。足裏に空気の結晶を仕込んだ鉄靴は驚くほど軽い。香木を結晶化した香炉はインテリアとしてもお洒落しやれ。その他にも結晶を仕込んだ大小様々、数多あまたの物品──

　火の結晶のぬくもりのような、結晶それ自体の性質を利用したものも、いずれは劣化してその意味を為なさなくなる。結晶を瞬間的に解放して使う用途のものは勿もち論ろん使えばその時点でなくなる。消えるのが遅いか早いかの違いだけで、消耗品なのは同じだ。しかしこの店では格安でその結晶の再補充も請け負っていた。ぬかりはない。そのために来店した客が新しい道具に心惹ひかれて衝動買いすることもある。

「ガッハッハ、新商品はどんどん入荷されておるぞ！　皆の衆、どれでも手にとって具合を確かめてくれ。そう簡単に壊れるほどヤワに作った覚えはないから安心だ。それに、壊れた道具があれば持ってくるがいい、修理しよう！　余所よそで買ったものでも構わん。より使いやすく、より最新の結晶技術を組み込んだものへと改造してやるからな！」

　その店を仕切っているのは、全身鎧よろいを着込んだ巨漢の鍛冶かじだった。その鎧よろいも自分で打ったもので、技術力のアピールのために極力脱がないようにしているのだという。これだけのものが作れる名鍛冶かじはさすが変なこだわりを持っているなと客達は頷うなずき合い、商品への信頼感をさらに増すのだった。

　飛ぶように売れる道具の数々。その中には日用品や雑貨だけでなく、武器や鎧よろいもある。

「あんたのお仲間──森の英雄レイリーの話、聞いたぜ。残念だったな。てなわけで聞くが、彼が持ってたっていう結晶剣みたいなものはないかい？」

「ガッハッハ。悪いな、さすがにあれは特別な一品モノなのだ。失われてしまったのが惜しい。しかしその代わりにこの短刀はいかがかな？　これは柄の中に圧縮した風の結晶を仕込んであってだな、ここを押すと結晶が自動的に解放され、刃が矢のように飛び出す仕掛けで──」




　変わり種としては、ジェヴォーダン娼しよう館かんもある。常に甘い匂いの香が漂っている、この世のものとも思えぬ瀟しよう洒しやで豪華な空間だと語られる場所。

　そこでは一家で商っている高級な結晶道具や調度品、宝飾品などがふんだんに使用してあり、言わば他の店へ興味を持たせる展示場のような意味合いも持っているのだ。しかし勿もち論ろん、店の商品そのもの、つまりそこにいる女のレベルも非の打ち所がない。誰もが素晴らしい体型と美び貌ぼうと技術を備えており、受けられないサービスはない。新しく開かれた店にもかかわらず、どこから集めてきたのかと不思議なくらいの揃そろい方なのである。最新の設備で、最高級のおもてなしを──そういう方針が徹底されていて、そこを訪れた男達（数は多くないが女も）は、誰もが天国を垣かい間ま見みたような顔で帰路につくのだという──次回の来店予約を行ってから。

　ちなみに店主らしき者はおかしな形の髭ひげを生やしたタキシードの男のようだが、勿もち論ろん客は男を見に行っているわけではないので、誰も話をしたことはなく、詳しいことはわからない……
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「ほーん。いろいろやってるんだなぁ。聞いたこともない結晶の使い方をしてる」

「わたくしは娼しよう館かんの話が気になります。何か……信じられないような……」

「マダム・イラには話を通してるのかしら？」

「知らん。しかし、どの店も同じだが──きちんと手続きを踏んだ出店が為なされている。何か厄介事があり、そして要請されれば市警察も出て行かざるを得ん。立場上はな。競合他社が嫌がらせをするにもアガリを要求するにも、表立っては難しいだろう。まぁそれでもいずれは必然的に起こるのがニルイーストだが」

「何にしても、俺達の仕事が増えないようにしてもらいたいもんだなぁ」

　イオニスがぼやいて、現実逃避するように天井を見上げた。その途中で、ぼんやりと話を聞いているだけのコルに気付いたらしい。にやりと笑って、

「ところで坊ぼう主ずはもう女を知ってんのか？　まだなら噂うわさの娼しよう館かんを体験してみちゃあどうだい。実情を知れるし初体験も済ませられる、いいこと尽くめだな」

「女……？　勿もち論ろん知ってる。男じゃない性別だ」

「いや、そういうコトじゃなくてだな。おいおいそこからか……？　あー、女と裸になって一つにくっついたことはあるか、っつー意味で──」

「それならある」

「あんのかよ！　誰とだ？」

　コルがスッと指さしたのは、横のソファーに座るローズリリィだ。肯定するように、にこ、と彼女は微笑ほほえみを見せる。

「マジかよ！　この伝説とか!?　羨うらやましいなオイ！」

「ちなみに私ともあるぞ」

「マ・ジ・か・よ！　エルフの味まで知ってるとはスゲェな！」

　仰のけ反ぞり叫んだイオニスは、次に慄おののくような目をヒオに向け、

「じゃあ……まさか、お前も……」

「ないわよそれ以上口を開いたら二度と口が開けなくなるのを覚悟したほうがいいわそれと二人が言ってるのはただ裸で抱きしめたことがあるっていう意味だから誤解しないように」

「勿もち論ろん、お前がチラつかせてるそのぶっとい針の使い道を知りたくない俺は素直に黙るぜ。じゃ本題に戻ってくれ、皆々様」

　その通りだ。まだ話は済んでいない。

　アリシアはタングステンがイオニスに広げさせていた資料をちらりと見やり、

「で？　お前がここに来たのはわざわざ奴やつらの商売繁はん盛じようっぷりを知らせるためじゃないだろう。本当に伝えたいことは何だい」

「性急な女だ。聞け──奴やつらの開いた店の中には、治療院もある。その付近の状況が不穏だ」

「ほう。人間が死にまくっているとかかい？」

「逆だ。死人が減っている」

　アリシアは眉を寄せた。それがなぜ不穏になるのか。

「治安がよくなったりしているわけではない。ただ、当然予想されてしかるべき死者が減っている──つまり、突発的ではない、病気などの患者の死亡が激減しているのだ。今までのこの街の統計では不自然なほどにな」

「不自然……ね。アタリはつけてあるのかい？」

「調べさせたところ、こんな薬が街に流通しているということがわかった」

　タングステンがポケットから取り出した紙包みをテーブルに置く。その中にあったのは、粒の大きい粉薬のようなものだった。一粒一粒が、どういうわけか、不思議に煌きらめいているように見える。

　アリシアはそれに顔を近付けつつ、

「おいおい。こいつはまさか……結晶、かい？」

　第一賢術《結晶法》の技術によって産み出される結晶は、基本的に『他の何か』を結晶化する技術であると言える。その内容は多岐に亘わたる。火、水、土、空気、鉱物、植物、形のあるもの、形のないもの、様々だ。

　結晶は元の物質に沿った性質をその形でも発揮するため、様々な用途に用いることができるようになる。そしてもう一つの特徴は、力業にしろ技術を用いるにしろ、結晶化を解除すれば元の物質に戻るということだ。

「砕くだいて中身を解放すると──このように、粉となる。薬結晶、とでも言うべきものだろうな。結晶の形にして摂取することにどのような意味があるのかはよくわかっていない」

　その結晶を砕くだいて現れた粉を、アリシアはちょいと小指の先でつつき、そこについてきた数粒を舐なめ取った。だがすぐにぺっぺっと吐き捨てる。

「うわマズ。確かに薬っぽいな」

「だ、団長ー！　そんなよくわかんないものをいきなり！」

「患者はこれを薬として丸飲みしてんだろ？　中身の数粒舐なめるくらいどうってことないさ」

　タングステンはアリシアの顔をじっと見ていた。

「さすがは粗野なエルフだ。期待通りの愚行をしてくれる。──で、その薬について何かわかるか？」

「わかるわけないだろ。まあ……確かになんとなく、普通の薬じゃないだろうって気はするけどね」

　市長は馬鹿にしたように鼻を鳴らし、

「業ごう腹はらだが、俺も同じ結論だ。よくわからんが何か怪しい。こんなものが『万病に効く薬』として街に流通しているのだ。気に喰くわん」

「ほう。実際に万病に効くのかな？」

「知るか。一応学者にも見せたが、成分は不明だ。動物由来か植物由来かもわからんという。こんな怪しげなものが効くと思う愚かな市民には効くのかもしれんな。そして結晶法が絡からんでいるのならばやはりジェヴォーダン一家が関わっているのだろう。それもまた気に喰くわん」

「あー……流れが読めてきたぞ」

「貴き様さま達は街の治安を守る騎士団だ。調べてこい。俺の街によくわからんものを流させるな。あるいはきちんと効果がある薬ならそれを証明し、勤勉で優れた市長に利権をよこさせろ」

　やっぱりか、とアリシアは顔を顰しかめた。

　面倒臭い。面倒臭くはあるが──放ってもおけないな、と思った。

「そうだな。ジェヴォーダン一家とは、近いうちに直接接触しなくちゃならんとは考えてたんだ……いい機会かもな」

　街で存在感を増しているのが目め障ざわりだとか、動きが気にかかる……というわけではなく。

　大森林の件が完全なる赤字に終わったので。

　やはりレイリーのやっていたことを追及し、賠償金や口止め金をせしめる必要があるだろう、という結論に至っていたからだった。

「よろしい。街の平和のためだ。我ら騎士団、喜んで調査に行かせてもらおうじゃないか！」

　次の問題は、この市長からどれだけの礼金の約束を取り付けられるかだ。
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　穴の開いた壁、度重なる雨漏りで腐った天井。広さは富豪の邸宅の掃除用具入れ程度。

　そんなニルイースト市街の最底辺に位置するような経済力の家にも、救いの手は分け隔てなく差し伸べられていた。

「はぁ……はぁ……あ、うう……くるしいよ、おかあさん……」

「大丈夫、大丈夫だからね！　お医者さんが来てくれたから、すぐよくなるから！」

　家畜の寝床よりはマシといったベッドに寝る子供と、それにすがりつく母親。往おう診しん鞄かばんを持った白衣の男がそっとその横に膝ひざをついた。

「ああ、大丈夫ですよ。この薬を飲みなさい。そうすればすぐによくなります」

「でも、先生。町医者に診せたときは、この子は薬では治らないって……」

「勉強の足りない、時代の遅れた他の医者ならそう言うでしょうね。しかし我々は違います。さ、坊や、この薬を飲んでごらん」

「くす、り……？　おかしなかたち、してるよ……？」

「ああ。特別な製法で極小結晶化しているんだ。お腹なかの中に長く留まり、薬の成分がじっくりと身体に行き届く──なんて難しい説明は余計だったね。大丈夫、私を信じてくれ。私は君達のような病人の痛みを消すためにここにいるんだよ」

「う、ん……」

　母親が手伝ってやり、子供にその薬結晶を飲ませる。効果は劇的だった。

「あ……すごい、や。おかあさん。なんだか、いたく、なくなって……」

「ほ、ほんとう？　本当なの？」

「ほんと、だよ。でも、なんだか、眠いや……」

「寝かせておあげなさい。身体が体力を回復させようとしているのです。病魔のもとを薬が退治しても、体力がすぐに戻るわけではないですからね」

　穏やかな顔で寝息を立て始めた子供の顔を見やり、母親はぼろぼろと涙を零こぼして泣き始めた。

「ああ、ああ！　よかった──今度こそ、もう、駄目かと……この子とお別れしなくちゃいけないのかと……！」

「お母さんも頑張りましたね。よく私のところに来てくださいました」

「先生、ガスグレイン先生……ありがとうございます、本当にありがとうございます！」

　しかしそこで母親ははっと何かを思い出した顔で、

「でも、その、すみません……私、この子が死ぬかも、と、診療所にお伺いしたときにはそれだけしか頭になくて……その、お薬のお金が、ないのです……い、いいえ！　子供の命には替えられません、私が自分の身体を売ってでも稼ぎますから、どうか！」

「ああ──そんなことですか。勿もち論ろん、後払いで大丈夫ですよ？　お金ができたときに少しずつ返していただける感じで構いません。その間でも、この子への追加の薬が必要なときはけっして気兼ねせず仰おつしやってください」

「！　あ、ありがとうございます、ありがとうございます！　本当に、貴方あなたは命の恩人です、ガスグレイン先生……！」

　ガスグレインと呼ばれた医師は優しい表情で、眠る子供の頭をそっと撫なでた。

「いえいえ、私はただの医者です。大事なのはお金でも物でもありません。患者の痛みを消し去ることを何よりも優先させねばならない、と思っているだけですよ」
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　市内のジェヴォーダン診療所に向かって、一同は歩を進める。タングステン達はさっさと帰ってしまったので、ベルガランを除いた騎士団の四人だけだ。

　しかしその歩みを途中で止めるものがあった。珍しいことに、それは騎士団に恨みを持つ者の襲撃や、騎士団に恨みを持つ者の罠わなや、騎士団に恨みを持つ者の嫌がらせが理由ではなかった。

　どこかで見た気のする、ボロ布を纏まとった少女がニルイーストの街中をフラフラしていただけだった。




　ヒオとしては（よくわからないし今の仕事とは関係ないので）見なかったことにしたかったが、アリシアが顔を顰しかめて話しかけてしまった。

「おいおい。何してんだよこんなところで」

「ん……確か、お前達は……おお！　エルフと小娘、おかしな臭いの坊ぼう主ず。さすがに覚えておるぞ」

「ちょっとあんた、団長の質問に答えなさいよ」

「前と変わらんぞ。捜し物をしておるだけじゃ。今度はどうもこの街の中にありそうじゃったからの。初めてではあるが、意を決して入ってみたのだ」

　ニルイーストは初めてということだろうか。子供なのに大森林にいたし、普段は別のところにいると言っていたし、相変わらずよくわからない。しかしきょろきょろと興味深そうに街の様子を眺め回している彼女の様子を見る限り、その言葉自体に噓うそはなさそうだった。

　老成した言葉とは不似合いな、どこか年相応な表情で、口を開けて街の混こん沌とんに素直に驚いている。そう見えた。

「初めてなのかよ。ま、ここは私の街だなんて言うつもりはない。こっちに迷惑がかかんない限りは好きにしてくれりゃいいが」

「うむ、好きにしておる。それにしても、興味深いのう。人が多すぎるし、見たこともないようなものが溢あふれておる。儂わしが今まで行ったことのある街は、なんというかこう……牛や豚がいて、街の中に畑があるようなところじゃったからな」

「それは街ではなく、村なのでは……？」

　首を傾かしげて呟つぶやくローズリリィをちらりと見やり、レムは言う。

「そうなのか。区分がよくわからんぞ、美味うまそうな体つきと匂いの女よ」

「ベルガランみたいなこと言うわね……」

「まあつまり、このような賑にぎわいの場所は初めてなので驚いているというわけだ！　いろいろモノが多すぎて鼻も利きかん。目移りもしてしまう。ううむ、何だあの人間が持っておるものは。不思議な乗り物。奴やつらは何をしておる。そしてあそこの、煙が出ているところ……いい匂いがする……」

　背伸びをして道みち端ばたの屋台を見つめるレムに、コルが珍しく答えを与える役となる。

「串焼きだ。美味うまい」

「そう言えば儂わしは腹が減ってきたぞ」

「金を払えば食べられる」

「むぐむぐ。金か。ない」

「ってちょっとあんた何勝手に取って食ってんのよーっ!?　払わないわよあたし達は、ていうか絶対にあたしは！」

　このニルイーストの往来で商売をしようという剛胆な気概を持つものだ。当然、強面こわもての店主は商売品が薄汚れた子供の手によって不当に奪われたことに気付く。

　自衛用の剣を屋台のカウンターの下から摑つかみ取とり、怒り顔で男が飛び出してきた。ドスの利きいた声で、

「ゴルァこのクソガキがッ！　この俺様の店からタダ食いしようとはいい度胸だ、手足の腱けん切って逃げられなくしてから好きモンのところに売ってやろうかアアン!?」

「ふむ、そんな幼女趣味の奴やつには一人心当たりがいるが、あいにくあいつは嗜し虐ぎやく趣味のほうはあまりなかったな。いろんな意味で無理だから止めといたほうがいいぞ？」

「邪魔すんじゃねぇクソボケが盗まれたのは俺の──って騎士団んンン!?　すみませんすみません、騎士団の関係者だとは知らず、ええ、肉の一つや二つお金なんていりませんどうぞどうぞ殺さないでください命だけはっ！」

　店主は慌てて屋台の中に舞い戻り、ガタガタとカウンターに「休憩中」の板を立ててその中に閉じこもった。

　もぐもぐ、と脂あぶら滴したたる串焼き肉を咀そ嚼しやくしていたレムがそれを見て、

「なんだ。金がなくても食えるのではないか」
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　ニルイーストの郊外、新しい水路建設の工事現場。地面をくり抜く作業が行われているため、半地下のそこは常に薄暗く、粉ふん塵じんが舞っていた。作業員の咳せきの音はむしろ止やんでいるほうが珍しい。そして──限界を超えた作業員が胸を押さえて倒れるのも、何日かに一度の風物詩だ。

「げほっ、げほっ……うう……！」

「おい、また倒れたぞ！」

「くそ、最近多いよなあ……けほっ。ここの土が悪いのか。俺達もいつかは……」

「金さえありゃあこんな仕事……」

「んなこと言ってる場合か、早くそいつを外に出すぞ！」

「いえ、大丈夫です。風の通りが良よい場所に移動させていただければ……そう、そこでいいでしょう。さ、この薬を飲んでください」

「う……薬……？」

　倒れた彼の横にしゃがみ込む医師は、患者を安心させる温和な笑みで、

「大丈夫です、あなた達の雇い主とは話がついています。これは試供品のようなものなので、代金は発生しません。さあ……」

　駄目で元々、といった感じで、男が薬を飲み込む。すると青白かったその顔に精気が戻り、

「お……おお……？　息が、楽になったぞ……？」

「このお薬には呼吸の通りを良くする成分も含まれていますから。どうやらそれが功を奏したようですね、よかった」

「ち、ちょっと待った。じゃあその薬を飲んどけば俺達も、けほっ、こんな咳せきしなくてもいいのか？」

「くれよ、俺にもくれよ！　タダなんだろ？」

　医師に殺到する作業員達。本来ならそれを止める現場監督の男も作業の手を止め、率先して彼に救いを求めていた。

「勿もち論ろん、大丈夫です。たくさん持ってきていますし、今回はお金はいりません。さあ並んでください……ああ、土下座なんてしなくても。私は医師としてすべきことをしているだけですよ……」
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　ヒオは口をへの字にしていた。

「……ねえあんた。なんでついてきてるのよ」

　別にアリシアがレムに対して何を言ったわけでもない。むしろ「まあ、人様に迷惑をかけないなら好きにしてくれ」と放置気味にして歩き出したのだが、勝手にとことこと自分達の後ろを追ってきただけである。

「別に儂わしがどこをどう歩こうと自由じゃろう？」

「捜し物がある、というようなことを仰おつしやっていませんでしたか？」

「んむ、確かに。しかしこの街はあまりに人が多すぎ、モノが多すぎ、よくわからんのでな……今のところ行き当たりばったりで捜すしかない。そして捜していれば腹が減る。そしてお前達といればどうやら金がなくても肉が食える。なのでとりあえずついていこうと判断した」

「団長ー。小遣いでもやって追っ払ったほうがよくないですか？」

「私も考えたが、金渡してもこいつがちゃんと買い物できるとは思えないんだよな……ま、飽きれば勝手にどっか行くだろ」

　アリシアはそれほどレムのことを気にしていない様子だった。確かに別に危害が加えられているわけでもないし、その程度の子供だと言われればそうなのだが──何となく目め障ざわりなのはどうしようもない。

　そしてジェヴォーダン一家の診療所までの道すがら、さらにヒオが口をへの字に曲げるような出来事があった。

　サボり魔と遭遇したのである。

「んー♪　このクレープ、美味おいしいわねっ。あ、やっぱりベルガランのベリー味も美味おいしそう！　ぱくっ……へっへー、いただきっ」

「相変わらす美味うまそうに食うなあ、キャニィは。何なら全部食っちまってもいいぜ」

「ほんと？　いいの？」

「ああ。だって後で俺は、キャニィを丸ごと食べちまうからな──ってヤベェ！」

「さすがにこの間合いに入るまで気付かないのはどうかと思うぞー、ベルガラン？」

　咄とつ嗟さに踵きびすを返かえそうとしたベルガランだったが、その首根っこをアリシアが捕まえている。ベルガランの隣にいたのは豊満な体つきをした一人の若い女で、両手にクレープを持ち、頰ほおにクリームをつけた顔できょとんと首を傾かしげていた。見るからに食いしん坊という雰囲気だが、肉がついているのはつくべき箇所だけだ。妬ねたましい。

「お友達……？　っていうか、仕事仲間、騎士団の人達ね？」

「その通りだとも、お嬢さん。こいつが仕事を最近まったく手伝わないことに笑顔が絶えない仕事仲間だ」

「はい。笑いながら、どうしたものかとよく話し合っていましたね」

「捕まえたときのことを考えるのは楽しかったからね？　つまりは今だけど」

「違うんだアリシア、ローズリリィ、ヒオ。これには事情がある」

「ほう。聞こう」

「彼女の名前はキャニィ・ペリエ。見ての通り、いい女だろう？　彼女は食べることが大好きでな。デートのときには基本的に何かを腹一杯食べるわけだ。で、食べたら休憩せねばならんわけだ。男と女の休憩と言ったら何をするかは決まっていて、しかも彼女はそっちの食べるも食べられるも大好きときた。で、それを終えたらまた腹が減るだろう？　そしたらまたメシを食いに行って──というわけでな。純粋に忙しいんだ、最近の俺は。今までの愛が食べ散らかしの愛だとしたら、最近は主食とデザートの愛だ。騎士団だけじゃなく、他の恋人達と会う頻度も少なくなってるんだぜ……？」

　ローズリリィが困り顔で、

「そんな『どうだ？　一いち途ずだろう？』みたいな顔で言われましても……」

「あんたよくそれをあたし達とその彼女の前で言えたわね……」

　キャニィと紹介された彼女は顔の前でぱたぱたと手を──持っていたクレープを振り、

「あははー。私もそーいうの自由だと思ってるタチなんでー。一番さえ私に決めてもらってればそれでいいっていうか。そう、いっつも同じものばっかり食べてると飽きちゃうって感じですよ」

　むぐり、とクレープを啄ついばむ。と、そこで彼女は一同と一緒にいる幼女に気付いたらしい。首を傾かしげて、食べたいのかな、というようにチラチラとレムとクレープを交互に見やるが──彼女の心配は当たらず、レムの視線はどうやらベルガランに向いていたようだった。

　どこか真剣な顔で、彼女は歩ほを進めて。ベルガランの周りをぐるりと歩いて。それから──

　彼の尻を、両手で鷲わし摑づかみにした。

「おおおーう？　なんだなんだ嬢ちゃん、なんのつもりだ？」

「ほう……これは……なかなか……」

「聞いてねぇんだが。アリシア、この子は？」

　アリシアは珍しく、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような、困ったような顔をしていた。

「ううん。何と言えばいいのか……ま、とりあえず好きにさせとくしかないんじゃないか」

「健康な尻をしているな。うむうむ。匂いも嗅かいでみよう……」

「おっとお嬢ちゃん、さては俺のファンなのかな？　タングステンの野郎とは違って、若すぎる女の子にゃ手は出ねぇんだが……ま、嬉うれしくはある。何年か経たったらまた来てほしいぜ」

　気き障ざに言うが、やっぱり尻を揉もまれているままなので格好はついていなかった。

「聞いたことなかったし聞きたくもないんだけど、あんたの守備範囲って何歳からぐらいなのよ。答えによってはあの馬鹿市長とあんたを同じカテゴリに入れるわ」

「いやまあ下は常識的な範囲からだろ。上はとりあえず綺き麗れいだったら何歳でも可だぜ。綺き麗れいなお姉さんもオバさんも大好物だ」

「ほほう。では儂わしもいけるということではないか」

　自分のことを綺き麗れいなお姉さんとでも思っているのか、にやりと笑いつつレムが言った。

「まあ何にしても元気で健康な男であるのはわかった。で──こいつが今のお前のつがいか？　こいつを孕はらませるのか？」

　キャニィのほうをじろじろ見ながら続ける。

「こちらも健康そうな女だ。よきかなよきかな。よく食う女は好ましい。この街では鼻があまり効かんから匂いはよくわからんが、少なくともあまり香水臭くないのもよいな」

「あはは、孕はらむ……かどうかはよくわかんないけど。おませさんだねー」

　苦笑いで済ませられるあたり、キャニィは器が広そうな女であった。

　しかし──次にレムがベルガランに顔を戻し、ごくごく平然と発した言葉には、さすがの彼女も顔を引ひき攣つらせていた。

「しかし、具体的なところには興味がある。そのやり方でちゃんと元気な子が産めるかどうかは確かめておきたい。お前達の交尾を見せてくれ」
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　ニルイーストの裏路地。

　革靴の音を響かせて、白衣を揺らして、ガスグレイン医師は歩いている。

　そこに不安定な足取りで近付く影があった。男である。年齢は判然としない。頰ほおがこけ、頭髪はなく、手足は瘦やせこけている。だからわからない。しかし目だけは異様にぎらぎらと輝いていた。

「なあ、先生、先生よぉ……」

「はい、なんでしょう？」

　明らかに様子のおかしいその男に対しても、ガスグレインはにっこりと微笑を返した。

「はあ、ああ、切れた、切れたんだよ。わかるだろ、なあ？　薬だよ。薬、くれよ……」

「ああ、切れてしまいましたか。苦しいんですね？」

「ったりめぇだろ、苦しいよォ！　薬が効いてるときはあんなに幸せなのに！　今は、今は地獄だッ！　なあ、早く、早く早く！　でないと、俺、何するか……」

「落ち着いてください。勿もち論ろん、お渡ししますよ」

　笑顔のまま、ガスグレインは診しん察さつ鞄かばんから結晶薬を一包み取り出して彼に渡した。彼はひったくるようにそれを受け取り、その場で飲み下す。荒かった呼吸が徐々に落ち着いていき、しかしぎらぎらしている目はそのままで、

「ああ、ふぅぅぅ……効いてきた、効いてきたぜ。ありがとう先生、命の恩人……」

「いいえ、私は当たり前のことをしているだけです。私は、患者さんの痛みが消える瞬間を見るのが何よりも喜びなのです」

「そっか、やっぱいい人だな、先生。ああ、でも、すまない。薬代は……くそ、嫁がどっかいっちまいやがって……道みち端ばたで股また開いて稼げって言っといたんだが。ちくしょう、どこほっつき歩いてんだ……」

「お金はあるときでいいですよ。奥方とはくれぐれも仲良くどうぞ」

「ああ、わかってる、わかってるさ……」

　男がまたふらふらと歩き去っていく。片手に包丁を、もう片方の手に彼の妻とおぼしき女の首を持っていた男が。

　その背を見送るガスグレインの顔には、それでもまだ、朗ほがらかな笑みがあった。
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　とある場所、とある部屋。

　まず、アレックス・ジェヴォーダンが口を開いた。

「レイリー・フォレストが死んだ。知っているとは思うけれどね」

　幹部の一人である最年長の老婆──ミショーン・マイティホークが嘲あざ笑わらうような息を歯の隙すき間まから漏らす。

「ま、随分調子に乗ってたみたいだからねぇ。そんなときほどアッサリとやられちまうものさ。忠告？　勿もち論ろんしてないよ。孫のような年頃の若者に説教するババァなんてウザいだけだろ？」

　ヒッヒッヒ、と魔女のように彼女は肩を揺らした。

　次に口を開いたのはビッグマン。本名は名乗らず、ただ大男ビツグマンで通しているだけの全身鎧よろい男。

「奴やつが死んだこと自体はどうでもいいだろう。弱いから死んだ、ただそれだけだ。俺様のように頑がん丈じような鎧よろいでも着込んでいればよかったのにな！　ハッハッハ！」

「そう、死んだこと自体は問題ではない。問題なのは──なぜ死んだのか、だろう？　計算通りならば。お前が並べた式の、美しい計算の通りならば。目的物が来たということか？」

　髭ひげの調教師、ミレーク・ド・シナーがその髭ひげを撫なでつけつつ言う。アレックスは首肯して、

「その可能性は高いと見ている。彼に与えた結晶剣は見つかっていない」

「では、仕入れのメドが立ったということだな」

　ビッグマンはその声で。残る幹部達は唇を曲げて、その情報に好意的な感を示した。

「それからもう一つ。大森林で動いていたレイリーに、悪逆騎士団が接触していたようだ。僕達の中で一番目立っていたのがレイリーだったからだろうが──アリシア・クイッテンエリアリは底が知れない。あるいは奴やつらについても知っている可能性がある。注意深く様子を窺うかがっておく必要があるだろう」

「とはいえ、今気にすべきはあっちのほうじゃないかね。実際に姿を現したとなれば、アタシ達も動きを変えなきゃならん。みすみす逃がすわけにはいかないよ」

「勿もち論ろんだよ、ミショーン。まずは──ん？」

　部屋のドアがノックされ、アレックスが言葉を止める。大事な幹部会議の場を邪魔するということは、よほどの用件なのだろう。部下を呼び入れ、その報告を聞く。

　アレックスは再びにんまりと笑った。

「いい知らせだ。関係者を監視させている諜ちよう報ほう員いんによると──僕らの待ち望んでいるモノが。正確に言えばその可能性のある存在が、ニルイーストに入ったかもしれないそうだ」

　幹部達も似たような表情を浮かべたのを確認し、アレックスは座っていた椅子から立ち上がった。これから忙しくなる。

「さあ……それでは、盛大に招待させてもらうことにしようか。このときのために、ガスグレインに撒いてもらっていたんだし」
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「さすがにこの状況で次のお店デートに出かけるのは気が引けるなー。明日にしましょ！」

　とキャニィに言われたため、ベルガランも肩を落として一同に同行することになった。被害者面でトホホ、などと言っているのがヒオとしては凄すごくムカつく。大森林の一件ではフルにサボったのだからこれくらい手伝え、と思う。

　ベルガランは隣を歩くコルに何か聞いていた。

「で、コルよ。これから診療所に行くってのは聞いたが……何をするんだ？」

「さあ。薬を調べろ、というような話だったけど、具体的に何をするのかはわからない」

「頼りになる後輩だなぁ。ま、病気の人達をみんなで見舞いに行く慈善活動、とか言われなくて助かったぜ」

「どうしてだ？　いいことのように聞こえる」

「いや、騎士団が来たショックで何人か退院を早めちまうことになるっつーの。勿もち論ろん棺かん桶おけの中に入っての退院だぜ」

「よくわからない」

　ヒオの胸中のムカつきも知らず、吞のん気きなものだ。まあ実際、これから診療所に行って何をするか具体的なところはまだヒオにとっても不明瞭なのだが。

　勿もち論ろん、まだテクテクとついてきているレムのこともまだ不明瞭だ。

「なんじゃ。せっかく交尾が見られると思ったのに」

「あんたそれ、スーツで金髪の男の前では絶対に言わないほうがいいわよ」

「同感です。実体験させられることになりかねません」

　ローズリリィの声を聞きつつ、ちらりと横を見やる。いつも自信満々で傲ごう岸がん不ふ遜そん、傍ぼう若じやく無ぶ人じんでそこが素敵なアリシアは、今は珍しく、むにゃむにゃとした顔で何か悩んでいるようだった。

「うーん。どうすっかなー。言ったほうがいいのかなー。むーん……」

　よくわからないが、この幼女が原因であることだけは間違いないように思えた。敬愛する団長を悩ませるものが良よいものであろうはずがない。それがこの幼女を好きになれない理由の一つだ。

　やがてアリシアは何かの結論に至ったらしく、頭をがしがしと搔かいてから、

「一応探りくらいは入れとくかなー。よし。あー、レム？」

「なんじゃ。ここでは盟約に関することは話せんぞ」

　アリシアは口をへの字にして、

「その返答自体で結構わかっちゃったな。となると……どうするか……」

（……盟約？）

　耳に届いた単語に、ヒオが胸中で首を傾かしげたときだった。




　──今まで聞いたこともないような『音』が聞こえた。




　空を見上げる。頭上、遥はるか高く、何かが──つまりはその音が、移動していると思えた。甲高く細長い、ヒュイィィィという音。たとえ建物内にいても間違いなく気付くような、不思議に耳に響く音階と大きさ、存在感。事実、視界の中にいた街の誰もが空を見上げていた。

　空高くを移動するその音は街を横断し、やがて消える。と思いきや、もう一度。

　今度はあらかじめ空を見上げていたためか、かろうじて、小さなものが高みを飛んでいくのが見えた気がした。

「矢……？」

　この奇怪な音の元凶はあれか。敵を貫くためではなく、そうした音を鳴らすための矢──鏑かぶら矢やというものかもしれない。

　独特で、耳みみ障ざわりですらあるその音は、さらに何度か続いた。同じ方向ではなく、ニルイーストのあちらこちらに向けて鏑かぶら矢やが飛んでいったようだ。

　奇妙ではあるが、たかが音だ。意味も意図もわからない。誰もが空を見上げたからスリは喜んだかもしれないが、スリ自身も空を見上げていた可能性もある。他にわかることと言えば──今の矢の軌道、速度、高さから見て、それを放った者はかなりの腕前だろうということだ。たとえどこかの高い場所から撃ったのだとしても、あれだけの距離を、あれだけの高度を保ったまま飛ばすのは並大抵の技量でできることではあるまい。

「な、何だったんでしょうね……？」

「……」

　アリシアは不審に眉を寄せていた。だがその眉がさらにぴくりと動く。

　レムがはっとしたように顔を上げ、きょろきょろと周囲を見回し──

「なんじゃこれは。急に、臭い始めたぞ！」

　そして唐とう突とつに、走り始めたのだ。後ろも見ず。ヒオ達のことを気にも留とめず。

　コルが一同の気持ちを代弁して聞く。

「どうする？　アリシア」

「やれやれだ。事態が動き始めた、みたいな気がしちまうね……とりあえずレムを追うか。幸か不幸か、ちょうど私達が行こうとしていた診療所があるのと同じ方向だしな」
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　ニルイーストの中央部付近にある、背の高い建物。その屋上で、よっこらせ、とミショーン・マイティホークは背筋を伸ばした。

　その手には弓がある。たった今、何本かの鏑かぶら矢やを撃ち放った弓がある。

　強弓と言ってもいいだろう。王国の精鋭たる一流の弓兵の中でも、そうそう引けるものはいないほどの強さだ。

　だが彼女は鼻歌交じりに引ける。強い弓を引くのに筋力は必須ではない。ちょっとしたコツと技術、つまりは歳としの功があればカバーできるものだ。

　今回はただ街全域に音が届くように飛ばせばいいだけだったので、楽な仕事ではあった。もし必要なら、ここから街の外に見える四方の木の幹一本一本に、今撃った全ての矢を突き立てることすらできるというのに。あまりに歯ごたえのない仕事は腕を落とすのでできれば勘弁してほしいものだが──

「まあいいさね。坊ぼう主ずの指示通り、やるべきことはやった。しばらく高みの見物といかせてもらおうかい……ヒッヒ」

　呟つぶやいて、老いた鷹たかの目、かつては伝説の弓使いとも呼ばれたミショーンは、痛みもしない腰をとんとんと叩たたいた。弓に関わる部分は手を抜こうと思っても抜けないので、せめてそれ以外の部分では年相応の動きをしようというのが癖になってしまっているのだ。ババアはババアらしい動きをしないと気持ち悪いだろう、というのが彼女の持論である──
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　どれだけ速く走っているのか、残念ながらレムの姿は見失ってしまった。

　しかしその代わりに見えてきたものがある。

「街が……ずいぶんと、騒がしいですね……？」

「騒がしいなんてモンじゃねぇな。おい見ろ、なんだあのハッスルしてる奴やつ。おじさんはとっても怖ろしいぞぅ」

　街のそこかしこから怒号や怒声、あるいはわけのわからない唸うなり声のようなものが聞こえていた。物が壊れる音。人が殴り合う音。

　騎士団の眼前にも、一人の様子のおかしい男が躍り出てきた。明らかに様子はおかしかった。これがおかしくないというなら、その人間は鞄かばんの代わりに女の首を小脇に抱えて歩く特殊な文化圏からの移住者だろう。

「ああ、ひひ、あひひっ！　元気、俺は元気です！　妻も元気です！　もうすっかり治ったよ！」

　彼は口くちの端はから泡を零こぼし、包丁と女の首を振り回していた。その女の首のものではないだろう、新鮮な血をその包丁と自らの身体に塗りたくっている。

　そして──当然のように。彼は騎士団の姿を見み咎とがめると、包丁を振り回して襲いかかってきた。自分の元気っぷりを知らしめるように。

　素早く前に出たコルが、最近新調したばかりのナイフでその男の手首を裂いた。ローズリリィがふわりとした体術で男を投げ飛ばした。地面に大の字に倒れた男の手の平にヒオが鉄てつ釘くぎを打ち付けた。が──

「いやいやまだですよまだまだですよホント嫁も頑張ってるんで俺もデスよまだぁっ！」

　縫い止められた手首を、みちみちぃ、と引き千切るように。男は強引に身を起こそうとしていた。尋常ではない。明らかなる異常。手が千切れていて包丁が持てない男は、しかし自らの口を大きく開けてアリシアに飛びかかり──

「ベルガラン」

「こいつはまぁ、しゃーねーな。加減はなしだ」

　ベルガランが組んだ拳を大上段から叩たたき落おとすと、男の頭部が凄すさまじい勢いで地面にめり込み、そしてぴくりとも動かなくなった。

「やれやれ。こんなことしてると、また騎士団が罪もない一般人を手にかけたゾーとか噂うわさが広まって新聞に載ったりして面倒なことになるんだが」

「どうも、今日はそんな感じにはならないようですね……？」

　周囲を見回す。見える範囲だけでも、街は相当な騒ぎになっていた。

「いひひ！　穴！　穴が開いてるー！　ぽーん！」

「いや、いやいやいやぁっ！　止めてぇ！」

「オラ何してんだ殺すぞボケがァ！　っ、あれ、血、俺の、なんで……」

「逃げて、逃げるのよ！　走って！」

「おかあさーん！」

　今の男のような、目の焦しよう点てんが合っていない、不可解な力強さで暴れている人間。それから逃げ惑っている弱者。それに立ち向かっている勇気ある者達。しかしその過程で何か問題やら誤解が生じたか、普通の人間同士でも殴り合っていたりする。そしてそれに怯おびえてまた悲鳴が起こり、人が逃げ、さらなる混乱が巻き起こる──

「どうします、団長？」

「やばいな、私達の肩書きが一応は治安騎士団であることを思い出しちまったぞ。しかしまぁ、こいつは騒ぎが大きすぎる。一つ一つ片付けてたらとても手が足りない──って理屈で基本的に無視したいんだがどうだろう？」

「賛成です」

　一も二もなくヒオは頷うなずいた。

「だが、これはただごとじゃねぇぞぉ？　何もしねえってのはそれこそ後であの市長か誰かにネチネチ言われるんじゃないのかね」

「何もしないとは言っていない。一つ一つの些さ事じに囚われず、我々は元凶を探りに向かうのだ──ってな感じでな。なんつーか、どうも私達の目的地の方角が一番騒がしい気がする。つまりはジェヴォーダンの診療所があるほうだ。とりあえずそこに行ってみてから考えよう」

「アリシアがそう言うなら異論はない。ただ、こういうのは、どうする？」

　路地から飛びかかってきた、虚うつろな目の全裸男の足の腱けんを切り飛ばしつつコルが言った。男は地面を這はいずりながらも、ぶつぶつと何事かを呟つぶやきながらこちらに近寄ってこようとしている。持っているのは手て斧おのだ。男が出てきた路地を覗のぞき込こむと、彼の手にかかったであろう死体の姿が何体か。

　アリシアもそれを見たらしい。あららと呟つぶやいてから、肩を竦すくめた。

　そして──男に歩み寄り、手て斧おのを蹴り飛ばす。男はまだ何かを諦あきらめておらず、がじがじと彼女の靴に嚙かみついてきた。アリシアはそれをにこりと見下ろし、

「ひょっとしたらキミも昨日までは善良な一般市民だったのかもしれないが。残念、神ならぬ我々には、今のキミの在り方で評価を決めるしかないのだよ。だから」

　彼の口の奥に自ら靴のつま先を突っ込み、力任せに踏み下ろし、その上うわ顎あごと下した顎あごを無残に分離させた。

　そうしてこちらを振り向くアリシア。

　ヒオはさすがは団長だという高揚に背筋を震わせて、彼女のシンプルな指示を受け取った。

「いつも通りだ。こちらを殺そうとしてくる相手に容赦はいらない。全力で対処しろ」




　診療所に近付くにつれ、やはり騒ぎは大きくなっていた。頻度も数も規模も。街並みも混こん沌とんとしてくる。血で濡ぬれた石壁。焦こげた小屋。道みち端ばたに打ち捨てられた死体。そう──死体だ。

「ふむ。さっきから気になっていたんだが……たとえば、あそこにある死体だ。あれは『暴れてる奴やつら』の側の死体っぽいな」

「どなたかが対処して殺したのでしょうか？」

「それにしては外傷がないわよ」

「勝手に暴れて勝手に死んだってか？　わけがわかんねぇぜ」

「……」

　そうこうしているうちに、当初の目的地である、ジェヴォーダン一家が経営しているという診療所の前に辿たどり着ついた。個人宅ではありえないレベルの広大さを持った、ニルイーストでも珍しい三階建ての建物だ。

　敷しき地ち内には既に不穏な気配が蔓まん延えんしている。真新しい木造の建物の中からは、ひっきりなしに騒がしい音が聞こえてきていた。ガラスの割れる音。板が砕くだけるような音。人体がひしゃげるような音。今まで通ってきた道程の、そして今もなお周囲で続いている混こん沌とんがその中に集約されているかのような不吉さ。

「あーあ、やだやだ。ぶっちゃけ入りたくない。面倒臭いことになるに決まってる」

「同感だな。おじさんは今までずっと病院とは縁がない暮らしをしてきたんだが」

「団長がそうしろって命令してくれたなら、あたしは今すぐ回れ右して夕食の買い出しに行ってきますよ」

「それは魅力的な方針転換ですね」

「だがタングステンからの謝礼金がちゃんと出るかどうかで、夕食のおかずが何品つくかが変わるわけだ。世せ知ち辛がらいねぇ」

　アリシアは一つ嘆息してから、ゆっくりと診療所の中に歩を進めた。半ば破壊された正面玄関の扉を開き、エントランスの床板を軋きしませる。

　そしていきなり十人ほどの人間達に襲われた。男もいれば女もいる。今までに見たのと同じく、虚うつろな目をした様子のおかしな者達だった。だから対処も同じことをするしかなかった。

　主に働いたのはベルガランだ。

　喉のど笛ぶえを嚙かみ切きろうと獣のように頭から突っ込んで来た男の顔を引ひっ摑つかみ、力任せに床に叩たたきつける。床に赤く彩いろどられた穴が開いた。赤子のように泣き散らしながら別の男が振り下ろしてきた太い鉄の棒を逆の片手で摑つかみ受け、逆に振り回してその身体を吹っ飛ばす。その先に別の人間の身体があるのは計算の上だ。彼の膂りよ力りよくならば人一人を片手で振り回すことなど容易にすぎる。今のように足で蹴りつけただけでも可能だ。こんなときだけは彼も男女同権主義者となり、曲がった剣を持った女の肘ひじから先を壁と挟んで肉塊と変じさせた。そして似たような行為をしばらく行った後──

「片付いたぜ」

「ご苦労さんだ。今までと同じ奴やつらか？」

「多分な。尋常じゃねぇ腕力に、まるで痛みを感じてねぇかのような動き、野性しか残ってねぇような頭。どうしてこうなってんのかはわかんねぇが、外で暴れてた奴やつらと一緒なのは確かだろうよ」

「腕力については、こいつらもあんたには言われたくないでしょうね」

　ヒオがジト目で言うと、ベルガランは肩を揺らした。

「はっは、ま、俺にはこれしか取り柄がねぇからなぁ」

「しかし……この方々。皆、入院着のようなものを身に付けていらっしゃいますね？」

　ローズリリィがふと気付いた様子で言う。確かにその通りだった。

「ふむ。元々この診療所にいた奴やつらということか……？」

「アリシア。音がする」

　コルが注意を促す。この建物内からはまだまだ廊下を激しく踏み鳴らす人間がいるらしい。無論、今の騒ぎが契機となったか、その足音の中にはここに明確に近付いてきているものもあった。

「さて、どうするかな。この建物はそれなりに広そうだし──手分けするかね。私とコル、ヒオとローズリリィ、あとベルガランの三班だ」

「えー、俺だけ一人かよ」

「他はか弱い女子供、お前はタイマンでも問題ないだろ。同じ腕力タイプでお前のほうが純粋に力が強いんだから」

「そりゃそうなんだが。彩いろどりっつーか、俺の活躍を誰も見てくれないのは寂しいっつーか……」

「よし、文句はないようなので行くぞ。何かあったら叫んで知らせろ」

「うぐぐ。振り分けには文句がないわけでもないけど団長の言葉には逆らえないわ……いいあんた、サボったりしたら承知しないからね！　しっかり団長の役に立ちなさい！」

「努力はする」




　　　　　　　　　[image: †]




　アリシア達は三階に向かった。その途中の階段でまた何人かの暴れ男達（仮称）に襲いかかられたりもしたが、コルが死なない程度に動けなくなる傷をそのナイフで与え、アリシアが階段から強く蹴り落とすと彼らは首をあらぬ方向に捻ねじ曲まげて死んだ。

　コルが階段下の彼らを見てぼんやりと呟つぶやく。

「──殺してる」

「襲ってくるんなら仕方ないさ。それに……おそらく、もう治らない。ここに来る途中でも見たろ？　何かの時間が来れば、どのみちあいつらは死ぬ。そういう仕組みだろう」

「いや。僕は殺せないのに、結局アリシアが殺してるから意味がないって言いたかった」

「そっちか。ま、コルのそれは安売りするもんじゃないからだよ。ヒオ達のもそうだがね。この世には、《在る》とわかってても、そう簡単に見えちゃいけないものもあるのさ」

　そこでアリシアは目を細めて、

「そう……あれも、簡単に見えちゃいけないもんなんだがね……どうしたものか……」

　コルは首を傾かしげるだけだった。

　二人で三階の探索を始める。異常にはすぐに気付いた。

　静かすぎる。建物中に響く音は散発的に聞こえてはくる。しかしそのどれもが階下、別れたヒオ達の周囲での出来事だろうと思われるもので、この三階からは音はまったくしない。

　全てが死に絶えているかのように、不気味に、静かだった。

　アリシアはコルと顔を見合わせてから、足音を忍ばせてさらに進み始めた。

　三階の奥へ向かう。板張りの廊下に人影はなく、痕跡だけが残っていた。何か強い力で穿うがたれたような窪くぼみ。何かを擦こすったような傷。引きずられたような痕こん跡せき。そして──真新しい血と、病院着を着た物言わぬ死体。

「──アリシア」

「わかってる」

　微かすかに、新たな音が聞こえた気がした。この先の大部屋からだ。

　ドアは開いていた。慎重にそのまま歩を進め、アリシア達はそっと中を覗のぞき込こむ。




　それはむしろ当然のことであったのかもしれない。

　暴れる者達が多量にいるはずの、この診療所内。その姿が見えないというのなら、それはどこかに固まっているというだけだった。つまりはここに。

　そして音がしないということは、無論──死体の姿で。

　その一部屋だけで、何体の死体があったのか。少なくとも、数える気にもなれないほど、だ。

　ひしゃげて壁に貼りついている。引き千切られている。積み重なっている。ここは病室だったのか、寝台が多量にあった。真新しい寝台が一つ残らずひっくり返り、無残に砕くだけ、壁に刺さっている。鮮やかな赤に染まったシーツ。それらに絡からみつくように事切れている、上半身だけの死体もあった。

　死体には武器を持っている者もいた。床にも持ち手のわからない武器が転がっていた。だからおそらく、彼らは単に返り討ちに遭っただけなのだろう。

　たとえどれだけ、一方的な虐殺のような光景にしか見えなくとも。

　それはただ、彼らが襲いかかった相手とどれだけ力の差があったのかを単純に示しているだけにすぎない。

　そして実のところ、その存在は部屋の中央に、死した彼らの中心に今もなお立っていて、




「──ん？　なんじゃ、貴様らも来たのか。何か用か？」




　返り血に塗まみれた姿のまま。

　幼女らしい無む垢くな表情のまま。

　最後に生き残っていた男の頭ず蓋がい骨こつを片手でぐしゃりと爆はぜさせたところだった。
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　アリシアは。まず、笑った。

「あっはっは。こいつはすごい！　おーい騎士団、全員集合だー。面白いものが見れるぞー」

　コルは気付いた。

　冗談めかした声と態度でそんなことを言いながらも。

　アリシアは片手で騎士剣の柄を弄もてあそんでいる。いつでもそれを抜いて紋章を刻めるようにだ。

　人差し指を自分の胸元にかけている。いつでも引き下ろせるようにだ。

　つまりこれは──彼女の、最大級の戦闘態勢なのだと。

　それでも表情だけは、いつもの余裕あるにやにや笑いだった。

「面倒起こすなって言ったろ。なんでこんなことしてる？」

「襲われたのだから仕方なかろう」

　レムは平然としていた。自らが浴びた赤色を気にも留とめていない。

「それに、始末はつけねばならん」

「何を知ってる？　こいつらについて」

「それを確かめるために来たのだ。さすがにこれだけ臭いが固まっていればな……む。こいつらの他にもあるな。すんすん……」

　鼻を鳴らしながら、レムは歩き出した。しゃがみ込んで物言わぬ男の懐ふところをまさぐり、何かの紙包みを取り出す。

「これか」

　取り出したのは、コルにも見覚えのある小さな結晶であった。タングステンが詰め所に持ってきたものだ。

　そしてレムは何の逡しゆん巡じゆんもなく、それを自分の口の中に放り入れ──ぼりぼりと食べた。一度に全て。

　彼女の顔が歪ゆがむ。それは怒りのようにも見えたし、呆あきれのようにも、侮ぶ蔑べつのようにも見えた。

「ふん、なるほど。これは血じゃな。狂うのも当然。このようなものを飲めばとても人には耐えられまい。しかしなぜ一斉にこんなことが起こった？　皆に同時に飲ませたわけでもあるまいに──」

　彼女が独り言のように呟つぶやいた疑問に答えたのは、アリシアでもコルでもなかった。

「それは音ですよ。結晶の解放条件を特定の音に設定する。我々が開発した結晶法の奥おう義ぎです」

　その言葉は、上から。

　屋根裏に潜ひそんでいたアレックス・ジェヴォーダンが、天井の木板を動かして、視界を──そして射線を確保しながら、発したもの。

　彼の手には、小さな鉄の塊のようなものがあり。人差し指がかかっていた輪のような部分が引かれると、火薬が破裂する音を立てて、筒になった部分の先端から何かが飛び出した。

「……む？」

　レムの肩に、じわりと血が滲にじむ。どんどんと大きくなる、赤の花。

　それは紛れもなく、彼女の内側から溢あふれ出でてくる血であった。
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「団長！　どうかしたんですかっ」

「面白いものが見れる、とは……まあ……」

　先程の声を聞きつけたのだろう、ヒオとローズリリィもこの部屋にやってきた。

　事態は混迷している。多量の死体。それを為なしたと思おぼしきレム。しかし彼女は今は肩から血を流し、どこかフラフラと身体を揺らせている。天井からひらりと下りてきた、スーツ姿の男の手にある小さな鉄の塊を見やり、アリシアは目を細めた。

「へえ。そいつは──銃、かな？」

「おや、ご存じで。さすがは腐っても騎士団の団長ですね。一般人よりは最新の技術に触れる機会もある、というところですか」

「知ってるだけで信じられはしないね。装備開発が専門の、王都の第四騎士団──奏そう槌つい騎士団でもまだ実用化にゃこぎつけてないモノだろ。なんで一般市民がンなもんを持ってる？」

「これは彼らのような、誰にでも扱えるような武器を目指したものではないですから。我々は我々らしく。つまりこれは──ただ、火薬の力で結晶を撃ち出すことを目的としたものです」

　自信に満ちた彼の視線の先。何かを肩に撃ち込まれたであろうレムの姿。
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「く……なんじゃこれは……眠、い……」

「南方の巨大猿ですら眠らせる、リッピの実から抽出した睡眠薬を凝縮して結晶化させたものですよ。まだ起きているのが不思議なくらいです──ビッグマン」

「おお！　息を潜ひそめすぎて、身体が縮んでしまうかと思ったわい！」

　今度は超重の質量が天井から落下してきた。床が抜けなかったのが奇跡的だ。全身鎧よろいの巨漢はその太すぎる腕を伸ばし、レムの小さな手をがっしりと摑つかむ。

「ガハハ！　捕まえた！　作戦完了だ！」

「っ……人間、ごとき、がっ……！」

　空中に吊つり上あげられたレムは、しかし、そこで誰もが予想だにしなかった行動に出る。

　リーチ的に届かない手足を振り回すのではなく。ビッグマンと呼ばれた男を攻撃するのでもなく。ただ、もう片方の手を、捕らえられていたほうの腕に伸ばして──

　その肘ひじから先を、自ら、もぎ取った。

「なんとぉっ!?」

「く……」

　巨漢の拘束から脱し、床に降り立つレム。眉を寄せたアレックスがさすがに慌てた様子で結晶を銃に込め、引き金を引いて何かを飛ばすが──レムはふらつきながらも、そのときにはもう窓の外にガラスを割りながら身体ごと飛び出してしまっていた。

「なんてことだ……ビッグマン、追ってください！」

「不覚！　勿もち論ろん追うぞ！」

　ドスドスと巨漢も窓から飛び出していき、もはやそこは窓どころか壁ですらなく、ただの開放感のある大穴となった。

　アレックスは心の底から残念そうな様子で息を吐いていた。

「捕まえられるかどうかは──半々、といったところでしょうか。いやはや困りましたね。これだけ計画し、お膳ぜん立だてしたのに……まさか最後はあんな力業で逃げられるとは。あれだけの濃度の睡眠薬が効かなかったことといい、生物としての強さをまだ侮あなどっていたということでしょうか」

　アリシアは──その彼の呟つぶやきで、ピースが嵌はまるのを感じていた。

「最初から奴やつが狙ねらいだったのか？」

「ええ、勿もち論ろんそうです。実際に出会えるという確証はありませんでしたがね。我々が我々らしく経済活動を行い──たとえばレイリー・フォレストのように活躍していれば、それを感知して来る可能性はあると踏んでいました。そして実際来た。ならば捕らえるしかない。そういうことです。そのために薬結晶も撒まいていたんですけどね」

「音、とか言ってたか。なるほどな……あらかじめ飲ませておいて、下地を作っておく。時が来たら一気にその音を聞かせて結晶を溶かし、暴走させる──と。ああ、そう言えば、前に市庁舎が吹っ飛んだ爆弾結晶も同じ仕組みだったのか。鐘の音で結晶化が解除される条件になっていた」

「その通りです」

「ち、ちょーっと待ってください団長！　結晶のことはいいんですけど、そもそも──あの、レム？　って奴やつが狙ねらいだって言われても、あたしにはピンと来ないんですけど！」

「ええ。わたくしも、普通のお子様ではないだろうな、とは思っていたのですが……そうまでして狙ねらわれるような価値のある方だったのでしょうか……？」

「ほう、彼らには教えていないのですね？　まぁ気持ちはわかりますよ、みだりに言いふらせば何が起こるかわからない情報ですからね。では僕が代わりに教えてあげましょう。大きすぎる獲物を取り逃したかもしれないガッカリ気分をせめて共有したいじゃないですか？」

　彼は悪戯いたずら小僧のように、唇を曲げて続けた。




「彼女は──《ドラゴン》ですよ」




　部屋には沈黙が満ちた。ヒオは目をぱちくりさせ、ローズリリィはまあ、と口を開き、アリシアは何も言わずに肩を竦すくめる。

　首を傾かしげていたコルに、アレックスがにこりと笑いかけた。

「わけがわからない、という顔ですね、少年。君はドラゴンについて知っていますか？」

「確か……危険種、だ。この世界で最も危険な、人間を殺せる脅威を持った種族」

「そう。正しい。けれどその実際の生態や姿は謎なぞに包まれています。その本性を知っているものもほとんどいません──ドラゴンは人間に似た姿を取ることがある、ということもね」

　そこでアリシアはすっと目を細めていた。

「なるほど。お前が何を知っているのかはだいたいわかった。勿もち論ろん、私もあいつがドラゴンなのは森で会ったときから気付いていたさ。似たような雰囲気のヤツに昔会ったことがあったんでね。それで──あいつを捕らえてどうする気だったんだ？」

　アレックスは芝居がかった仕草で両手を広げた。

「当然──金ですよ！　ドラゴンは金になります！」

「実際に稼げているからそう言えるのかい？」

　アリシアの言葉に、彼はすっと目を細める。いつもの余裕の中、僅わずかに漏れた真剣さ。

「──やはり貴女あなたは鋭い。エルフだからなのか、長く生きているせいなのかは知りませんが……明確に、他人とは違いますね」

「どういうことです、団長？」

「さっきレムが言ったろ。血だ、ってな。んで、あいつがここにいるのは何か捜し物をしていたからで、まず間違いなくドラゴンに関係がある何かだろ。つまり──こいつらがばらまいてた結晶の中身は。ドラゴンの血だ」

「ご明察です。さすがは伝説の危険種ドラゴンの血、摂取するといかなる苦痛をも取り除く効能があった、というわけですよ。……代わりに濃度によっては簡単に発狂してしまいますが」

「いくら効能があるって言っても、そんなの飲むのは遠慮したいわね」

「そうでしょうか？　うちの医師の話だと、たとえそれを知っていても喜んで飲んだであろう人間がこの街にはごろごろしていると言っていましたよ。まあ知らせなかったわけですが」

「薬結晶はレムをここに誘おびき寄よせるためのエサでもあったんだな。やれやれだ」

「あの《顎あご》も──ドラゴンのものだったのか？」

　唐とう突とつにコルが口を開いた。ちらりと手にしたナイフに目を向ける。以前に使っていたものが砕くだけたときのことを思い出しているのだろう。アレックスはぱちんと指を鳴らした。

「へえ。坊やも惚ほうけているように見えて鋭いんですね」

「ち。つまりは、アレか。お前らは──どこかでドラゴンの死体を手に入れた。そしてそれを自分達の持つ高度な結晶法の技術と組み合わせて一いつ攫かく千せん金きんをもくろんだ……と」

「もくろんでいる、が正しいのでは？　仕入れ先である彼女には逃げられてしまったかもしれませんが、まだ我々には商品のストックが残っています。それに──」

　アレックスは挑戦的な目つきで微笑ほほえんだ。

「いついかなるときも、次善の策を講じておくのが商売人です。こんなときのために、彼女の型落ち品を手に入れる手配も済ませているんですよ。仕方ないのでとりあえずはそれで我慢することにしましょう」

　瞬間、はっと何かに思い至ったようにアリシアが瞳を揺らした。

「ヒオ！　ローズリリィ！　下へ行け！　こいつらの狙いはベルガランだ！」

「はっ……はい！」

「承知いたしました」

　彼女らは無駄な問いを発しない。素早く部屋を出ていく。

「コル、私達はこいつを捕らえるぞ。吐かせなきゃならんことが山ほどありそうだ」

「命令ならば聞く」

「そこだけは察しが悪いのか、それとも考えたくないからですかね？　僕がこうして吞のん気きに立って喋しやべっているのには、それなりの安全性の担保があるからですよ」

　刹せつ那な──窓があった場所に開いていた大穴の外から、何かが高速で飛来してきた。コルがそのナイフを動かせたのはまさに奇跡的だ。しかし飛んできたそれはナイフで受け止められた瞬間──

　小さく爆発した。

　コルの手からナイフが離れる。アレックスはにやにやと笑っている。その顔の横を掠かすめて二発目が飛んでくる。アリシアはコルの襟首を摑つかんで引きずり倒し、転がっていた寝台を立ててその後ろに身を屈かがめた。騎士剣の先端を素早く動かす。

「総体は矩く形けい。主紋はクゥイスの根幹、冠はダスティロンド。名は〝過重〟とあれ！」

　盾とした寝台の向こう側で衝撃が炸さく裂れつするのがわかった。二度、三度。軽々しい音だが、人体に直撃すればあまり愉快ではない被害を生む程度の威力は持っているだろう。

「さすがの腕前だ、歳としの功というやつですかね。彼女ほど『狙そ撃げき』という概念を把握している人間はいないでしょう──惜しむらくはその腕に値する道具が彼女の加齢についてこなかったことですが。とはいえ、狙ねらい通りに当たりさえすれば効果を発揮する僕達の結晶弾は、古くさい弓矢よりはよほどマシです」

「歳としの功とか加齢とか、私のようなレディが聞きたくない単語を出すんじゃないよ。こっちに来な、礼儀を教えてやる」

「遠慮しておきましょう。むしろ貴女あなたも、いつでもこちらに来ていただいて構いませんよ。しかるべき対価をお支払いいただけるなら、我々はいつでも良き商売相手です。ただし貴女あなた達に関しては──販売員に対する安全保障代など、様々な追加料金が発生することになると思いますのであしからず」

　それきりアレックスの気配は消えた。おそらく壁の穴から外へ飛び降りて逃げたのだろう。

　アリシアは呻うめく。

「なんというボッタクリ商会だ。必ず潰つぶしてやる」
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「あっはっは。こいつはすごい！　おーい騎士団、全員集合だー。面白いものが見れるぞー」

　アリシアとは長い付き合いなので──そう、自分が若い頃からの付き合いなので──その笑い声が、ただごとではない緊張感を秘めていることにベルガランは気付いた。

　ぱんぱんと手をはたいてから帽子を被かぶり直し、

「やれやれ。何が面白いものなのかねえ……？」

　三階へと続く階段を上り始めたときだった。

「あれ？　ベルガランだ」

「キャニィ？　こんなところで何してんだ？」

　呼び声に振り向くと、少し前に別れたばかりの恋人の姿があった。

　いつもの姿、いつもの気配。ほんわかと笑いながら、彼女は腹をさする。

「あはは、やっぱりちょっと食べ過ぎちゃったみたいでさー。胃腸薬もらいに来たんだけど、なんか人が誰もいなくて」

「そりゃそうだろ。説明すんのも難しいが、ここはちっと危ねぇぞ。外に出といたほうがいい」

「えー？　でもベルガランって強いんでしょ？　守ってくれるんなら平気じゃーん」

　キャニィが悪戯いたずらっぽくベルガランの胸に飛び込んできた。それも、いつものように。

　だから──ほんの少しだけ、ベルガランは、気付くのが遅れたのだ。

　いくらなんでも、彼女がここにいるのは不自然すぎる、と。

　ベルガランの首に手を回した彼女は、その耳元で淫いん蕩とうに囁ささやいた。

「知ってるよ──ベルガランにはドラゴンの血が流れてる。だからちょっとだけ肌に鱗うろこがあるし、力も強いんだよね？」

「──っ！」

　首筋に、注射器の針の感触。何かの液体が無造作に送り込まれる感覚。

　視界が急激に暗くなっていく。全身から力が抜けていく。

「キャ、ニィ……」

「前に言ったことあったっけ？　言ったかもしれないけど、多分それは別の下ネタ系の意味だったと思うから改めて言うね。ふふふ？　ベルガランって……とっても美味おいしそうだな、ってずっと前から思ってたの」

　耳朶じだの上を、ぬめり、と彼女の舌が這はう感覚を最後に──

　ベルガランの意識は、完全に、暗闇の中に溶け込んだ。













　　　第三話







　ベルガランの足取りはそれ以降完全に途絶えた。

　街をひとしきり探したあと、アリシア達はひとまず騎士団の詰め所に戻る。外の酒場で栄養補給したいところではあったが、いかんせん街が結晶服薬者による同時多発的な騒ぎで滅め茶ちや苦く茶ちやになっている現状だ。当人達はほとんどが狂死しているはずではあったが、その余波はこの暴力と退廃が支配する街を気ままにのたくっているところだろう。その中に騎士団がいて落ち着けるとはとても思えなかった。

　ヒオが酒の代わりに淹いれた茶を啜すすってから、アリシアはあっさりと言った。

「うーむ、これはあれだな。やっぱり攫さらわれたと考えるのが自然だな。はっはっは」

「笑いごとではない気がいたしますが……」

「冷静に考えるとそうだけど、いい、ローズリリィ？　あのカッコつけで女の敵のベルガランが一人だけ攫さらわれたのよ？　少なくとも半分くらいは笑える要素の出来事じゃない？」

「殺されたっていう可能性は？」

　真顔でコルが言った。口をへの字にしてヒオが彼を見やる。

「笑えない要素の残り半分をいきなりぶっ込んできたわね」

「確かにそれも可能性としてはなくはない。だが──少なくとも今はまだ、大丈夫だろう」

　アリシアは自分の組んだ手の上に顎あごを乗せ、続ける。

「根拠は、ベルガランが生きているということにも奴やつらは価値を……商品価値を見み出いだしているだろうってことだ。まだ使えるものをすぐに壊すような勿もつ体たいないことはしない」

「ベルガランは──」

　珍しいことに、コルが言い淀よどむように言葉を止めた。ただ適切な言葉が思いつかなかっただけかもしれなかったが。ともあれ聞きたいことはわかる。

「ああ、コルも孤児院の一件のときに力の片へん鱗りんを見ただろう。あいつは──」

　ふ、と吐息を挟んで続けた。

「ドラゴンと人間の子だ」

「……」

「だから、ドラゴンを求めているジェヴォーダンの奴やつらがベルガランを狙ねらうのはわからんでもない。その情報がなんで奴やつらにバレていたかは──」

「女じゃないですか？　あいつはその唯一無二の出自のわりに女と寝まくるから」

「そんなところかなぁ。普通の人間は危険種とかおとぎ話の存在だと思ってるはずだから、その血が流れているとか言われても冗談としか思えないはずだがね」

「よくわからないけど、わかった」

「何がわかったんだい？」

「僕の中では、ベルガランはベルガランでしかないってことが。で──どうするんだ？」

　アリシアは軽く目を閉じて、

「当たり前のことをするしかないな。やるべきことを、やるんだ」

　ヒオが聞いた。

「いつ？」

「迅速に」

　ローズリリィが聞いた。

「手段は？」

「制限なく」

　二人が声を合わせて聞いた。

「程度は？」

「雑草一つ残さぬほど、だ」

　アリシアはゆっくりと椅子から立ち上がる。

「そう……何も残すな。街の秩序も平和も巻き添えにして構わない。要らないモノを全て消し去れば、自おのずと私達が探しているものは姿を現すだろう。だから」

　具体的に何をすればいいのだろう、とでも言いたげにコルは小首を傾かしげている。

　アリシアは率直に、これから騎士団がすべきことを彼に教えた。




「完全に、完璧に、完かん膚ぷなきまでに──ジェヴォーダン一家を、潰つぶせ」




　それは紛れもない彼女の本気の言葉である。この場にいる誰もが理解している。

　真面目な話をしていたときも、軽口を叩たたいていたときも、変わりなく。

　ここまで彼女はずっと、悪魔のような笑みを浮かべ続けていたからだった。

　それが最も怖ろしい状態であることを、騎士団の面々は既に知っていた。
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　手分けして動く必要があった。

　だが人間を殺せない、しかも常識もあまりないコルは一人で動くわけにはいかず、相手を殺せないことが組み合わせとして良好になる──死んだ相手には拷問できない──ヒオと一緒に行動することになった。

　だが今、ヒオはコルの横にはいない。

　それは別にいきなり喧けん嘩かをしたというわけではなく、純然たる場所的な問題のせいだった。

「ふざけるな。学習しない人間ほど愚かなものはいない。せめて幼女を呼べと言っただろう。なぜまた貴様なのだ」

「ヒオは男子便所になんか入りたくないと言ったから仕方がない」

「拷問騎士か。それでも駄目だ。五年若返って出直してこいと言え」

「言っても来ないと思う」

　ズレた会話をしながら、コルは男子便所の中、用を足していたタングステンの首筋に後ろからナイフを突きつけていた。

　何度文句を言ってもコルがズボンのチャックを優しく上げ下げしてくれる幼女に変わらないことをようやく受け入れたか、タングステンは舌打ちをして、

「それで。用は何だ。今日は街の人間がそこかしこで個人的な祭りを繰り広げたくなる陽気だったらしくてな。いろいろ処理せねばならん仕事が山積みになっている。つまり暇ひまではないというわけだ、わかるか？」

「ニルイーストのどこに、ジェヴォーダン一家の息がかかった店があるか。場所を知りたい。全てだ。市長として知っている情報を全て出せ──と言えとアリシアに命令されて来た」

「俺がわざわざ足を運んでやった薬の件の報告もなしにか。いい身分だな」

「その件に関しての報告もできる。詳しくはあとでヒオが話す」

　タングステンは少し間を作って、

「……ならばますます、なぜここで貴様にこうされているのか理解できん。普通に表から二人で市長室に来ればいいではないか。わざわざ便所で俺に接触してくる意味は何だ？」

「なんとなく」
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「それにしても……いささか、意外でした」

「何がだい？」

　リットンカーソー商会の、いくつかある大店舗の中の一室。

　アリシアは当代の商会長であるレイチェル・リットンカーソーと、机を挟んで向かい合っていた。もてなしのお茶は一級品。すぐ後ろにいて、お嬢に何かあれば即座に首を刎はねてやろうと剣の柄に手をかけているノルンケイヴの殺気も一級品。

「まさかアリシアさんがじきじきにおいでになるとは、ということです。こういう……何と言いますか、地味な根回しは面倒臭がるものかと」

「おやおや。上の人間ほど──私は人間じゃないが──面倒臭い仕事を押しつけられるものさ。それはあんたもそろそろわかってきた頃合いじゃないのかい？」

　レイチェルはくすりと笑って、少しだけ寂しそうにカップを傾けた。

「……ですね」

「まあ実際、私だってやりたくはないがね。『私の分担は面倒臭い細々とした仕事全般になりそうだが、代わってくれるかい？』なんて騎士団の連中に聞いたら、あいつら揃そろって目を逸そらしやがる。他にいなければ仕方ないだろ」

　くい、とカップの茶を飲み干すアリシア。

　それから机に頰ほお杖づえをつき、レイチェルに目を向ける。

「で──返答は？」

　レイチェルは目を細め、独り言のように、

「我々、交易商の情報網で街道を監視する。ベルガランさんが少なくとも他の街へ運ばれないようにする──と、いうことですね」

　カップを置いて、小さく首肯する。

「……わかりました。リットンカーソーはそのように動きましょう。末端や取引先にも要請を出します。そちらにはベルガランさんとは言わずに、不当に身柄を移動させられているものを見逃すな、という指示で」

「こちらの面めん子つも考えてくれてるってわけか。ありがたいねぇ。だがいたれりつくせりすぎやしないかい？」

「騎士団には前の事件での借りがあると思っていますから。貴女あなた達に借りを作ったまま放置しておくなんて、そんな怖ろしいことできるわけがありません」

「借りだぁ？　お嬢を攫さらったりしたことでチャラだろうがむしろ貸しだろうが殺す──みたいな殺気が首の後ろからビンビン届いてるんだけど」

「それはおそらく気のせいでしょう」

　平然とレイチェルが言い、しかし直後にくすりと笑った。

「まあ、その貸し借りの話以外にも──なんだか面白そうだと思ってしまったものですから。アリシアさんが、自分ではない誰かのために私達に何かを頼む、などというのはなかなかないことでしょうし……ベルガランさんには優しいのですね？」

「何を言う、私はどの部下に対しても優しいぞ。まさに理想の上司だ。部下が何かヘマをしたら自分に無理のない程度に助けてやり、助けたあとは指を差して笑い、不幸にも死んじまったら墓を建てて酒を吞のむ口実にする。ま、とはいえ、あいつはウチの中でも一番の古参だしな……あれだけ仕込んだ団員をみすみす失うのは勿もつ体たいない、とは思ってるさ」

「一番の古参の方……だったのですか。初耳です。そもそも、あの方がどのように騎士団に入ったのかお聞きしても？」

　アリシアは唇を曲げた。何かを懐なつかしむように。苦笑いするように。

「──ちょっとしたツテでね。面倒を見てくれって頼まれたんだよ」

　レイチェルが首を傾かしげたとき、今まで黙っていたノルンケイヴが、

「そろそろ次の予定の時間です。こんな不利益だらけの会合は切り上げましょう」

「まあ、もうそんな時間ですか。仕方ないですね。でも──一つ間違いがありますよ」

　椅子から立ち上がりつつ、レイチェルがノルンケイヴの言葉を訂正した。

「費用対効果を考えればこれは不利益などではありません。騎士団を手伝うことでジェヴォーダン一家が潰つぶせるというのなら、安いものです。それに」

　そしてアリシアの横を通り過ぎざま、その耳元で続ける。

「もし貴女あなた達が返り討ちに遭ったりした場合でも、少なからずジェヴォーダン一家は弱体化しているでしょう。そのときは私達が総力を挙げて奴やつらを潰つぶしますのでご安心を」

　レイチェルが部屋を出ていく。

　座ったまま、ドアが閉まる音を背中で聞いたアリシアは、にやりと笑って一人呟つぶやく。

「なかなかどうして、サマになってきたじゃあないか。交易女王とか呼ばれる日もそう遠くはないかもしれないなあ？」
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　マダム・イラの経営する娼しよう館かんの一つ、《陽気な風見鶏メリーコツク亭》。

　その最上級プレイルームの一室から、蕩とろけたような顔で男がフラフラと出てくる。夢うつつの足取り。マダム・イラはカウンターから、その男が階段を踏み外してエントランスに転がり落ち、しかしなおもでへへとヨダレを垂らして何かを思い出している様子を見た。

　次には男ではなく女が入った。この店で働いているベテランのジャスミンだ。彼女は部屋から出てきたときには顔を火ほ照てらせ息を荒らげ、誰でもいいから早く客を取らせてほしいできるだけパワフルでロングなやつ、とイラに注文をつけてきた。

「やれやれ……」

　仕事の手が空いた隙すきを見計らって、イラはその部屋のドアをノックした。

「はい」

「あたしだよ」

「どうぞ」

　彼女に今日だけ一時的に貸し与えているプレイルームは、しかし、彼女という存在がそこにいるだけでまるで違った部屋になっているかのようだった。

　完璧な体たい軀く、完璧な美び貌ぼう。ベッドの上でシーツだけを纏まとって微笑ほほえむ半裸の彼女は、美と性愛の彫刻に等しい。マダム・イラ自身もその美しさにどきりとしてしまったことは否いなめなかった。しかしこの館の主として、言うべきことは言わねばならない。

「あんたの頼みだから聞いてやってるけどねえ……何かあとで悪影響が出ないか心配でたまらないよ、あたしは」

「悪影響……ですか？　こちらからのお願いでやっていることなので、お代金などはいただいていませんが……」

「それだよ。さっきの男、あんな惚ほうけたツラしちまって……普段のうちの女の子じゃ満足できなくなるとか、まあそれはあたしの鍛え方でどうにかしろって言われればそれまでだけど、他にも外で『あの店にはあんな超絶技巧の女がいた』なんて噂うわさを立てられると──」

「ええ、ご心配はもっともです、マダム。ですから、私は引退した身ですし、お話を聞く代わりに、というだけのことでしたので──挿入はしておりませんよ？」

「そういう問題じゃないんだけどねぇ。……ジャスミンは？」

「彼女にも純然たるお礼をお支払いしただけです。なかなか向上心の強いお方でした」

　ローズリリィは言いながらベッドから足を下ろし、身に巻きつけていたシーツを解いた。またイラはどきりとするが、彼女は構わず水に濡ぬらした布で自分の身体を拭ふいていく。

「快楽の中にあった出来事なのですから、それは同じ快楽の中で思い出していただいたほうが正確なお話を聞けるというもの。ご協力に感謝いたしますよ、マダム」

「そりゃあ……あたし達だって他人ひと事ごとじゃあない。ぽっと出のくせにうちの客を取りまくってるモグリの娼しよう館かんなんざ、はっきり敵だ。だからそこに行ったことのある男客、んでそんな男客から仕事中に話を聞いたうちの子を紹介したんだ」

　一つ溜ため息いきを挟んでから、

「──で。聞き取り調査の結果は？」

「異常です」

　彼女にしては珍しい、どこか冷たい声音ですらある断言だった。

「ジェヴォーダンの店にいる娼しよう婦ふ達は、皆が皆、凄すさまじい感度と技術を持っていた。勿もち論ろん顔は違うが、体つきや奉仕の技術は、誰もが同等の超一級品だった──と」

「誰もが？」

「誰もが、です」

「……店で一番苦労するのは、女の子の質を揃そろえることだ。しかし……全員が全員、まったく同じような技術を持っているように仕上げるなんて並大抵のことじゃないよ。何かウラがありそうだねぇ」

「あるでしょう。ですから、見過ごすわけにはいかないのです」

　身体を拭ふき終えたローズリリィは、そのまま服を着始めた。その動作の一つ一つまでもが、人の目を惹ひきつけるような自然な美しさを備えている。おそらくそれも訓練で身に着けたものだろう。

「先程の殿方は、好感が持てるお客様でした。二、三度彼らの店に行き、ハマりかけたが──結局のところ、こちらのお店に戻ったと。他の仲間達はまだあちらに入り浸っているが、自分はそばかすがあっても手つきがぎこちなくても、こちらのほうがいいと」

「複雑だが、ま、悪い気はしないさね。次来たらサービスしてあげようじゃないか。つまり向こうにも何か欠点があったってことだね？」

「ええ、完璧すぎるのだと。どの娼しよう婦ふも、まるで工場で作られた人形のような、均一の最高さしか持っていないのが気になった、と仰おつしやっていました」

「……」

「他にも興味深いお話をいろいろと聞くことができましたよ。店の中にはひどく甘い匂いがいつも漂っていて、それだけで硬くなったと。おそらく特別な香でしょう」

「うちでも香草の匂い蠟ろう燭そくは使ってるけど、そんなレベルじゃないんだろう……最近街で流行の結晶香ってやつかね。火を使わないから安全で、しかもずっと長持ちするって話だ」

「ジェヴォーダン一家の経営であることを考えれば、おそらくそうでしょう」

　ローズリリィが一つのショーのような着衣を終えた。いつのまにか見入ってしまっていたイラは、咳せき払ばらいを一つして、

「この部屋はもういいのかい？　これからどうする気なのかね」

「もちろん、あちらのお店にお伺いします」

「！　直接乗り込むって？　それで、いったい何を──」

　にこり、とローズリリィがマダムに笑いかけた。マダム・イラはその笑みにぞっとして、言葉を止めるしかなかった。それは笑みだ。彼女の、いつもの微笑ほほえみだ。けれどその奥に。付き合いの長いイラだからこそわかる──

　静かな怒りが、煮えたぎっているように思えたのだ。

「矜きよう恃じも努力も決意もなく。ただ他者の手によって作られた娼しよう婦ふなど──人工の膣ちつと同じだとは思いませんか？」
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　ベルガランナイザー・グライドウォークは手足を鎖に繫つながれ、薄暗い場所に閉じ込められていた。どれだけ力を込めても抜けたり破壊したりできないことから、何かしら特別製の鎖なのだろう。足の鎖は床に、手の鎖は壁に繫つながっている。壁かべ際ぎわに座らされた状態で、その鎖で手首を持ち上げられ、上半身だけが壁に貼りついているような形。

　壁は自然のものと思おぼしき岩壁で、地下室じみた気配がしていた。部屋の造り自体も殺風景。ドアが一つあるだけの小さな部屋だ。つまりは過不足ない監禁部屋、牢ろう獄ごくである。

　壁には火結晶のランプが据えつけられていたが、それに火が灯ともされるのは、基本的にキャニィが食事を持ってくるときだけだった。

「はい、ベルガラン。あーん」

「あーん……んー、美味うまい。キャニィの身体も美味おいしいんだろうなあ。どうだい、このあとで一戦？　腹が膨ふくれたら運動したくなる──わかるだろう？」

「うんうん、わかるわかる！　えへへ、実はね……もともとその予定だったの！」

　僅わずかな希望を抱いたが、勿もち論ろん、ベルガランの鎖が外されることはなかった。そのままキャニィが上に乗ってきただけだった。胸板に這はわされる手。背中に爪が立てられる。規則性なく、肉体のところどころに生えている、小さな硬質の鱗うろこ。固まって掌てのひらほどの面積を作っている部分もあれば、細かく散っている部分もある。それをかさぶたのような醜い皮膚病と見る女もいるかもしれないし、人外の力の顕あらわれと見る女もいるかもしれない。それを指先でつつき、耳元で吐息を漏らす女がどちらかは歴然だ。
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「はぁ……鱗うろこ。この鱗うろこ、カッコいいわ……醜悪騎士、だなんてとんだネーミングセンスよ」

「俺に惚ほれてる女以外は、基本的にみんな眉を顰ひそめて逃げていくぜ」

「でもこんなふうにガッツリ肌を見せたら惚ほれさせる自信があるでしょう？」

「その通り、だ、よッ……」

　戦いが佳境に入り、キャニィがさらに強くベルガランの身に爪を立ててくる。首筋に唇を這はわせる。そして、さらに──

「あっ、ああっ……私、ずっと、思ってたの。ベルガランは、とっても、強くて、格好良くて。だから、だからね──」

　ベルガランの首筋に。かぷりと、嚙かみついた。

「本当に、食べちゃいたいなって！」

「っ──！」

　痛みと快楽の中、二人の身体が同時に震えた。

「ふふ……」

　肩の肉の歯形と、彼女の口元がつうっと涎よだれで繫つながっていた。彼女が腰を浮かせると、そちらでも粘性の何かが重力に引かれて落ちる。そこで彼女は何かを思い出したようにポケットから瓶を取り出して──それを、瓶の中に、掬すくい入れた。

「おい……？」

「いやー、手とかお口とかでもよかったんだけどね。今のはサービスよ、元恋人役としてのね。ドラゴンハーフの精液はやっぱり貴重なんだって！　こんだけ採取できれば充分でしょ」

「役、か。やっぱり……最初からお前さんはジェヴォーダン一家の人間で、俺に近付いたのも計画通りだったってわけか？」

「そりゃそうよ。いっぱい美味おいしいごはん奢おごってくれてありがとね！　あと改めて思ったけど、やっぱ最高に身体の相性もいいわー。やっぱ食べちゃいたいわー」

「……」

　ベルガランは嘆息した。

　そこで部屋のドアが開き、二人の人間が入ってきた。一人は車輪のついた台をもたもたと押す眼鏡の女。床のちょっとした段差でがこんとその上に置かれたものを跳ね上げ、ひえええ、と悲鳴を上げてそれを拾い集めていた。それは、鋏はさみや、ナイフや、鉄串。つまりはヒオの道具袋の中に入っていそうなものばかりだった。

　もう一人はアレックス・ジェヴォーダン。殺風景な部屋の中をちらりと見やり、

「ハイタニア。椅子を持ってくるか椅子になるか選びなさい」

「も、持ってきまーす！　あれっ、開かない、壊れてる？　壊れてます？　扉まであたしのトロさを笑ってる感じです！　ぐぬー！　……あっ、引くんじゃなくて押すんでした！」

　などとどたばたやってから彼女が部屋の外から持ってきた椅子に、アレックスは悠然と座った。こちらを面白そうに眺めてくる。

「悪いが、俺は見世物じゃないぜ。そっちの喜劇を続けたほうが客が取れるだろうよ」

「ああ、勿もち論ろん。見世物なんかじゃないですよ。君は貴重な研究材料です」

「ハイタニア、持ってきてくれたの？　ありがとー。そこ置いといて」

　台の上に並べられた道具にキャニィが近寄り、どれからにしよっかなー、などと手にとって具合を確かめたりしている。

　ベルガランはもう一度、嘆息した。

「今度は何が欲しいんだ？　俺の血か？　小便か？　涎よだれくらいならいつでもお前さんの顔にひっかけてやれるんだがね」

「何が僕達にとって必要なものになるか、を知るのもまた研究ですよ。生きているドラゴンが手元にいるというのは初めてのことですから、まだまだ手探り状態で」

　アレックスは椅子の上で身を乗り出すようにして、ベルガランに顔を近付けた。

「知りたいことはたくさんあるんです。君が話すことは何でも聞いてみたい、というのが本音ですよ。何か特別な生態はありませんか？　止められない癖などは？　今からキャニィがさらに君の身体の調査を始めます。そのとき何か喋しやべりたいことがあったら遠慮なくどうぞ」

　ベルガランは不敵に笑い、彼の顔を見やる。

「実は俺は──女だけじゃなくて男も大好物だっていうのはどうだい？　特にお前さんみたいな綺き麗れいな顔をした若い男だ。ズボンを脱いでこっちに来てくれれば、凄すさまじく高く売れる何かがピュルッと出ちまうかもしんねぇぞ？」

　アレックスはいつもの営業スマイルで受け流した。

「一脱ぎで金貨何枚分ぐらいの利益が出ますかね？　それによります」
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　街には未いまだ、きらきらと輝く結晶の薬が流通している。

　それは効果のわりに安価で、あるいは無料で、街の人々を救っていた。

　死病に冒された者。医者に見放された貧者。健康さえあればいいという富豪。その薬から得られる活力がどうしても必要な労働者。

「ああ、ありがとうございます、ありがとうございます！」

「これで娘が助かります……！」

「命には替えられん、もっと、もっとだ！　もっとくれ！」

「へへ、これがなくちゃ商売あがったりになっちまったよ。さあ、もう一踏ん張りだ！」

　先日起こった、男達が突とつ如じよ暴れ回った挙げ句に死んだ事件に関連し、『飲み続けると狂い死にする』というような噂うわさ話ばなしも微かすかに人の口に上ったものの、商売あがったりになった別の薬屋の流した流言飛語であろう、とそれを信じる者は皆無であった。薬を飲んでいた夫（あるいは妻、恋人、親、子）が突然暴れ始めて襲ってきた、みんな気をつけろ──と忠告できるような体験をした人間は、ほとんどがそれを人生最後の体験としていたからである。

　神薬の担にない手て。『全てはあの先生がいてくれたおかげだ』と患者達に聖者のごとき祈りを捧ささげられる医師の名は──ジェヴォーダン一家のガスグレイン・コンラ。

　彼が手がけていた診療所の一つが不ふ埒らち者達の手によって襲撃され患者達が殺害された、と知った街人達は、揃そろってお悔やみの言葉を彼にかけた。そして、そんな悲劇にもかかわらずなおも献身的に街を巡る存在として、改めてこの悪徳の街に在る彼の高潔さを囁ささやき合うのだった。




　結晶薬だけではない。

　美しい結晶装飾を売る店は繁はん盛じようしている。若い女や妙齢の女や未亡人や老婆がいつも自分の身を恋敵よりも鮮やかに彩いろどろうとしている。

　便利な結晶道具を売る店も繁はん盛じようしている。今まで見たこともない斬ざん新しんな用途の道具を、誰もが手を伸ばして奪い合った。

　結晶に彩いろどられた女を売る店も繁はん盛じようしている。夢見心地の空間は、男のことごとくを吸い込み、捕らえ、離さない。そこにいる完全無欠の娼しよう婦ふ達の肉体と同様に。

　それらの店の看板に描かれている、共通の社章は──ジェヴォーダン一家。

　どこよりも新しく、勢いのある、結晶総合業者。

　ニルイースト市民からの人気は限りなく。ニルイースト市民を食い物にする輩やからからの──つまりは富んだ者と見れば強奪することしか知らぬ日陰者達からの人気も限りない。しかしその店を狙ねらった強盗や襲撃などが成功した試しはなかった。一流の商売人組織らしく、ジェヴォーダンはリットンカーソーにも負けぬ武力も持っているのだと市民達は知る。

　だから日陰者達も、あの新興商会を今叩たたいて潰つぶすよりはいったん泳がせようという流れになっていた。太らせたところでまた食えばいい。そもそも質のいい結晶を売っているのだ。自分達にとっても便利な店ではあるのは確かであるし……。

　そんなふうに、ジェヴォーダン一家はこの蛮ばん都とに根を張ろうとしつつあった。あって当たり前のものとなりつつあった。

　あえて新興の彼らに手を出そうとするものも、いなくなりつつ、あった。




　──彼女らを除いては。
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　自分達が管理する診療所の一つ。

　その中にある診察室で、ガスグレイン・コンラ医師は机に向かっていた。

　この診療所は先日襲撃騒ぎにあったものとは違い、ひどくこぢんまりとした建物だ。部屋と呼べるものは二つだけで、診察室と、その隣にある急患を寝かせる部屋しかない。寝台はそこに四つあるだけで、ここは主に患者を診ること自体が目的の場所であった。

「……？」

　ひっきりなしに訪れていた患者の流れが、ふと、止まった。

　診察室の外が静かになった気がする。特に診察時間を決めているわけでもないのに、今日はここに先生がいるらしいぞ、という噂うわさを聞きつけて患者達が集まってくるのが常だった。今日もその例に漏れず、ずっと忙しくしていたのだが──

　いや。それはたまたまのことだったらしい。ほどなくして、小さな足音が近付いてきて、診察室のドアをノックした。

「どうぞ」

「……どうも」

「今日はいかがなさいましたか？」

　ガスグレインはいつものように、にこりと笑って。

　黒い制服らしきものを着込み、腰に数多あまたの拷問道具の入った袋を提げている少女を見やった。

　彼女は顔を非対称に歪ゆがめて、診察室の椅子に悠然と座る。

「そうね……病気なのよ、あたし」

「ほう。どんな病気でしょうか。できるだけ症状を詳しく教えてください」

　挑戦的に目を細めて、患者は言った。

「痛みが欲しくなるの」

「自傷行為ということでしょうか」

「いいえ、他人の痛みよ。多分、子供のころからずっとかかってきたから、治らないんだわ」

「人を傷つけることが我慢できない？」

「我慢はできるわ。というか今はね、それが一般的にはおかしいことで、してはいけないことで、気持ち悪いことだっていうのはわかってるのよ。でも実際にやったときは──別に気持ち悪くない。気持ちよくもない。ただ何も感じない。本当に何も」

「なのにやりたくなってしまう、というのはどんな心の動きが理由なのでしょうか」

　ガスグレインは落ち着き払っていた。本当に、ただの患者に対する問診のように。

　少女の着ているそれがどこの団体の制服なのか知っていることも、彼女が腰の道具袋から金かな槌づちを取り出して弄もてあそび始めたことも、関係はない。医師が患者に向けるべき態度は変わらない。

「何も感じないのにどうしてそれが欲しいかって？　そうね……それがないと落ち着かないからで、あたしにとって必要なものだからでしょうね。空気を吸うようなものよ。それに気持ちよさを感じる人はいないでしょう」

　だから、と彼女は結論づけた。

「あたしは空気を吸うように人に痛みを与えるものなんだわ。ずっと昔から、根本的に、そういう病気ものなのよ」

　ガスグレインはカルテの上で動かしていたペンを止めた。インクはつけていなかった。

「それはいけない。痛みは在るべきではないのです。消し去らないといけません。完全に。完かん膚ぷなきまでに」

　へえ、と少女はまたにやりと笑った。

「だから、都合次第で毒になるような薬を飲ませて殺すのもアリなわけ？　死んじゃったら痛みは感じられないものね」

　彼女は皮肉で言ったのかもしれなかったが。

「もちろんアリです」

　ガスグレインは力強く首肯した。そして──微笑ほほえむ。

　それは医師ではなく、ガスグレイン・コンラ個人としての、ただの嗜し好こうからの笑みだった。

「私は、患者の痛みが消える瞬間を見るのが何よりも好きなのです。効果の高い薬を飲んで、ほっと安あん堵どの息を吐く一瞬。傷口を縫い合わせて麻酔が効き始め、一時の眠りに落ち始める一瞬。そして──けっして逃れられないと思っていた痛みから、心臓の鼓動が止まることで解放される一瞬！　ああ、その瞬間を見たときこそが！　医者冥みよう利りに尽きるというものです！」

「本音が出始めたわね、センセ。それでこそ信頼してあたしの患部を見せられるってものだわ」

　彼女が弄もてあそんでいた金かな槌づちの動きを止めた。仕舞ったのではない。しっかりと握って、それどころかもう片方の手に新たに錐きりを握り込む。

　そして思い出したように、

「訂正しておくわ。空気を吸うのも、本当に、ごくごく稀まれには、気持ちいいかもって思うときもあるわよね。長距離走を走り終えたあとの深呼吸とか──変態の医者に対してそれをするときとか！」

　彼女が腰を浮かせた瞬間、ガスグレインも動いた。

「ここには寝台は四つしかありませんが……皆さん、私の薬結晶がどうしても欲しいようでしてね。とはいえ診察の邪魔になっていただきたくはないので。ええ、だから言ったのですよ。屋根裏でも構わないか、とね」

「──！」

　ガスグレインは椅子ごと後退しつつ、懐ふところから取り出した短笛を素早く口に咥くわえた。吹く。事前の調整により、この独特の音波は、体内にある薬結晶のみを解放する。

　瞬間、天井をミシミシと突き破って、何人かの患者達が落下してきた。痛みを失いつつある理想の患者達。

「ああ、ああああっ！　欲しい、薬、おくすりぃぃぃっ！」

「熱い、お腹なか、熱い、ひひひひひ、元気！」

「その彼女を殺せば次のお薬が出ますよ。どうぞ頑張ってください」

　少女に摑つかみかかる患者達。彼女は金かな槌づちで伸ばされた彼らの手を砕くだき、一人の目を抉えぐった。しかし──

「っ!?」

「ああ、ははは。薬……痛くない、最高ですよ、先生──」

「そうでしょう、そうでしょう。もっと頑張れば、永遠に痛みがなくなりますよ」

　末期結晶患者は痛みをほとんど覚えない。どんな傷を与えようが無意味だ。あんな小さな拷問具を振るっても無意味だ。物量と圧力で押し切れる。

「ちっ──」

　たまらず少女は診察室から後退した。男達は信頼し敬愛する医師の指示を良く守り、血液や涎よだれやその他の体液をぼたぼた零こぼしながらそれを追った。既に出入り口は封鎖している──彼女はどうやら隣の簡易病室に逃げ込んだようだった。追い詰められた、と言ってもいいと思うが。

　ガスグレインは悠然と立ち上がり、自分もそちらに向かうことにした。

　命を狙ねらってきている相手ではあろうが、医者は患者を差別しないものだ。

　彼女からも痛みを消してあげねばならない。痛みを与えずにはいられないという痛みを。

　言うまでもなく、永遠に。
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　店の奥は、それなりの広さを持った倉庫のような工房となっていた。様々な物品や機材、道具が一見無秩序に並んでいる。その場所の主には、これが完璧な作業効率を求めて計算された配置だと断言できるが。

　そこは神聖不可侵なる作業場である。上層部に要求を出し、そして製造された結晶を実際の道具に組み込むには、技術に時間、センス、そして何よりも集中力を必要とする。だから普段、ビッグマンはそこに誰の立ち入りも許していなかった。店のスタッフですらだ。ただし──ジェヴォーダン一家の名の下に特別な資材を持ってきた者は許さざるをえない。そうでなくては成り立たない。頭が痛いことに。

「ひええええ!?」

　どんがらがっしゃーん、と彼女がここに来たときにはいつも鳴り響く音がまた聞こえ。ビッグマンは全身鎧よろいの中で眉をピクピクさせながら振り返った。怒鳴る。

「こらトロンボ！　お前はいつになったら慣れるんだ、このグズ！　慎重に歩けと言っただろう、ここにあるのは一個一個が俺の至宝、俺の傑作達なのだぞ！」

「す、すみません、ほんとうすみませんすみません、み、磨きますから許してください、ああ、舐なめたほうがいいですか、いいですよね!?」

「お前の洗濯不足な服の裾すそも涎よだれもいらん！　とにかく全部元の場所に戻しておけ、それ以上何も動かすな！　それから空気にも触れないように出ていけ！」

「無理ですよぅー……と、とにかく、言いつけのモノはちゃんと持ってきましたからー！」

　どたどたと幹部達の丁稚でつちであるハイタニアが倉庫を出ていく。その間ま際ぎわにまた何かを蹴飛ばすような音がしたがもう溜ため息いき一つで気にしないことにしておく。仕事が忙しいのだ。

　全身鎧よろいを着込んだまま、大きな板金に対して幾度もハンマーを振るっていると、それからほどなくしてまた背後に人の気配が生まれた。一瞬、あのとろい丁稚でつちが忘れ物をしたのかとも思ったが、違うと断言できる。そこらの机のものを何も引っかけて落としていないからだ。

　だからビッグマンは先手を打ち、素早く振り返ると同時に一喝した。

「ここは立ち入り禁止だッ！　外に書いてあったのが見えなかったのか!?　それとも読めなかったか!?」

「書いてあったのは見たし読んだ。でも……」

　ビッグマンの視線の先には、ひどく小さな影。ビッグマンが手にしている、普通の人間の身の丈ほどもある巨大ハンマーよりもなお小さな影。

「入らないと、僕はアリシアの命令を果たせない」

　その手にはこちらも小さなナイフ。笑えるほどに虚弱な武器であった。

　だから実際に笑い、ビッグマンは作業の手を止めて彼に向き直る。

「ガッハッハ！　謝罪もせずいい度胸だ！　命令とは何か聞いてやろう……俺を殺すことか!?」

「いいや。今の僕には殺せない」

　予想外の答えではあった。身の程を弁わきまえているのだろうか？　違う気がする。

「では何だ？」

「あんたを行動不能にする。殺さないが動けないようにする。それからベルガランを探す。見つからなければ生きているあんたを引っ張って詰め所に連れ帰る。あとはヒオに任せる」

　生真面目に彼はこれからの予定を喋しやべった。できもしない予定を。笑える。

「そういうふうに、店を潰つぶしながらベルガランを探して、見つからなければせめて情報を集めろってのがアリシアの命令だ」

「小僧、残念だったな。お前はその命令を果たせんぞ。俺は不死身のビッグマン！　他の幹部ならともかく、俺のところに来てしまったのがお前の最大の不運だ。俺も残念だ。そんな小さな刃では、何千回喰くらおうと俺が行動不能になることはない！　一方、俺のほうはこのハンマーでもなんでもいい、一撃入れれば終わる！　とても楽しめそうにない！」

「やってみなくちゃわからない」

　退屈になるであろう戦いを盛り上げようという気概もないのか。口上もそこそこに（戦いを楽しむにはなくてはならない要素だと思うのだが）、少年は身を低くして襲いかかってきた。

「ぬんっ！」

　ハンマーを振り下ろす。全身鎧よろいの外見からは予想もできぬであろう、閃せん光こうのような速度での一撃。しかしそれは床に大きな放射状の傷跡を刻むに留まった。間一髪でその鉄塊による死を潜くぐり抜ぬけ、少年は肉薄してくる。速い。その速さは目を見張るものがある。

　とん、とビッグマンの膝ひざ、鎧よろいの隙すき間まに──深々とナイフが突き込まれた。だが。

「……？」

「がっはっは！　それが──どうかしたかな！」

　横よこ薙なぎに得物を振るう。彼は眉を寄せた表情で飛び離れた。

「血が出ていない。痛みを感じた様子もない。動きも鈍っていない……困った」

「そうだろう、そうだろう！　ジェヴォーダン一家の中で最も頑がん強きよう、最も屈強、最も精強、つまり最強なのが俺だ！　つまらん結論だが、一言で言えば──『勝てん』の一言で終わってしまうのだぞ！　諦あきらめて投降してはどうだ！」

「そういうわけにもいかない」

「では死ねい！」

　やはり少年の動きの素早さはなかなかのものだった。致死の攻撃を顔色一つ変えず潜くぐり抜ぬけ、鎧よろいの隙すき間まにナイフの刃を差し入れてくる。だが無駄だ。

「効かん効かん……だが、ふぅむ、これを振り回していると作業場が滅め茶ちや苦く茶ちやになる。せっかくの作りかけの商品がぐちゃぐちゃだ。俺の商品を待っているお客様のためにも、お前、そこで足を止めてはみんか？」

「断る」

「だと思ったぞ！　では仕方ない。仕方ないと決めた俺がどうするかわかるか？」

「わからない」

「どうせ壊れてしまう商品ならば、使ってやったほうが供く養ようになる、と割り切るのだ！　まずはこれ、火吹き上戸！　このハンドルを回すと先から火が噴き出る！」

「！」

「ぬはは、驚いた顔だ！　いいぞ！　だがこれは俺もここが火事になってしまう恐れがあると気付いて驚いた。別のにしよう。自動巨木切り倒し機ッ！」

　引っ張り出したのは、鋼の結晶（結晶化することにより手入れの負担と耐久性が向上している）と火薬結晶（弾はじけさせることで圧力弁を動かし動力を得る）を組み合わせて作成した、木樵きこり用道具だ。レバーを握ると細かな鋼の刃が振動し、木の幹を削り取るという仕組みだ。これで斧おのの扱いが下手な非力な木樵きこりも楽々で木を切り倒せるようになるが今はすばしっこい子供の騎士の胴体を分割することに使う。そう言えば人体への試し切りはしていなかったのでちょうどいい実験になる。これをさらに応用すれば新しい武器が作れるかもしれない。

「ハッハッハ！　どうした、当たってくれんと実験にならんのだが!?」

「意味がわからない」

　やがて動力の火結晶が尽きて刃の動きが止まった。なくなるたびに供給せねばならないのがやはり不満点だ。いつか改善したい。しかし商品はまだまだある。開き直ったが故に見せられる見本市だ。この際、人間相手への使い勝手をいろいろ試させてもらうことにしよう。

　氷塊製造機。自動伸長鉤かぎ爪づめ。ビッグマン式二軸回転車輪。非捕獲用硬網。灼しやく熱ねつ串ぐし。落石対応傘。遠隔操作鎌がま。吸入箒ほうき。携帯穴埋め器。粘着投とう擲てき球きゆう。

　相手は避ける一方だ。何がどうなるかわからない道具を使っての攻撃なのだから、むしろ避け続けられていること自体は驚嘆に値する。だが哀かなしいかな、反撃方法が非力すぎた。暇を見て鎧よろいの隙すき間まに何度かナイフを刺してはくるが、可か愛わいいものだ。ビッグマンには何の痛つう痒ようも与えられない。

　少年は息切れしている。

　だが当然ながら、ビッグマンはまったく息切れしない。するわけがない。

「フッハッハ！　どうしたどうした！　興味深すぎて手も足も出んか！」

「不思議な道具だと驚いてるのは事実だ。凄すごいな」

　ビッグマンは全身鎧よろいの中でむうっと呻うめいた。

「素直すぎる発言に好感度が上がってしまったぞ、少年。この戦いが終わる前に一番気に入った道具を決めておけ。特別に一つ贈呈しよう」

「くれるのか？」

「うむ。一緒に墓に入れてもらうがいい。まあ、場合によっては──それがお前自身の命を奪ったものであるかもしれんがな！」
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　かつて、とある聖者が湖を割り、徒歩でその底を歩いて対岸まで渡ったという伝説が大陸の西部では残されているという。それもかくやという光景だった。

　場所は繁はん盛じようしている娼しよう館かんの待合室で、湖の水は絶頂して果てる男の客で。

　聖者は、元・伝説の娼しよう婦ふだった。

「おお、ああっ……」

「うっ……！」

　彼女は服すら脱いではいない。それでも周囲の男達は彼女の技術により身を震わせ、かつて体験したこともない快感に吐精し、ぐったりとその場に崩れ落ちた。彼らの姿が割れた湖水のように、待合室の左右の壁かべ際ぎわに並んでいる。

　最後の二人を至らせた彼女は、手と口を上品な仕草で拭ぬぐっていた。

　ジェヴォーダン一家の幹部の一人──特徴的な形の髭ひげを生やし、タキシードを着込んだ男。この娼しよう館かんの主でもある調教師、ミレーク・ド・シナーは舌打ちをし、ドアを押し開いた。ついさっき騒ぎを聞きつけて訪れ、その隙すき間まから様子を窺うかがっていたのである。

「これはこれは──まず目的を伺おうか。君は客か、それとも入店希望者か？」

　彼女はにこりと笑って言った。

「そのどちらでもありませんわ」

　完全な部外者であるはずなのに、微笑ほほえむ彼女の姿はまるで一枚の絵画のようにそこに当あて嵌はまっていた。ただの待合室と言えども、内装はこの娼しよう館かんのコンセプトに沿った完璧なものである。ジェヴォーダン一家の技術の粋が凝らされた宝飾結晶や結晶調度品が完璧に配置された高級感。店内には常に性感を引き上げ興奮させる効果のある特殊な結晶香を漂わせているため、慣れているミレークや店の娼しよう婦ふ達以外の人間は少なからず欲情しているはずだが、彼女にその様子は見られない。

　ただ今の状態が当たり前であるかのように。瀟しよう洒しやな娼しよう館かんの中、欲情の香の中に微笑ほほえんでいるのが当たり前であるかのように、そこに在る。

　ミレークは顔を引き締めて、さらに問う。

「客でも入店希望でもないのならば。なぜこのようなことを？」

「このようなお店で至るよりは、不肖このわたくしの身体で至られたほうがいくらかはご満足いただけるであろう、というだけですよ。ええ、つまりわたくしは」

　笑みの形は変わらない。だからそれは笑みではないのかもしれない。

「この店で無駄撃ちする殿方の数をゼロにすべく参ったのです」

　ミレークは溜ため息いきをつき、踵きびすを返かえした。

「なるほど、用向きはわかった。その解が出る計算式も用意されていた。簡単に言えば、この店を潰つぶしに来た、というだけだろう──場所を変えよう。用意はできている」

「ご理解いただけて幸いです」

　ミレークは彼女を、娼しよう館かんの中で最も広い部屋に案内した。大富豪が求めたときに使う、多人数接客用の一室である。様々な結晶道具に彩いろどられた、性の宝物庫。

　そこにはこの娼しよう館かんに存在する娼しよう婦ふの全て、十三人を既に集めていた。半裸の扇情的な衣服。完璧な美び貌ぼう。完璧な肉体。ミレークの、誇るべき、芸術作品たち。

　ああ、と闖ちん入にゆう者の彼女は嘆息したようだった。

「そうですか。やはり、そうですね。皆様、とてもお美しく、技術もお持ちでいらっしゃるようです」

「無論だ。彼女達は、この私が！　完璧調教師、ミレーク・ド・シナーが完璧に計算し作り上げた完璧娼しよう婦ふだ。男と女の性感を知り尽くし、その真理を自らの肉体の上で描き出す！　そのために必要な肉と穴を、そのために必要な奉仕と献身の精神を、一いち分ぶの隙すきもないバランスで保持！　言うまでもなく男好きのする獣欲性も隠し要素として──」

「道具は何を使われました？」

　端的に、彼女は言って。じっと、ミレークの目を見つめてきた。

　ある程度の確証があるのだろう。だから誤魔化すことはしなかった。

　ふんと鼻で笑って、ミレークは懐ふところから紙包みを取り出して振る。

「結晶だ。ガスグレインの薬と似ているが、こちらは違う。とある生物の精せい巣そうから抽ちゆう出しゆつされた成分を結晶化させたものだ。燻いぶした結晶香として使えば匂いだけで人間を興奮させ、直接摂取すればさらにこの世のものとは思えぬ快楽を感じられるようになる。これを適量用い、あるいは計算のもと多量摂取させ、それを繰り返すことで従順化し従来のものとは比較にならない精度での調教が──」

「……」

　彼女はどこか沈痛に、目を細めた。

「なるほど。道理で、娼婦の形をした人形しか出来上がらないわけです」

「なん……だと……？」

　瞬間、ミレークは動きを止める。聴覚器官の故障か。今。ありえない。あってはならない言葉が。聞こえたような気が、したが。

「なん、なん……聞き間違い、か。そうだな。何と言った？　私の完璧な、美しすぎる、誰もが称賛してしかるべき作品のことを、何と言った？」

「人形だと言いました。しかも、娼しよう婦ふとして、ということであれば──その出来に対する感想も追加させていただきましょう。粗悪です」

「は──はあああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?　何言ってんだテメェ私の芸術作品が理解できないアホクソ腐れ●●●がよく見ろこじ開けてホジホジして見ろよ見やがれよ学も知識も足りねぇド低民がわかってねぇ全・然、わかってねえええぇぇぇぇ！」

「……」

「おっと……いや、ああ、そうだ、おっと、だ……つい、取り乱して、しまったようだ。ははは。はははは。マリージア、マリージア？」

「はい、お呼びでしょうか、マスター」

　この部屋で待機していた娼しよう婦ふの一人が嬉うれしそうに顔を上げた。こちらの指示を待つ顔。そのように調教した通りの。

「この女を殺せ。施行期限はお前が死ぬまでだ」

「承知いたしました、ご主人様。喜んで御奉仕させていただきます♪」

　マリージアは完璧な笑顔で芸術無理解者に飛びかかっていった。不思議な体術で投げ飛ばされ、足首がおかしな方向に捻ねじれる。しかし調教は完璧で、マリージアは這はいずるようにしながらなおも取りすがった。再び投げられる。今度は壁に叩たたきつけられた腕が捻ねじれて骨が肘ひじから飛び出た。しかしなおも覆おおい被かぶさり、歯で敵の喉のど笛ぶえを嚙かみ千切ろうとする。微かすかに眉を寄せた黒衣の女はもう一度強く、今度は脳天から落とすようにマリージアを投げ、その衝撃で首が大きく捻ねじれてようやく彼女は動きを止める。耐久性だけは今後の課題点だ。中に鉄板でも入れようか。

「ああ……私の芸術が。実に遺憾だ。こうして芸術は、それを理解しない暗愚どもの手によって迫害され破壊されていく……だが！」

　ぱちん、と指を鳴らした。意図は勿もち論ろん伝わる。そのように調教している。

　マリージアに命じた指示を。今度は、お前達全員で。

「私は私の人間芸術を信じて作り続けるのみ。そして繰り返すのみ、だ」

　残りの娼しよう婦ふ達が全て一斉に、同じ声音で、同じ語調で、同じ速度で、

「承知いたしました、ご主人様。喜んで御奉仕させていただきます♪」

　ああ、なんと美しい芸術。人の手によってこれが作り出されているということにこそ価値がある。これはミレーク・ド・シナーという一人の天才による、芸術という概念を武器とした自然運命への抵抗戦争なのだ。

「……っ……」

　不思議な体術を持っているようだが、ここにいる芸術作品とは数が違いすぎる。彼女の顔が、身体が、目の前にあるのもあと僅わずかだろう。ほどなくして引き千切られ、二ふた目めと見られぬほど醜悪な死体へと変へん貌ぼうするだろう。

　自分が手を加えていないのに、あれだけの美び貌ぼうを持ち、あれだけの技術を持ち、あれだけの存在感と輝きを放っている。そう、輝いているのは認めざるを得ない。かつて彼女の胸に触れたときのことを思い出す。天上の綿のような柔らかさとぬくもりだった。だが、だからこそ、認めるわけにはいかない。あれは自然からの通達者であり、刺客なのだ。

　乗り越えるべき、壁なのだ。

　さあ死んでくれ。

　安心するがいい、もしその死に様が美しく、興奮し、射精してしまうようなものでも。

　自分の次の作品は、その体験を分析し昇華することで、それを凌りよう駕がする死に様を発揮するものとなるだろう。そして自分は遥はるかな芸術の高みに至るのだ。
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　アリシアは身体を動かしながらぼやいていた。

「ああ、難しい仕事だ。まったく、私が一番面倒で難しい仕事なのさ、本当にね」

　悲鳴が上がる。この店で楽しく買い物をしていた女性客達が逃げ惑う。

「や、止めろ、止めてくれ！　どうして僕の子供達を、美しく着飾った結晶達を、そんな！」

「学がないもんでねぇ。ただの石と見分けがつかないんだよ、っと」

「ああ、止めろ、止めろっ！」

　激げき昂こうした宝石店の店主が襲いかかってくるが、砕くだけた結晶を包んでいた布に素早く防護の紋章を描き、アリシアは彼が投げてきた美しい水鳥型の爆弾結晶の炸さく裂れつを防いだ。

「紋章……紋章法など、認めない。美ではない。僕はビビッド・バルード、結晶をもって芸術を体現する美の伝道者！　許せないぞ、僕の結晶を砕くだいた罪は、きっと、きっと──」

「うっさいな、名乗られても困るんだよ。どうせあんたは幹部じゃないんだろ？　会議のときにもいなかったしな。十じつ把ぱ一ひと絡からげの構成員をテキトーに潰つぶすのが私の役目なのさ」

「た……確かにこの僕は、まだ若いから幹部じゃあない。でも店を任されている準幹部だ。この美び貌ぼうと、この店の売り上げがあれば幹部になるのは決まってる！　ああ、見てくれ、見ろよ、この美しい店を、この美しい僕を！　結晶の輝きはまるで天上の星光のようにいつも僕の輝かしい未来を祝福していて、今お前がやっているのはその素晴らしさを理解しようともせず台無しにする美に対する反逆行為──」

「話が長い」

　その美しい顔とやらに蹴りを入れると彼は長い鼻をひん曲がらせて鼻血を撒まき散ちらしながら吹き飛び、自慢の美しい結晶の並んだ棚に首を突っ込み、そして動かなくなった。

　予想外の結末になったがまあ仕事が簡単に終わるぶんには問題がない。

「さて、邪魔者もいなくなったし続けるか……というかだな、結晶宝飾品の素晴らしさなんてのは、実を言えば私はちゃーんと理解しているんだぞ？　一番は、砕くだいたら消えるので証拠が残らないってところだ」

　けらけら笑いつつ、アリシアは引き続き店内の全ての結晶宝石を砕くだいていった。紋章を刻んだ布を上手うまく使い、自分がその解放効果で被害を受けないようにしつつ。それは近くにいる人間を巻き込まないようにすることにも一応は繫つながる。なんという気配り、なんと良識的なのだろう。

　そうして良識に満ちたアリシア・クイッテンエリアリは、他の無関係な客達が恐怖に逃げ惑う中、ジェヴォーダン一家の経営する宝飾店を真っ正面から物理的に潰つぶした。

　次だ。

　大幹部が経営しているわけではない、それでも街の人々が親しみやすい佇たたずまいの小型の店舗も、ジェヴォーダン一家は幾つも経営していた。それは他の店舗の二号店や三号店であったり、他のどの店舗に行けば望みのものが手に入るかを教える窓口のような意味合いを持つ総合店舗であったりもした。

「止めてくれよ！　俺達は関係ないけど──この店が好きなんだ、いろいろ世話になってるんだよ！」

「そ、そうよ！　なくなったら困るの！　だから……」

「知るか」

　一般市民達の声に、アリシアはそう答えながら。

　同様に、潰つぶしていく。一つ残らず。塵ちりも残さず。

「細かくて数が多いだけのゴミ掃除──やれやれ、本当に大変だな。実に面倒臭い。上に立つ者の役目だとわかっちゃいるが、やっぱあいつらに代わってもらえばよかったかな」

　ぶつくさ言いつつ、仕事は続ける。乗り込む。暴れる。店を調べてベルガランがいないかどうか確かめる。それなりの地位を持っていそうな奴やつがいれば捕らえて尋問する。最後まで抵抗し続けるものがいれば──殺す。

「オイオーイ！　何やってんだ騎士団ッ！　こいつらはウチと取引するナシをつけたばっかなんだよ、いくら繁はん盛じようしてんのが目め障ざわりだからってシャシャリ出てんじゃ──」

　邪魔をしてくる、ジェヴォーダン一家ではない別の組織の人間も、対処は同じだった。

　そうしなければ排除できないのならば。殺すしかない。

　床に倒れ、動かなくなったゴロツキの男の前。

　アリシアは遠巻きに眺めていた他の人間のほうを、ニヤァ、と悪鬼の笑みで見やる。何をされる間合いでもないのに──人垣が一斉に、ビクリと震えた。既に逃げ出している者もいる。

「まだわかっていないようならば言っておこう。今日の街での話のネタにするといい。アリシア・クイッテンエリアリと悪逆騎士団は、ジェヴォーダン一家と戦争を始めたんだ。巻き込まれたくなきゃ、ジェヴォーダン一家と名の付く場所からは離れておくことだね」

　また次の店。

　そこには中堅どころの構成員がいたようだ。組み敷いて、さて鎖骨でも手始めに折るかと思っていたとき、

「くそっ……まさか本当に、俺達ジェヴォーダン一家の店が襲われるとはッ……」

「まさか本当に、ってことは──ははーん、あいつらも頑張ってるみたいだな」

「く、ふふ、ははは。だがよ、幹部の人達は俺達みたいな下したっ端ぱとは違う。誰しも特殊なスキルを持った人達だ。一人ずつ動いてんだろ？　愚かに過ぎるぜ。返り討ちに遭ってるに決まってる。あの人達の店を潰つぶせるわけがないんだ、バカめ……！」

「この状況でそんな台詞せりふ、それこそ愚かじゃないのかね？」

　予定通り鎖骨を蹴り折った。

　悲鳴を上げて身み悶もだえる男。遠巻きに震える一般市民達。

　アリシアは男の肩にさらに足を置いて──体重をかけて、踏みにじる。

「うっ、あっ、ぎあああああああっ!?」

「ああ……ついででもいいから、街に流して欲しい情報があった。私がエルフだからか？　人間には見ただけではわからないのか？」

　周囲の人間達は、かつてないほどに酷薄なアリシアの瞳を見た。
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「今日の私は、機嫌が悪い」

「っ──」

「悪逆の名を冠された騎士が、機嫌の悪いときにどんなことをするか。お前達はわかっていなかったんだろうな。だからこうなる」

　さらに力を込める。大きくなる悲鳴。

「ああ、ぎゃあああああああっ！　くそ、くそっ、やっぱり、お前は、悪、だ。悪の化身の、クソエルフ、だッ──！　いいいいい！」

「それから……さっきはふざけたことを言ってくれたな。返り討ちに遭ってるとかなんとか。お前達ごときにうちの騎士達が負けると思っているとは驚きだ」

　はっ、とアリシアは鼻で笑った。犬歯を剝むき出だしにして笑った。

　その瞬間、男は自らの命運が尽きたことを悟る。それはそんな絶望的な笑みだった。

「奴やつらは、この悪の化身と呼ばれるような私が認めた──あるいは私以上の、悪だぞ？」
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　ジェヴォーダンの診療所。

　ガスグレイン・コンラは、少女が多量の結晶患者に四方から同時に飛びかかられ、為なすすべなく地面に倒されるのを見た。横の寝台がひっくり返る。男達は目を血走らせながら我先にとそこに躍りかかる。「彼女を殺せば薬結晶を与えてやる」という漠然とした指示が頭に残っているだけなので、あの蠢うごめく人の塊の中で具体的に何が行われているかはわからない。首がへし折られているか。素手で腹が割かれて腸が引きずり出されているか。あるいは殺すのは犯すのとセットが当たり前だぜという意識の男がいれば股またを開かされているのかも。そしてその全てが同時に行われていてもまったく不思議はない。

「やれやれ。しかし、在庫がけっこうなくなってしまいますね。また家長に言って補充していただきませんと。《血》も残り少ないですから、無駄遣いするなと怒られてしまいそうですが……代わりが見つかったらしいので、なんとか許してもらいたいところです……」

　ぼやきながら踵きびすを返かえそうとしたとき、気付いた。

　彼女に覆おおい被かぶさって蠢うごめいていた、人の塊の動きが──徐々に、小さくなっていく。

「!?」

　ぷるり。ぴくり。と。

　微かすかな揺動を最後に、ついには完全に、動かなくなった。

　ややあって──新たに生まれた動きは、その人の山の内部から。

　ずるり、と動かなくなった男達の身体を押おし退のけて現れたのは、勿もち論ろん。あの少女だ。

　拷問騎士。

　男達にもみくちゃにされたせいか、衣服は半ばはだけている。だが扇情的だという印象以上に、彼女は赤かった。男達の血で赤かった。

「馬鹿な……彼らは理性と痛覚が完全に消失しているんです。それでいて、身体反応は本能により直接的に接続されている──殺すには致命的な臓器を完全破壊するしかない。今の一瞬で、しかもその小さな道具で、どうして──」

「痛みを感じようが感じまいが、ね。身体のどこが傷つけば身体のどこが動かなくなるか。あたしはそれをよく知ってるだけよ。だからまあ、あそこの中にはまだ生きてる奴やつもいるわ。これから一生、指一本動かさせずに糞ふん尿にようを垂れ流すだけの生活しかできないけど」

「……！」

「ああでも、こうやって薬結晶を活性化させたら結局死んじゃうんだっけ？　可か哀わい想そうね」

　彼女は薄い笑みを浮かべて、べしゃり、と一歩を進めた。その返り血は、彼らの腱けんや器官や筋肉を過不足なく傷つけたことの証あかし。皆殺しの証あかしであればまだ自然だっただろう。だが違う。必要最低限の、それが必要だからそうしたというだけの、まるで人体を無機物として扱ったが如ごとき所業の証あかしだ。

　気け圧おされたように、ガスグレインは一歩後退する。

　だが、反論はせねばならなかった。

「可か哀わい想そう──では、ない。彼らは、痛みから完全に逃れられるのです！　死はその結果でしかない、君は何もわかっていませんッ！」

「重病患者を棍こん棒ぼうで殴って殺すのと一緒じゃないのかしら」

「全然違います。ああ、やはり君と私は相あい容いれないようだ……！」

「ええ。私は痛みを与えるもの。あんたは痛みを消すもの。正反対よね。だからきっと、あたしはあんたの知らないことを知ってるわ。痛みについて」

　彼女の表情は──今は、ひどく冷たかった。

　血の通った人ではないような。

　決められた一つの動作を繰り返すことしかしない、発条ぜんまい仕じ掛かけの人形のような。

「痛みというのは、喪失に代償を求める権利なの。痛みがあるから、人は生を求める。万全の肉体を求める。訪れるかどうかわからない未来を求める。痛みとはそれだけの力を持った概念よ。逆に、痛みがなくなれば──人は何も求められないわ」

「そんなことは、ない。人は、痛みが消えた瞬間が、一番幸福だ。幸福のはずです！」

　ふ、と彼女は息を吐いた。

「やっぱりどうしても話がズレるわね。まああたしとあんたでは別のくくりの話をしてたんだろうし、しょうがないわ。そりゃ一般的には、痛みはなければないほうがいいって言うでしょうね。あんただってこれから言うはずだわ」

「あ、当たり前だ。私は最初から──」

「違うわよ」

　最後の一歩。

「これからあんたは、私の手で、今まで体験したこともないような《痛み》を与えられるの。あんたはその痛みから逃げるために、頼むから殺してくれ、と言うでしょうね。でも安心して」

　彼女の手中で何かが煌きらめいたが、それが何なのかはわからなかった。

　ガスグレインはただ、彼女の顔だけを見つめていた。

　いったい、どのような人生を送れば、このような目ができるようになるのか。

　本当に。人間というものを、ただただ純粋に──

　痛みの詰まった肉塊としか見ていないような、こんな目が。

「私達の知りたいことを全部話すまで、あんたは絶対に殺さない。絶対に、あたしの痛みからは逃げられないから──楽しみにしておいて」




　ヒオ・マシロストリークは、意識を失った医者を完全に拘束した。今すぐ拷問を始めたいところではあるが、ここはジェヴォーダン一家の管理している場所だ。途中で邪魔が入ってもつまらない。

　とりあえずすべきことを先に済ませようと、手早く建物の中を捜索した。ベルガランがいないかどうか。あるいは、彼を監禁している秘密部屋の入り口などが隠されていないかどうか。見つかれば諸もろ々もろの手間が省けたが、そう都合よくいくはずもない。ただ例の薬結晶の在庫は見つけられたので全て確保しておく。

　各自、幹部を生きたまま捕らえられたら詰め所に連れ帰るようにという話になっていた。それに則のつとることにする。詰め所の地下尋問室でなら誰にも邪魔をされることはない。

「よいしょっと」

　医師がさほど大柄ではなかったことが幸いした。肩に担かついで持ち上げると、外から恐る恐るといった感じでこの部屋を覗のぞき込こむものがある。新しい敵かと目を細めたが、

「いったい、な、何が……あっ？　先生!?　で、あんたは──騎士団の!?」

「……」

「せ、先生をどこに連れてくつもりなんだ？　いや、頼む、急患なんだ！　俺の弟が病気になったらしくて、死にそうに苦しんでて！　頼むよ、よく効く薬があるって聞いて──だから！」

　勿もち論ろん、ポケットの薬結晶を取り出すこともなく、ヒオは吐き捨てるように言った。

「知らないわよ。邪魔。退どきなさい。拷問するわよ？」
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　正直に言えば、コルは戸惑っていた。

　鎧よろいの隙すき間まをいくら攻撃しても手応えがない。勿もち論ろん何かを貫いてはいるが、それは普通の筋肉ではないような気がした。血も一滴も出ていない。不思議だ。不思議すぎる。

　自分はかつてあの《部屋》で、ただ人間の殺し方を学んできた。そこで学んだ知識のどれとも合致しない。刃を刺せば人間はダメージを負うはずだ。動きが鈍くなるはずだ。なのに。

「ガッハッハ！　どうしたどうした！」

　戦闘開始時より僅わずかも衰えず、ビッグマンという名の幹部は力強く攻撃をしかけてくる。

　コルはそれを懸命に回避する。敵の情報はわからない。わからないが、自分の中にあるものはそれしかない。だから愚直に自分のできることをするしかなかった。今までより危険を冒すことを決意。ギリギリまで引きつけて──皮膚一枚を掠かすめさせ──飛び込む。

「むっ!?」

　肌が裂けて血が出たが、構わない。それを代償に得た半歩の深さ。コルはナイフを下方から突き上げるようにして、本能のままに、兜かぶとと鎧よろいの間に刃を埋め込んだ。敵にとっては喉のど元もとだ。

　深々と──けれど、またもおかしな手応え。血は出ない。

「ぐっ、フ、フッフッフ。無駄よ小僧！」

　困った。今まで習ったことが役に立たない。刺しても殺せない。アリシアの額にナイフを刺したときと同じだ。この世にはあのようにナイフを刺しても死なない存在がごろごろしているのだろうか。

（……？）

　と、そこでコルは、二つの物事に同時に気付いた。

　一つは今の自分のナイフの軌道。夢中で繰り出してしまった。手加減なく。つまり殺す気で。普段ならアリシアに刻まれた罪人紋章の拘束力で、身体が引ひき攣つれるように止まってもおかしくなかったはずだが、今は大丈夫だった。どうせ殺せないと自分の身体が判断したのだろうか。

　そしてもう一つは──今の声。今までとは、何か聞こえ方が違っていたような？

「……」

　コルは首を巡らせ、この作業場を見回した。数多あまたの結晶道具。それを作り出すための工具。それは手にして振るうハンマーのようなものだけではなく、備え付けの機材もあった。壁に据えつけられた巨大な万力。天井から吊つり下さげられている、フック付きの鎖。その他コルには用途のわからない装置の数々。

　それからコルはおもむろに腕を振るい、近くにあったガラクタをビッグマンに向けて弾はじき飛とばした。彼が腕を持ち上げてそれを防いだ一瞬の隙すきに身を屈かがめ、作業場の机の裏に隠れる。勿もち論ろんこのままではすぐにバレるので、彼の死角を維持しつつ音を立てずに移動を始めた。

　戦い方を、変えてみようと思ったのだ。




　ビッグマンは少年の姿を見失った。ただでさえこの姿は視界が悪い。あの小さな敵相手では見失うのも当然である。しかしどこから奇襲をしかけてくるつもりだろうが、結果は今までと同じだ。自分の肉体には傷一つつけられない。

　ビッグマンは悠然と歩ほを進め、彼が隠れていそうなところを適当にハンマーで粉ふん砕さい。いなければまた次の場所へ。物品が積み重なりすぎていて隠れ場所は多い──自分の多作さと勤勉さの思わぬ弊害だ。

　何度目かの空振りを行ったとき。後方に気配を感じた。

「ぬるい！」

　飛びかかってきた人影に素早く振り向き、ハンマーを横薙なぎに一いつ閃せん。しかし吹き飛んだのは自分の作品の一つ──特殊な形で結晶を組み込んで防御力を向上させた鎧よろいだ。それがハンマーでもひしゃげず硬度が示せたのはよかったが、その鎧よろいのすぐ後ろからあの少年本人が疾走してきていた。振り抜いたハンマーを引き戻すよりも速く、彼が両足で踏み切って跳躍し、全体重を乗せた跳び蹴りを繰り出してきた。予想外の攻撃だ。こちらの鎧よろいに蹴りとは。ついに自棄やけになったか。

　しかし疾走の勢いが全て乗っており、しかもハンマーを振って体重を移動させていた直後だったため、いくらビッグマンの巨体といえどもその衝撃の全ては受けきれなかった。僅わずかにふらついてよろめき、後ろの壁に背中が当たり──そして。

　背中がそこから離れなくなった。

「──!?」

「一つくれるって言ってただろう。もらった。その……なんかネバネバするやつ。当たったら嫌だなって思ってた」

「粘着投とう擲てき球きゆうを……いつのまに!?」

　隠れている間に仕込んでいたのか。粘着投とう擲てき球きゆうは、投げた衝撃で仕込んだ結晶が砕くだけ、鳥もち状の粘性物質を撒まき散ちらす捕獲道具だ。それをあらかじめ壁に貼り付けておき、よろめいてそこに当たる位置を見計らって全力での両足跳び蹴りを入れてきた──ということだろう。だが壁に背中がくっついた程度、どうということも──

　気付く。そこはただの壁ではなかった。作業用の万力が据すえつけてある場所だった。

　鎧よろいの胴の部分が、そこにすっぽりと挟まってしまっている。

「！」

　少年は万力の調整棒を素早く回した。粘着物質で壁から離れられない胴が、さらに万力によって左右から締め付けられる。

「ちぃっ……こんなもの、すぐに──」

　少年の作業はそれだけでは終わらなかった。次は天井から滑車を経由して垂れ下がっていた巨大な鎖を引き、その先端に繫つながっている鉤かぎをこちらの兜かぶとの顎あごに引っかけた。身動きが取れないこちらの、顎あごに。

「この鎖を引き上げるのはどうするんだ……？　この車輪を回すのか」

「おい、それは、ちょっと待っ……！」

　彼の動きに澱よどみはなかった。鎖をちゃりちゃりと巻き上げる。どこまでも。その先端の鉤かぎが捕らえていた鎧よろいの顎あごが持ち上がり、さらに持ち上がり、引っ張られ、鎖が軋きしみ、それでもなお彼は鎖を引き上げ──そして、ばきん、と金属音を立てて。

　ビッグマンの首が取れた。




　兜かぶとで全て覆おおわれた彼の頭部が、ころころと床を転がる。

「……」

　頭部を失った巨漢の姿をぼんやりと眺めてから、コルは次の動きを見せた。鎖の鉤かぎを今度はビッグマンの鎧よろいの腕に引っかける。また滑車を利用して巻き上げていく。

　今度はその腕が取れた。

「待て、待てと言っとるだろうが！」

　頭部と片腕を失っているにもかかわらず、その全身鎧よろいの中から、慌てたような男の声が聞こえていた。やっぱりな、とコルは一つ頷うなずき──もう片方の腕に鉤かぎをセットした。

「人の話を聞かんか！　ええい、お前はまがりなりにも騎士だろう！　このような戦い方、恥ずかしいとは思わんのか！　いくら力では敵かなわぬからと言って、このように罠わなに嵌はめ、道具を使っていたぶるように──」

「さっきまで、あんたも僕に道具を使いまくってたように思うけど」

　もう片方の腕も外れた、胴体と両足しかなくなったビッグマンの身体は鳥もちで壁にくっつけられ、万力に挟み込まれた状態でもぞもぞと動いているだけだった。コルは少し考えてから、鎧よろいの胴体部、腹の下に鉤かぎを引っかけた。また同じように、キリキリと滑車を巻いて鎖で引っ張り上げていく──ばきん、と一ひと際きわ大きな音を立てて、その鎧よろいの前面部が外れた。

　そうして姿を現したのは──

　ビッグマンの胴体部の中にすっぽりと収まっていた、背の低い、顎あご髭ひげをもっさりと生やした人影。その樽たるのような形状の座席の中は結晶が組み込まれた複雑な機械仕じ掛かけになっていた。奇妙で巨大な、シュコーと蒸気のようなものを噴き出している結晶が一つに、それに筒で接続されているような大小様々な結晶。彼の手の届く場所には無数の棒が生えている。それで手足を動かしていたのだろう。喉のどを攻撃したあとに声がおかしなことになっていたのは、おそらく口まで繫つながっていた伝声用パイプが破損したためだ。

　なかなかに興味深いものだった。その内部構造も。そこに座っている彼自身も。

「本で読んだことはある。街で見かけたこともある。でも──ドワーフと戦うのは初めてだから、困ったな。アリシアに聞いておけばよかった」

「な、何が困ったのだ……？」

　もはや外装は諦あきらめたか、ドワーフがのたのたと鎧よろいの中から下りてこようとしている。今までの全身鎧よろいの動きとは明らかに違う鈍重さ。

　コルは改めてナイフを構えながら言った。

「僕はドワーフも殺せないのかどうか。うっかり殺してしまえるようなことがあるのなら、気をつけなくちゃいけない」
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「わたくしは──こう言うのは面おもはゆいのですが、少し特別なようでして。ある程度は、今の状況でも〝使える〟のです」

「なに……？」

「あなたのものはわたくしのもの。はなってひとつ、みちみたされる──」

　そう優しく、吐息のように呟つぶやいてから。

　彼女は流れるような動作で、彼女を殺すべく笑顔で摑つかみかかっていった娼しよう婦ふの一人に対して間合いを詰め──口づけを交わした。

「!?」

　ミレーク・ド・シナーが目を見開く。何か光のようなものがその触れ合わさった唇に見えた気がした。涎よだれの糸でもあったし、あるいはそれ以外の何かであった気がする。どうあれ気付いたときには、その娼しよう婦ふは白目を剝むいてその場に昏こん倒とうしていた。

「とはいえ、不自由ではありますけれど。全力を出せるときとは違って、相手の粘膜に触れねばならないのです──しかしそれも、僭せん越えつながら、わたくしにとっては得手でございますので。遠慮なく、させていただきますね」

　彼女はさらに動いた。相対するは、快楽結晶で完全に調教し、死も痛みも怖おそれない奉仕の体現者と化した娼しよう婦ふ達。

　彼女は──淫いん蕩とう騎士、ローズリリィ・アネモネアイリス・ハイアシンスは。真実、性技で戦っているように見えた。すれ違いざま、娼しよう婦ふの股こ間かんに手を伸ばす。また舌を口に差し入れる。胸の先端を玩がん弄ろうする。攻撃を避けるために床を転がって相手の足下に潜もぐり込む──スカートの中で立ち上がりつつ秘部を口でどうにかしたのだろう、娼しよう婦ふはまた倒れ、彼女は悠然と立ち上がる。

　そして気付けば。この場にいた娼しよう婦ふ達はみな、床に倒れ伏していた。彼女の身体から与えられたものは何だったのか。快楽か、絶頂か、それともそれ以外の何かか──

「何……だ。何だそれは。医療師どもの使う〝生命法〟の光に似ているが、それで、相手を昏こん倒とうさせるなどというのは、聞いたことも──」

「偉そうに言わせていただければ、それは勉強不足でしょう。わたくしは自分で気付きました」

　彼女が、守るもののいないミレークの身体にそっとのし掛かってきた。攻撃とは思えないほどの優しさ、慈いつくしみ、労いたわり。背には寝台の柔らかさ、身体の上には彼女の身体の柔らかさ。

「快楽は精気であり、すなわち生命そのものなのです。そしてわたくしたちは快楽をやりとりする者。ならば精気を、生命をやりとりするのと同義でしょう」

「な、に──？」

「男と女は、お互いに快楽を与え合い、循環させています。それこそが《生》。あたえ、あたえられる──それらは同価値。どちらが上でも下でもない、いのちを触れ合わせるまぐわい。その循環こそが、男と女を生かしているのです」

「わけの、わからんことを。快楽の研究者か学者にでもなったつもりか？」

　至近距離からミレークを見下ろしている彼女が、ふふ、と吐息を漏らして笑った。ぞくりとするほど淫いん蕩とうな笑み。

「わたくしは、このお仕事をしていたときにたまたま気付いてしまっただけで、そのような難しいお勉強を生業とする人などではありません。ただ、アリシアさんが言うには──わたくしは、賢者なのだそうですよ？」

　それこそわけのわからない発言だった。賢者とは賢術を見出した最初の一人にしか与えられない称号だというのに。

　無視して、ミレークは自らを奮い立たせる。一流の調教師としての矜きよう恃じがあった。とにかく彼女に飲まれてはならないと思った。

　自分の上に乗っている彼女の肉体の重み、柔らかさ。胸の形。吐息の温度。置かれている指の位置も強さも角度も、おそらく全て彼女は意図している。だがそれは《計算》とは言えない。彼女が自らの生きた時間を費やして自然と見み出いだしてきた、半ば無意識下での《在り方》なのだろうと思った。

「ああ──貴様は完璧だ。非の打ち所もない、完全なる娼しよう婦ふだ。だがその完璧さは、天然と偶然と才能の産物でしかない。だから認められん。貴様はただの奇跡だ。それは欠点であろう。誰も貴様に続けない」

「わたくしとて、最初からこうだったわけではありませんよ。お客様を理解し、一人の人間として、しかしそれでいて純然たる奉仕者として、真剣勝負の快楽を誘いあう──その努力をしてきたからです。正しき娼しよう婦ふとは、そのように《快楽を誘いあう者》としての錬磨の果てに生まれるものだとわたくしは信じています。しかし」

　彼女はちらりと視線を動かしたようだった。伏して動かないミレークの作品達のほうに。

「道具じみた、人形じみた彼女達は違います。彼女達はただ精気を搾り取っているだけです。それを自らの快楽として咀そ嚼しやくし、感謝と共にまた送り返すことを怠っています。当然ですね。その生命の循環は人にしか為なせないことです」

「貴様の、言うことは、意味がッ──」

　反論が途絶え途絶えになってしまうのには理由があった。彼女の手がミレークの服を魔術のような自然さで脱がしていくからだった。その過程で触れただけの指先からすら、信じられないほどのむず痒がゆい快楽の波が響き始めてきたからだった。

「そうですね……理解いただけるとは思っていません。ただ、言わずにはいられなかっただけです。あなたのなさっていることは、娼しよう婦ふという存在を汚し、その道を嘲ちよう弄ろうし、踏みにじる行為。わたくしの個人的感覚からすれば、目に余りすぎる悪行です」

「待て、止めろ、止めろ！」

「そう──有あり体ていに言わせていただければ。わたくしは、ほんの少しばかり、頭にきているのですよ」

　敏感な部分が剝むき出だしにされる。それだけで快楽の予感に包まれる。脳が弾はじけ飛びそうになる。これで実際に触れられればどうなってしまうのか。怖い。

　彼女はさらに身を倒して、ミレークに覆おおい被かぶさるようにしつつ、

「ですから、これも何かの縁。このような悪行が二度と行えなくなるように、これから正しき快楽の蓐しとねをあなたに全力でお教えしようと思います。どうか──」

　囁ささやき声ごえと共に寄せられた唇が、ミレークの耳たぶを優しく挟み。

　それだけで彼は最初の絶頂に至った。

「どうか、気を確かに持ってお楽しみくださいませ。狂っていただいては困りますので」
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　そうして彼らは、当初の目的通り。

　ニルイーストに存在するジェヴォーダン一家の店舗を、全て、潰つぶした。

　しかしベルガランの姿はどこの店舗にも見当たらない。隠し部屋などは《ある》という前提で探せば意外と見つけられるものだ。人一人を拉ら致ちし続けるというのは必ずそれなりの痕跡を残すものだからである。しかしそれも見つからなかったとなれば──

　次の手に移るしかなかった。

　騎士団の詰め所の地下。

　捕らえたジェヴォーダン一家の幹部達の姿が、そこにはある。

「いやあ、壮観だねえ。皆様をここに招待できて嬉うれしい限りだよ」

　縛って座らせている一同の前。

　にやにやと笑いながら、椅子の上で足を組んだアリシアが言った。その隣には騎士団の面々が揃そろっている。

「招待状を送られた覚えはありませんが」

「その通りだ。覚えがあるのは、店にいきなり不心得者が来て暴れ始めたことだけだぞ！　まったくなっとらん、実になっとらん！」

　医師ガスグレイン・コンラ。ビッグマンと呼ばれていた鎧よろいの中身であるドワーフ。俯うつむいて「違うこんなはずは違うあんな情けない声で懇願してあれは私ではない……」などと呟つぶやき続けている、特徴的な髭ひげと乱れた服の調教師。どうやらローズリリィが少しやりすぎたらしい。結晶宝石店の店主。その他にもそれなりの役職を持っていそうなものが何人か──

「あらまあ、非協力的だねぇ」

「ジェヴォーダン一家は仲間を売らん。俺達は何も喋しやべらんぞ」

　ヒオが肩を竦すくめて言った。

「残念だけど、喋しやべりたくないことを喋しやべらせるのがあたしの仕事なのよね」

「特に今は──はは、この数だ。手違いで何人か減っても問題はなさそうだぞ」

　アリシアは目を眇すがめて言い、改めて彼らに顔を近付けた。

「聞きたいことは単純だ。ベルガランはどこにいる？　お前達が知らないはずはない。リットンカーソー達に頼んで街道は完全に監視している。少なくともまだこの街の近くにいるのは確実だろう」

「……」

「ああ、それとついでにもう一つ──あの坊ちゃん、アレックス・ジェヴォーダンはどこだ？　ま、どの店でも見なかったし、私達があれだけ暴れても出てこなかったんだから、二つの答えは一緒なのかもしれないが」

「……」

「強情だな。それでは仕方がない。ヒオに仕事に入ってもらうとするかね──」

　と、アリシアが言ったときだった。

　不意に、頭上から音が聞こえてきた。つまりは詰め所の一階から。

　ローズリリィが首を傾かしげ、呟つぶやく。

「何の音でしょう……？」

　それは──何とも言いようのない、繰り返される金属的な口笛のようなもの。一定のリズムで、続いている。この聞こえ方は、何かが起こった結果としての音ではないとアリシアは感じ取った。これは、楽器のような、この音を鳴らすこと自体が目的の何かが出している音だ。たとえばこの地下室の入り口である蓋ふたの上に、この音を出す喇らつ叭ぱのようなものが押しつけられていればこのように聞こえるのかもしれない。

　その意味は？　この地下室に、あえてそのような音を届かせる意味は？

　そこで気付いた。

　ジェヴォーダン一家の幹部達の衣服の一部が、光り始めていた。

　それは、彼らが襟元につけている──社章だ。

「あ、ああ。噓うそだろ、アレックス。まさか、俺達を──」

「信じ、られません。最初から、そんな！」

　目を見開いて、慌てたように身体を動かし始める幹部達。それは彼らにとっても慮外の出来事だったのだろう。彼らをどうこうする余裕は──ない！

「銘は〝頑強〟とあれ！」

　座っていた椅子に咄とつ嗟さに紋章を刻み、それを盾として構えつつ飛び離れる。

　直後──彼らの社章が爆発した。

　おそらくそこに小型の爆弾結晶が仕込まれてあったのだろう。結晶自体の大きさのせいか、その一つ一つの爆発は、かつてこの詰め所に投げ込まれたものよりは軽微なものだった。

　しかしここは地下室という閉鎖空間だ。複数の衝撃が荒れ狂い、音が鼓膜を執しつ拗ように責め立てる。

　しばらく経たって──その耳鳴りを堪えつつ、アリシアは背後をちらりと見て言った。

「騎士団、無事か？」

「わたくしは、なんとか。肌が真っ黒になってしまいましたが……」

「あたしも、平気、です。って、ギャー、買ったばかりの道具が！　高かったのに！」

「……？　何か言ったか、アリシア？　……？　僕の声も……？」

　騎士団の一同はそれなりに平気そうだった。

　ジェヴォーダンの一同もそれなりに予想通りの状況になっていた。

　全員死んでいた。頭に近い位置であれだけの爆発が起こればそうなるだろう。首が吹き飛んでいるものもいれば抉えぐれているだけのものもいるが。

「これは……奴やつが口封じをした、ってことでしょうか……？」

「そうとしか考えらんないね」

　さっきの音が、結晶を解放する合図となるものだったのだろう。以前、鐘楼が爆破されたのと原理的には同じかもしれない。あの様子からすると、彼らにも黙って上司がこんなときのために社章に仕込んでいたということか。

　一階からの音はいつのまにか止やんでいた。今更上っても無駄だろう。相手からすれば、音が出る装置か何かを置いてすぐ立ち去ればいいだけだ。

　耳が詰まった初めての感覚に戸惑っているらしく、あーあーあーとか言いながら首を傾かしげるコルの姿は微笑ほほえましい。だがそれ以外の状況はまったく笑えない。

「振り出しに戻る、か……」

　それでも、アリシアは無理矢理に唇を曲げた。凄せい惨さんな地下室の光景を見渡しつつ、

「やれやれ。なかなか立派な《悪》を見せてくれるじゃないか、ジェヴォーダンさんよ。これだけの幹部達を切り捨ててでも守りたいものがある──ベルガランにはそれだけの価値があるってわけだ。しかし……さすがに大おお袈げ裟さすぎる気もするなあ」

　一つ鼻を鳴らして、アリシアは続けた。

「ふん。本当に、奴やつらの目的はドラゴンの資源で金かね儲もうけすることだけなのかね……？」













　　　第四話







　アリシアは自室に入り、一つ嘆息した。

　動きがない部屋。薄暗い部屋。昔からずっと、変化がない部屋。

　変化を起こさないようにしていた、とも言える。その必要がなかったからだ。実のところ、この部屋の中には、触れてはいけないものがあまりにも多すぎる。そうは見えないかもしれないが──比喩でなく、掛け値なく、国が傾きかねないほどの。

　あれも、その一つかもしれない。

　危険種という《人類の敵》と、この自分との関わりを示す証拠。

「だがまあ、今はしょうがないだろ？」

　一人呟つぶやいて、アリシアは紋章法で固く封をしていた机の引き出しを開けてその中をまさぐった。様々な物品。長く長く、愚かに生きてきた自分の──あるいは、歴史。

　二十年ほど奥の地層に目当ての物品を見つけた。

　それは、掌てのひらほどの大きさをした、一枚の鱗うろこであった。
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　簡単に言ってしまえば、もはや彼女の力を借りるしかない、と判断したのだった。

「最終手段だよ。敵の敵は味方って言うだろ？　たとえそれが人類の敵でも、私達にとっちゃあ知ったことじゃないね」

「はあ……まあ、団長が決めたことなら文句は言いませんけど」

　歩きながら、ヒオは周囲を見回した。

　ここはニルイーストではない。人の営みがある場所ではない。

《大森林》の中である。以前とは違い、冒険者ギルドに許可を取ってのことではなく、限りなく非合法な侵入だった。命知らずの盗掘者達がしていることと同様に。

「だけど、この森は広い。こないだのでわかった。どう探す？」

「コルさんの疑問ももっともかと。それに、この森に本当にいらっしゃるのでしょうか？」

　コルとローズリリィが首を傾かしげて言う。

「いるだろうさ。あいつはまだ《役目》を果たしたわけじゃないはずだ。地元に帰るなんてことはしない。で、傷を癒いやすなら街じゃなく大森林に戻って休むほうが自然だ。だからまだいる。探し方に関しては──簡単だ。こっちが見つけるんじゃなくて、向こうから来てもらう」

　怪け訝げんに首を傾かしげる騎士団の面々をよそに、日が暮れ始めたのに合わせて、アリシアは野営の準備をするように言った。

　今回はローズリリィもいるので手早く準備は済んだ。森の中でのサバイバル術も娼しよう婦ふとしてのたしなみ、ということらしい。よくわからないが。

　ともあれ首尾良く燃えさかり始めた火の前に座り、アリシアは懐ふところから掌てのひらサイズの鱗うろこを取り出した。

「団長、それは……？」

「誘おびき出だし用アイテム」

　ふっと笑って答えると、ヒオもある程度の事情を察したのだろう。曖あい昧まいに頷うなずいてそれ以上の言葉を止めた。

　アリシアは木の枝を使ってその鱗うろこを挟んで固定し──火にかけた。世の生物学者やら研究者やら、あるいはジェヴォーダンの奴やつらが見れば卒倒するような光景なのかもしれないが、大事の前の小事だ。

「……どうだ？　何か匂いがするか？」

「言われてみれば……微妙に、魚を焼いたときみたいな匂いがするような……」

「ふむ、だったらまあいいだろ。匂いを強くする方法、なんてのがこれ以外に思いつかなかったからな。あとは待つだけだ」

　待った。

　時間が過ぎ、日が完全に暮れ、夜が訪れる。それでも来ない。焦こげないように鱗うろこを適度に火にかけたり外したりしながらさらに待つ。ついでに夕食の肉を焼いたりしながら待つ。その匂いで別の野獣が現れて襲いかかってきたりもしたが、食用の角つの猪いのししだったので夕食の二品目となった。

　それでもまだ、現れない。

「うーむ。駄目か……？」

　そう諦あきらめかけたときだった。

　木々の隙すき間まに見える月が高みに上り、日付が変わりかけた頃合い。

　がさり、と茂みをかき分けて、薄布一枚を身に纏まとっただけの少女が、その姿を現した。

　どこか胡う乱ろんなジト目だった。

「おい……まさかとは思うが。貴様ら、その鱗うろこを焼いて食うつもりなのではあるまいな？」
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「ふう……なんだ。人間が我々の鱗うろこを焼いて酒のつまみにする文化でも生んだのかと思ったぞ」

「ま、私は似たようなことをしている奴やつらを知ってるがね。鱗うろこじゃなくて血だが」

「……」

　ひとまずたき火を囲んで座っているレムの目が、アリシアを捕らえる。

「用件は何じゃ」

「あんたの目的は、だいたいのところはわかっている。奴やつらに結晶の材料として使われているドラゴンの死体の回収だろう」

「──そうだ」

「だったら協力できると思ってね。私達の目的は、あいつに捕らわれている間抜けなベルガランを救出することだ」

「ベルガランナイザー・グライドウォーク……盟約の子、か」

　ぽつりと呟つぶやく。コルがそれを聞きき咎とがめて、

「名前を知ってるのか？」

「まあな。個体名を知っている者はそう多くはないだろうが──あいつの存在自体は、それなりに有名だ」

「ていうか、あたしはまだ、あんたがドラゴンだって話があまり信じられないんだけど」

「どうにかして確かめてみるか、人間？」

　レムは犬歯をあえて剝むき出だしにするような笑みを見せた。ヒオは肩を竦すくめ、

「でも、信じるしかないわね。診療所で千切れた腕、なんかもう生えてるし」

「ま、首や腹の中身はさすがにまずかろうが。手足の先ぐらいならばな」

　ヒオの言う通り、失われていたはずのレムの左手は今は生えていた。健在であることを示すように、手を前に出して指を握ったり開いたりしてみせる。

「お前達とて、爪が剝はがれても生えてこようが。同じことよ」

「それと一緒にされても困るんだけど……」

「異種間交流はあとにしてくれないかね。本題を先に済ませようじゃないか。私達にはベルガランの居場所がわからない。そのためにあんたの嗅きゆう覚かくを借りたい。おそらくベルガランのいる場所は奴やつらの秘密の本拠のような場所で、そこにはあんたの捜し物もあるはずだ」

「ふむ。生きたドラゴンの匂いならば、確かに死し骸がいよりは見つけやすいかもしれんが……儂わしが奴やつを見たのはこの前が初めてだ。匂いはうろ覚えだぞ」

「それについては心配ない。ここに来る前、奴やつの部屋に入って床に落ちてた鱗うろこを回収してきた。なんかバッチィ気もするがな」

　ポケットから鱗うろこを取り出して見せる。それは別に掌てのひらサイズではない、ベルガランの身体の表面を覆おおっているものだ。かさぶたのようにたまに剝はがれて新しくなるのだという話だった。

「ほう。それがあるのなら匂い自体はわかるな。実際に嗅かぎ取れるかどうかは別問題だが」

「協力してくれるか？」

　レムは腕組みをして、しばらく目を閉じて何かを考えていた。

　ゆっくりと目を開き、そして放たれた言葉は、

「──条件がある」

「条件？」

　小さく細い指が、すっと伸ばされた。

「そいつを一晩好きにさせろ。それが条件じゃ」

　アリシアは眉を寄せ、ヒオがあんぐりと口を開け、ローズリリィはまぁまぁと顔をほころばせる。

　指さされたコルだけが、言葉の意味がわからないという様子で首を傾かしげていた。
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　皆が眠る野営地より、少し離れた場所。柔らかな下草が生えた、天然の小広場。

　コルとレムの姿はそこにあった。

「僕は何をすればいい？」

「ふふ。案ずるな。儂わしの指示に従い、全て身を任せればよい」

「わかった」

　大人しく頷うなずくコルに、レムは再び薄く笑った。

　葉の隙すき間まから薄く差し込む月光が、円形の舞台のようにそこを淡く照らし出している。

　レムはそっと自らの纏まとっていた薄布に手をかけ、逡しゆん巡じゆんもなく──脱ぎ捨てた。

　コルが初めて彼女を見たときと同じ、生まれたままの姿。染しみ一つ無い白い肌、桃色の先端、見え隠れする亀き裂れつ、首から下に体毛は見当たらない。かつて見たローズリリィやアリシアの裸と似ていて、しかし、彼女らより確実に未成熟である身体。人間とドラゴンの違いは、コルにはわからない。

「そこに仰あお向むけに寝るがいい」

「わかった」

　言われた通りに寝転ぶと、それを待ちきれないというような勢いで、彼女が上に飛び乗ってきた。足を開いて跨またがる形。

「さて、ここからが本題じゃ。どうしても、我慢しきれなくてなあ。お前のモノを、受け入れさせてもらうぞ」

「どうすれば──」

「出すのだ」

　身を折り曲げて、鼻と鼻が擦こすれ合うほどに、彼女が顔を近付けている。

　その顔は未知の答えを得ることへの期待に満ちていた。

「左手のソレを、出せ」

「……これは──」

「別わかれ際ぎわ、あのエルフがその手をなぞって何かをしておっただろう？　奴やつも知っておるのだろうな、儂わしが何に興味を持っておったか。つまり出せるはずじゃ。さあ」

　少し考えたが、確かにアリシアが今夜だけの特例としてさっき紋章を光らせていた。つまり──出してもいい、ということだろうか。

　コルは彼女にのし掛かられたまま左手の手袋を外した。淡くぼんやりと光っている、手の甲の紋章。そしてその裏──掌てのひらの中にある、亀き裂れつのような文様。

「っ──」

　出ろ、と念じると、そこから骨の刃が肉を割り裂いて現れる。死をもたらす屹きつ立りつ。自分が自分になった瞬間。《部屋》を運営していた彼らに、名前と共に与えられたものの一つ。

「おお……そうそう、それじゃ。なんとまぁ、立派で気色悪いモノよ。臭っておったし、あるのはわかったが、まさか肉の中に隠されておるとはな……それでは、まずは口で味見じゃ」

　彼女がその小さな口を、コルのその屹きつ立りつに寄せた。唇を開き、舌を伸ばし──舐なめ始める。ちろちろと。その硬さを確かめるように。ひとしきり舌先でその温度を確かめたあと、彼女はさらに顔を近付け、ぱくりとそれを咥くわえた。口の中でさらに舌を動かす。搔かき回まわすように。どこか卑ひ猥わいな水音がじゅぽじゅぽとその唇の隙すき間まから漏れていた。

「んー、なるほど。この味は……そうかそうか。感想はどうじゃ？」

「何も感じない。そこに感覚はない」

「で、あろうな。では次じゃ。挿れろ」

「？」

　ついに彼女は完全に身を倒し、コルと抱き合うような体勢になった。耳元で──囁ささやく。

「それを本来の用途として使うのじゃ。どこでもよいが……そうじゃな。手から出るものは手で受けるか。儂わしの掌てのひらを、刺し貫け」

「それは──」

「大丈夫じゃ、儂わしはドラゴン。この身は人のように見えて人ではない。掌てのひらを貫かれた程度では死にはせんし、傷も明日の朝には治っておろう。ほれ焦じらすな、早くしろ。言うことは何でも従うのではなかったか？　でなくてはエルフの頼み事は聞いてやらんぞ？」

　仕方ないな、とコルは嘆息した。アリシアがこの刃の拘束を外したということは、つまりはそういうことなのだろう。使ってもいい、という許可だ。このようにせがまれて刺すか、襲われて自分の命を守るために刺すか、どちらを想定していたのかはわからなかったが。

　手を握り合うように──コルの左手の指と、レムの右手の指が絡からんで。そして。

「ぬ、ぐっ……ん、あああっ……！」

　ずぶり、と彼女の小さな掌てのひらをコルの骨刀が貫いた。貫通する──彼女の掌てのひらはそのまま下りてきて、手を握り合うような形になる。余裕ある口ぶりだった彼女も、そこでは呻うめき声のようなものを漏らす。

　さすがに痛みもあるのか、至近距離にある彼女の口から、リズムの速い呼気。身体の奥で何かが熱くなっているような感覚があった。下腹のあたりの感覚もおかしい。熱いというなら勿もち論ろん骨刀で縫い合わされるように重なっている手の間が一番熱い。ドラゴンも血は赤いのか。

「おお、ああ、なるほど、なるほど……貫かれて、はじめて理解できる、味もある、というものよ……んっ、よし、よいぞ、しばらく、このまま、このまま、な……」

　この行為に何の意味があるのかは、よくわからなかったが。命令に従うことだけがコルの取り柄だった。

　だからコルは何も考えず。

　ただそれからもいくつか、彼女に言われるがままの行為を行った。




　最後の命令は朝までの抱き枕となることだとした。

　その言いつけを守り、少年はよく眠っていた。レムは彼を起こさないように静かに身を起こし、歩き出す。近くに水場があるのは匂いでわかっていた。少し水を飲みたかったし、ついでに少しだけ話もしておく必要があるだろうと思ったのだ。

　林に入り、数歩。

「どうだったかい？　あの──《骨》が何なのか、わかったかな？」

　どこかの木の後ろにいるのだろう、エルフの声がした。姿は見えない。

　示し合わせていたわけではなかったが、そんなところだろうという気はしていた。レムは息を吐いて、自分の身で、舌で、味で、体内で確かめたことを彼女に伝えてやる。

「少なくとも、ドラゴンのものではない。だが──」

「だが？」

「近しいものは感じる」

　自分でもはっきりとはしなかったが、そう答えるのが適切だろうと思った。

「……なるほどね」

「何なのだ？　アレは何で、あの小僧は何だ？　どうしてあんなものをその身に宿しておる？」

「さあ。それが知りたくてあんたに聞いたんだよ」

「正直、貴様に体ていよく利用されたという気もしておる」

「コルの味見はあんたが言いだしたんじゃないか」

　それは確かにその通りだった。好奇心に負けて働かされた自分が悪い、ということだろうか。

　顔を顰しかめつつ水場にまた歩き出す。エルフも立ち去る気配。その間ま際ぎわ、嘆息混じりの言葉が聞こえてきたような気がした。

「何にしても……コルのあれについて私にわかってるのは、たった一つ。元凶が私にあるってことだけさ。残念ながらね」
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「あーあー、さぞや昨日はお楽しみだったんでしょうねぇ。ここまで声が聞こえてたわよ声が。ベルガランだけじゃなくて、新たに騎士団に一匹の淫いん獣じゆうが生まれちゃったってわけね。まさかドラゴンと……なんてさ！」

「意味がわからない」

「微笑ほほえましいことです。ところで、わたくしは淫いん獣じゆうのくくりではないのですか？」

「あんたはなんていうかこう、もうそんなレベルじゃないから……」

　そんな翌朝。

　約束通り、レムは行動を開始した。アリシアが差し出したベルガランの古い鱗うろこで、臭いを覚える。

「もっと情報が必要か？」

「それはまあ、多ければ多いほうがいいが」

「昨日炙あぶってた大きなほうの鱗うろこは、ひょっとしたら奴やつの臭いと似ているかもしれない。もう一度嗅かいどいてもいいぞ」

「知っているし、あの臭いはもう覚えている。必要ない」

「そりゃ失礼」

　アリシアは肩を竦すくめた。

「では始めるとするか。何せ範囲が広い──期待しすぎるなよ。高くて風がよく流れるところのほうがいいから、この木に登って調べてくる。しばらく待っていろ」

「高くて風の強いところがいいなら、ドラゴンの姿で飛んだりしないの？」

　ヒオの言葉に、巨木の幹にしがみつこうとしていたレムが半眼でアリシアを見やった。

「お前、儂わしらという種族の在り方について言っておらんのか？」

「なかなか言葉では説明し辛づらいだろ？」

「ふん。小娘、少なくとも今の儂わしは空を飛べん。鉤かぎ爪づめを持った姿にもなれん。その代わり、細かい作業や感知行動には向いておるというわけじゃ。ドラゴンの血を引いた若造の臭いを嗅かぎ取ってみたりな」

　ヒオのほうを見ないまま言って、するすると彼女は巨木の幹を登っていった。

「ま、あいつらにもいろいろあるのさ。あいつは噓うそは言ってないから、とりあえず納得しときな。あとベルガランが一緒にいたほうが説明しやすいから、うちに帰ってから改めて言おう」

「はあ……」

「ところで、ニルイーストではなく、ここからでよかったのでしょうか？　さすがに遠すぎるのでは」

「僕もそう思う」

「なんつーか、街は他の臭いが強すぎて逆にわけがわからなくなる、みたいなこと言ってたぞ。上空からこっちに流れてくる臭いを嗅かいだほうがまだわかりやすいんだと。そっから……何か知らんが、スーパードラゴン嗅きゆう覚かくとかで匂いの経路を逆に辿たどって特定するんだろ」

「ぶっちゃけ、団長はどれくらいの期待度だと思ってるんですか？」

　ヒオの問いに、アリシアは平然と答えた。

「ん？　そりゃかなり高いぞ」

「どうしてです？」

「あいつはそもそも、ドラゴンの死体を回収するためにここに来たんだ。それはつまり──その死体そのものの臭いか、死体を材料にした結晶の臭いかは知らないが──ニルイーストあたりからそれが漂ってきているというのを、今までいた別のどこかから嗅かぎ取ってここまで来たってことだろう？　国家規模かどうかはともかく、少なくとも地域規模で鼻が利きくのは期待してもいいんじゃないかね」




　しばらく経たって──するすると、レムが木から下りてきた。難しい顔をしている。

　その表情で結果を察し、アリシアも眉を寄せて聞いた。

「駄目だったのか？」

「いや、わかった」

「わかったのかよ。じゃあなんでそんな顔してる？」

「少し予想外だったのでな。最初からそちらに注力しておけばよかったのかもしれん」

　そうしてレムは、ついっとその細い腕を動かして、ある一方を示した。

　今までアリシア達がなんとはなしに眺めていた方角とは、正反対の方向を。




「街ではない。逆だ。儂わしらが求めているものは──この森の中にあるぞ」




　　　　　　　　　[image: †]




　レムの先導で、大森林の中を進む。予定とは違うが、もともとレムと接触するためにどれくらいの時間が必要かわからなかったため、森林行軍の装備はしてきている。問題はなかった。

　野獣と魔獣は返り討ちに。ごく稀まれにレムが臭いを感じて注意を促してくる他の人間達は、面倒事を避けるために（厳密に言えば今の自分達は無許可入森の犯罪者である）迂う回かいして。

　大森林の奥へ、また奥へと進んでいく。

「大森林の中で、キャンプでもしておられるのでしょうか？」

「まさか。街にあった奴やつらの店は全部潰つぶした。残ってるとしたら、結晶製造とか根幹に関わることをしてる《拠点》のはずよ。キャンプとか一時しのぎの場所のはずがない」

「この森の中で、そんな拠点は作れるのか？」

　コルの頭を暇ひま潰つぶしにぐしぐしと撫なでつつ、アリシアが答える。

「普通に考えれば難しいが……とはいえ、作れないとも言い切れない。何せ大森林はこの上なく広いからな。偽装工作に気を配れば秘密の隠れ家的なものは作れるかもしれない」

　しかし、気になるのは。

「──ジェヴォーダン一家はこのニルイーストに来たばかりだ。大森林にそんなものを作れる時間的な余裕があったのかね……？」

　疑問は残るが、今は先を行くレムの背を追うことが肝要だ。

　歩みを続ける。単調で変化のない森の光景。既にかなりの奥地にまで入り込んでしまっている。まがりなりにも地図のようなものが作られている探査領域と、何があるかは死人のみぞ知るという未踏領域──今はその境界線上ほどか。

　その単調さの中に、変化は唐とう突とつに生まれた。

　何かが軽々しく破裂したような音。同時に一同は示し合わせたように左右に飛び離れた。今まで一同が行軍していた中心の位置に、煌きらめく何かが高速で飛び込んでくるのが見え──

　そして小さく爆発して土を巻き上げた。

　アリシア達はそれぞれ木の幹の後ろに身を隠し、その何かが飛んで来た方向を慎重に窺うかがう。

「今、飛んできたのは……矢でしょうか……？」

　アリシアは着弾地点をちらりと見やり、

「いや。刺さってるはずの矢がないだろ。それに私は目がいいからな。飛んで来たものもちらっと見えた──小さくて細長い結晶だ。こいつはあれだな、診療所でアレックスが使ってた奴やつとか、窓から飛んできてた奴やつの遠距離版ってところか」

　それからアリシアは声を張り上げた。姿のない狙撃主に向かって。

「ずいぶん未来的な武器を使うじゃないか！　結晶を弾丸の代わりに飛ばすことに特化した、専用の結晶狙撃銃──そんなところかい？」

　言ってすぐ、アリシアは身を翻ひるがえして別の木の裏へと移動した。今までいた場所が二発目の攻撃で抉えぐられ、木の幹に穴が開く。そしてどこか遠くから、

「ヒッヒッヒ……ご明察だよ、騎士団長どの。老体に切ったはったは厳しいからね、悪いけどこういう動かなくていい戦い方をさせてもらうよォ……」

　老婆の声だった。そして動かなくていいというわりに細かく場所を変えているらしく、その声の出所自体もはっきりしなかった。

「真まっ直すぐ狙ねらい通りに遠くまで飛ぶ弾がまだ開発できない、ってんで、奏槌騎士団装備研究班の奴やつらが四苦八苦してたのは知ってたんだが──結晶を弾丸にすることで奴やつらはその問題を乗り越えたのか。なるほどな。まあ逆に普通の弾丸は撃てない機構だろうけど」

　形状を均一化できれば問題はないし、威力は結晶としての着弾効果に依存させればいい。それによりただ安定性だけを求めることができ、実用化に至れたというわけだろう。しかし尋常ならざる練度とセンスが必要とされるのは間違いないと思うが。

「感心してる場合じゃないですよ、団長。どうやらこいつの鼻は当たりだったようですけど……どうします？」

「そうだ、なっ、と！」

　アリシアは腰の騎士剣を引き抜き、横薙なぎに一いつ閃せんした。甲高い音。斜め後ろで着弾し、また土が吹き飛んだ。

「遠距離狙撃性を重視してるからか？　診療所で飛んできてた奴やつと違って、何かに触れれば即爆発って感じじゃないな。代わりに弾自体の速度は上がってるが……」

「はい。確かに凄すごい速度でした。見えていらっしゃるのですか？」

「あっちも遠眼鏡を使ってるのか、何か光るのがたまに見えてる。どこから飛んで来るのかがだいたいわかってれば、まあ、弾はじけなくもないさ。全力で集中してればだが」

「さ、さすが団長……正直に言いますが、あたしには無理です！」

「だろうねぇ。というわけで、こいつはひょっとして、いつか言いたいと思っていたことが言える機会が訪れたのかもしれないな」

　ふっふっふ、とあえて冗談めかした含み笑いを混ぜ込み、アリシアは続けた。




「──ここは私に任せて先に行け、ってね」
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　ミショーン・マイティホークは樹じゆ上じようで身を潜ひそめていた。

　現在の世界の技術では、遠距離に安定軌道で銃弾を飛ばせるような銃や、その弾丸は開発されていない。

　手にしているのは長大な銃身を持った鉄の塊──あのエルフが看破した通りの、結晶を撃ち出すことにのみ特化した結晶狙撃銃だ。こんなものを扱えるのは世界広しと言えども自分しかいないだろうと自負している。

　厳密に言えば──全盛期の視力と、老いて得た知識と経験を持った今の自分にしか、だ。

　若い頃は天才弓使いとして名を馳はせた。しかし老化というものは誰にとっても訪れる。視力の低下、体力の低下、集中力の低下。それを補うために知識と経験があった。

　ミショーンは懐ふところから一つの結晶を取り出し、それを口に含んで嚙かみ砕くだいた。鮮烈な味。意識が急激な清涼感に満ち、眼球が一回り大きくなったように感じる。世界の全てが自分の二つの水晶体の中に収まったように思える。

　ドラゴンの眼球から抽出したエキスを結晶化した、この視覚先鋭剤こそが。

　今の老成した自分に、全盛期の視力と集中力を与え、この正気の沙さ汰たではない難度の狙撃を可能としているのだった。

「さて、そろそろ一人くらいは殺しておかないとねえ──おおっと？」

　狙撃鏡スコープを覗のぞいたその向こうでは、敵が新たな動きを見せていた。

　背を向けているものが四人。そしてこちらに顔を向けて仁に王おう立だちしているのが、一人。

　にやにやと笑っているエルフの顔が、よく見えた。

「ヒッヒ……一人で？　本当に？　アタシの弾丸を防ぐつもりなのかい？」

　ならばお手並み拝見といこう。その後方、こちらを無視して前進しようとしている騎士団の一人、少年の後頭部に狙ねらいを付けて、引き金を引く──狙ねらい通りの軌道。だがそれが彼の脳のう漿しようをぶちまけるほんの手前で、エルフの騎士団長が振るった剣が結晶弾を弾はじいた。あらぬ方向へ飛んでいき、どこかの木をけたたましく倒す。

　ミショーンは舌打ちした。見えている──見えているのか？　エルフならそういうこともあるかもしれない。どうする。場所を移動し、別角度から後方の奴やつらを狙ねらうか？　それとも。

「なあ、わかるだろ？　全員で移動中に後ろから狙撃されると困る。だから迎撃に専念する役の私が残った──この理屈の持ってる意味ぐらいはさぁ」

　声を大きくして、エルフはこちらに向けて語りかけてくる。

　嘲あざけるような笑みは消え去らない。

「どっちから飛んで来るかさえわかれば、お前のノロマな弾丸なんか楽勝で撃ち落とせるぞ、ってことだぞ？」

「──ヒヒッ」

　安い挑発だ。向こうとしては、先に進んだ一団を追われて、また死角から狙撃されるのが一番怖いのだ。だから自分が無視されないように声を張り上げている。

　しかし。しかし、だ。

　ミショーンも唇を歪ゆがめ、別の木の枝に飛び移りながら声を張り上げた。

「歳としを取っちゃあいるが、アタシは弓の天才、鷹たかの目の死神と呼ばれた女だよォ。そんな舐なめたことを言われちゃあ、受けないわけにはいかないねェ！」

　たとえ奴やつらがこの森のアジトに辿たどり着つこうと、そこにはまだ戦力が残っている。返り討ちはできるはずだ。その意味で言えば、名高い悪逆騎士を孤立させ、しばらくこの場に押おし止とどめておくというのもそれはそれで有意義なことだろう。最終的にはこの自分の結晶弾が奴やつの頭を撃ち抜いているのだろうし。

「よぉし。では一対一で正々堂々と勝負だな」

　狙撃位置を変え、新たな場所で体勢を整えた瞬間、ミショーンは撃った。

　喋しやべっていたエルフは慌てたように咄とつ嗟さに剣を動かし、それを弾はじく。惜しい。今のは偶然ではなかろうか？　それともそう見せているだけか？

「おいおい、いきなりだなぁ……こっちの得物はこの剣一本だぞ？　慌てることもないだろうに。小物っぽさが出ちまうぞぉ」

「よく喋しやべる女のほうが小物っぽいんじゃないのかね」

　ミショーンは呟つぶやき、また狙撃位置を変えるべく動く。

「私は慌てない。格の違いは明らかだからだ──ふむ、あえて宣言しておいてやろう。お前は最先端の銃で私を殺そうとしているんだろうが、私はこの古くさい剣一本でお前を倒す。まるで英えい雄ゆう譚たんだろう？　そして噂うわさを聞いた街の人間からの私の評価はうなぎ登りって寸法だ」
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　ふざけたことを。

　ミショーンは銃を構え、狙撃鏡スコープを覗のぞき、集中力を高めて狙ねらいを整え──引き金を引く。

　エルフは一歩も動かない、あるいは動けない。かろうじてその弾丸を剣で弾はじくだけだ。

　その目がこちらを見た。当然だ、弾が飛んできた方向に射撃手はいる。

　ミショーンは素早く動き出しながら考えた。奴やつの狙ねらいはそれだろう。この自分の、狙撃手の位置を特定し、頃合いを見て一気に間合いを詰め、接近戦に持ち込む。勝ち目はそこにしかない。ならば逆に自分は常に位置を特定されないように動き続けることが肝要だ。

　そして狙撃を続ける。一発当たれば奴やつはもう高速で踏み込んでくることなどできなくなる。

　ただし、もしも射撃を完全に外し、しかもその時点で居場所が特定されているようなことがあれば、逆に接近の隙すきを与えてしまうことになるだろう。

　奴やつは弾丸の見極めと受け流しを一度誤れば終わる。

　こちらは位置の移動と射撃を一度誤れば終わる。

　つまり、どちらが先にミスをするかの勝負だ。

　負けるとは思わなかった。

　弓でも銃でもそうだが、一度放たれたものはもう取り返しがつかない。戻ってくることなどないし、狙ねらいを修正することもできない。一発勝負であり、ミスはけっして許されない。

　その世界を長く生き延び、伝説の射手とまで言われたのが自分である。今更、こんなところで決着を焦あせり、ミスをするような精神構造はしていない。つまり自分はただ、自分の《当たり前》を行い続け、相手が焦じれてミスをするのを待てばいいだけだ。

　ミショーンは不気味に笑いつつ、新たな結晶剤を口の中で嚙かみ砕くだいた。

「ヒッヒッヒ。ま、気長に遊ぶとしようじゃないかね……？」
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「あんた、さっきの別わかれ際ぎわになに団長に耳打ちされてたの？」

「秘策を授ける、とか言われた」

「なにそれ」

「今回の件を片付けるために役立つかもしれない情報、らしい。実際、使えるかもしれないので忘れないようにしておく」

「なんか二人だけのヒミツみたいでむかつくわね……」

　アリシアを後方に残し、ヒオ達は森の中を走っていた。彼方かなたからはあの結晶狙撃銃の発射音。まだ二人の決着はついていないのだろう。ヒオは勿もち論ろんアリシアが敗北するとは思っていないので、その音が消えたときは彼女が勝ったときだ。

「近いぞ」

「そうですか。注意してまいりましょう」

　ほどなくして、レムが足を止めた。左右には密度の高い林、目の前には小高い崖がけのようなものがそびえている。つまり行き止まりに近い。こんな袋ふくろ小路こうじに案内してどうする気かと、ヒオはレムの動向に注意しながら腰の道具袋に手を伸ばす。

　しかしレムは鼻をくんくんと鳴らしながら、その崖がけに近寄っていった。

「臭いはこの奥からだ」

「とすると──何か仕掛けでもあるのでしょうか。レムさん、人の手の脂の臭いなどは感じ取れますか？」

「なぜだ」

「出入り口の開け閉めが行えるのなら、そこには必ず人の手が触れているはずです」

　ローズリリィの言葉に、レムは納得したように頷うなずいた。

「ふむ。くんくん──わかった、ここだぞ。何か窪くぼみがある」

「わたくしが触ってみましょう。皆様は警戒を」

　レムが示した崖がけの一部分にローズリリィが手を入れて、何事か操作する。すると、がこん、と重い何かが動いたような音がして──眼前の崖がけの一部分が大きく開いていった。そして現れたのは洞どう窟くつのような横穴だ。奥にはかなり広い空間がありそうに思える。

　ヒオはレムとはまた別の意味で鼻を鳴らし、

「大おお袈げ裟さなことね。秘密基地、ってやつかしら」

「しかしこれだけの隠いん蔽ぺい工作がしてあるのならば、今まで見つからなかったのも道理ですね。ここは大森林でもそれなりの奥地ですし」

　警戒しつつ、慎重に足を踏み入れてみる。

　壁や天井は基本的には自然の土や岩が剝むき出だしだが、奥に進むにつれて人工物での補強度が高くなる。かなりの技術と人手、そして時間が注つぎ込こまれている施設のように思えた。

　進みながら、ローズリリィが小声で呟つぶやいた。

「これは……アリシアさんの懸け念ねんが当たってしまったのかもしれませんね」

「そうね」

「何がだ？」

　コルの吞のん気きな顔が苛いら立だたしい。ヒオは溜ため息いきをついてから、

「この施設。つい最近作られたばかりじゃないわ。資材の劣化度とか見ればわかるし、そもそもこんなの一朝一夕で作れる規模じゃない。何ヶ月か、あるいは何年も前からあったものよ」

「ジェヴォーダン一家がニルイーストに現れる前からか」

「そう。その場合、じゃあ誰がこの施設を作ってたのかってことになる。そいつらがジェヴォーダン一家と協力関係にあって、この場所を提供したって考えるのが自然ね」

　ヒオは目を細めて、周囲に見えるものの質を見定める。一流の鉄が使われた資材。一いち分ぶの隙すきもない、計算された建築理念による工事。壁には結晶照明が据えつけられているが、それも勿もち論ろん一級品だ。

「やっぱり──《リッサ教導団》の線が濃厚ね」

「わたくしもそう思います」

　いつもの微笑ほほえみを消して、ローズリリィも同意してきた。

　慎重に進んでいるせいか、洞どう窟くつはまだ先が長そうだ。レムが注意喚起をしてこない限りはまだ喋しやべっていても大丈夫だろう。こいつは何もわかっていないのだろうから、早めに説明しておいたほうがいいことでもあろうし。

「どんな奴やつらなんだ」

「ジェヴォーダン一家の結晶技術の新しさを考えれば当然のことかもしれなかったわね。最新技術って概念と奴やつらは切っても切れない。新しい技術や理論を研究し、それを世界に広めることを目的とした研究組織よ」

「字じ面づらを見ると宗教と関係があると思われるかもしれませんが、そういうわけではありません。技術進歩で人々を文化的に教導する、という意味で名付けられている現実的な団体です。結晶法などの賢術も基本的には彼らが世界に広めていったもの。生活を便利にしてくれる国家的組織だと一般的には認識されていますね」

「じゃあ……いい奴やつらなのか？」

　コルらしい単純な反応に、ローズリリィとヒオは肩を揺らした。ローズリリィは微苦笑で、ヒオは呆あきれで。

「奴やつらは国家にも匹敵する力と──事実上の領土すらも持っている、独立した思想団体よ。このゼルディバッソ紋章国も、奴やつらを他の国家と同じ外部勢力として扱ってる。国内への表立っての介入を認めてはいない」

「彼らが開発した知識や技術など形のないものは、どうしても入ってきてしまうものですけれどね」

「それから、一番大事なことを言うわ。今の説明は全て忘れてもいいけど、これだけは忘れないように」

　ヒオはコルを睨にらんだ。

　言葉通りだ。これさえ伝わればいいし、これが伝わらなければ意味がない。

「団長とあたし達騎士団は、リッサ教導団を完全なる敵だと認識しているわ」

「……わかった」

　いつものぼんやり顔で、こくんと頷うなずく。どこまで理解したかは知らなかったが、少なくともいざというときに──目の前に殺すべきリッサ教導団の敵が現れたときに──今のような説明をしなくて済むようになったのだとは思いたい。しかし今のところは、目下の敵はジェヴォーダン一家だ。

　そしてその姿は、ほどなくして現れた。

　洞どう窟くつは広い空間へと変へん貌ぼうした。天井は高く、幅も広い。机や椅子に加え、様々な機材などが置かれている。どこか研究室じみた乱雑さ。ドアなども見え、いくつかの別の部屋にも続いているのだろうということがわかった。

　ヒオ達がその空間に足を踏み入れたとき、ちょうどそのドアの一つが開いて、中からアレックス・ジェヴォーダンが姿を現したのだった。

「おやおや。ここは企業秘密の宝庫。勝手に入られては困るんですが──」

「あたし達って取引先の関係者じゃないのかしら？　あんたの欲しがるものを納品しに行ったやつがいるはずだけど？」

　アレックスは一本取られたというように苦笑いし、一礼してから、自分が今出てきたドアをそのまま開け放って中を示した。

　部屋の中に見えたのは──両腕を壁の鎖に繫つながれたベルガランの姿。上半身裸で、憔しよう悴すいした表情を見せてはいるが、生きていた。

「おっと……ついに見つかっちまったか。ここで特殊なプレイに励んでいる俺の姿が……」

「元気そうですね。どうやら心配はいらないようです」

「いや悪い、おじさん、ちょっと空元気だ。血が足りねぇし腹も減ってるし……早くこの鎖を外してくれないかね？」

「こいつが大人しくそれを許可するかどうかによるわね」

　アレックスはあの営業スマイルを浮かべたまま、呆あきれたように首を左右に振っていた。

「いやいや。できるわけないじゃないですか。僕達は街の人々の──いや、世界の人々の幸せ、便利な生活のために真しん摯しに働いているんですよ？　そしてその見返りに、適切な報酬を頂いている。誰に対しても胸を張れる、誇れる経済活動をしているだけです」

　ヒオは顔を顰しかめた。こいつの建前しかない会話は気にくわない。それが商売人なのだろうが。

「世界の人々の幸せのため、ね。まるでリッサ教導団みたいなこと言うじゃない」

　彼には隠す気もなかったようだった。

「ああ──彼らは我々のパトロンのようなものですよ。多少の資金支援を受け、代わりに我々は結晶法の技術研究に協力する。ただそれだけです」

「この隠れ家もあいつらに提供されたんでしょう」

「その通りです。我々はこの付近に拠点など持っていませんでしたからね。ええ──全ては、この大森林の近辺で一匹のドラゴンの死体が発見されたのが始まりでした」

　厳しい目で周囲を見回していたレムが、ぴく、と肩を震わせた。

　ゆっくりと、焦点を合わせるように、アレックスを睨にらみ。

「……臭う。この洞どう窟くつは、その臭いに満ちている。ここか。ここが、我らが同胞の骸むくろを弄もてあそび切り分ける──その主たる場所か！」

　獣の瞳が爛らん々らんと光り始める。漂い始める鬼気。

　しかしアレックスはそれすらも営業スマイルで受け流し、独り言のように、言葉を続けた。

「実在が疑われるほどに希少な危険種──ドラゴン。その実際の死体の価値は計り知れないものでした。我々はその全てを研究し、自らの持てる結晶の技術と組み合わせて利用方法を探りました。顎あごは人体を容易たやすく砕くだく剣として。血は飲めば万病を癒いやす薬として。骨は美しさと硬さを備えた資源として。肺は機械鎧よろいを動かす動力として。目は五感を鋭敏にする刺激物として。その他にもいろいろ、です」

「儂わしの前でようも言うた。ようも言うたな！」

　レムが一歩を踏み出す。その小さな背中から、怒りの名で発せられる、人間ならざる圧迫感をヒオ達は感じとった。

「儂わしの名はレムナントレイザー。空と道の半ばにして骸むくろと化した、同胞の死体を回収するレムナントレイズが役目のドラゴンよ。それは全て、貴様らのような不貞の輩やからに我らの身体を玩具にされぬが為。このような姿ではあるが、覚悟せよ。儂わしはドラゴン、貴様は人間。無事で済むとは──」

　しかしアレックスは、まるでその怒気が届いていないかのように平然としていた。

　ぽんと手を打って、

「ああ、忘れていました。肉は、食べています。不思議なことに。適性があるものが食えば、肉は力になったのです」

「……なに？」

「臭いに満ちている、と言いましたね。それは僥ぎよう倖こう。ということは、その死体のドラゴンに似た臭いを持ったものはわからないのでしょう──あなたの後ろにいる彼女のことですが」

「なっ──」

　ヒオ達も気付かなかった。

　レムの背後の死角から飛び出してきたのは、見覚えのある女。ベルガランの恋人、キャニィ・ペリエだった。

　その両腕は人のものとは思えぬほど太い筋肉で膨ふくれ上がっており、一面に鱗うろこが生えていて。

　指先には小刀にも等しい鋭い鉤かぎ爪づめ。

　ヒオ達が動く間もなく、彼女はその腕を大きくレムの背後から突き入れた。

「が、はっ……な、なん、と……！」

　彼女の腹を貫通し、キャニィの異形の腕が抜け上がる。それを誇るように頭上に掲げてから──乱雑に、レムの身体を床に投げ捨てた。

　目を開いたまま、ぴくりとも動かない。

　千切れた腕を生やせるドラゴンでも、腹に大穴を開けられ、その中身のほとんどを床にぶちまけてしまったならば、至るところはそこしかないのだろう。

　死んでいた。




「ふふ、うふふふ！　やっぱり美味おいしいものを食べるのが正義ね！　ドラゴンの肉を結晶処理して食べたらこんなに元気になっちゃえるの！　まあ他の人が食べたら死んじゃうんだけど、あたしはなんか胃が強かったみたい！」

　キャニィは以前会ったときと同じく、明るい笑顔を浮かべていた。血に濡ぬれた異形の腕をぶるんぶるんと振り、そこら中に赤色を振り撒まいていた。

　人外の、おそらくドラゴンの腕。腕力──破壊力は、今見た通りだろう。容易たやすく人体を貫き破壊する。圧倒的な、膂りよ力りよく。

　その彼女を傍かたわらに侍はべらせて。

　アレックスは満足げに頷うなずいてから、にこやかに言った。

「さて。おそらく貴女あなたがたがもっとも頼りにしていたであろう、助すけっ人とのドラゴンはこうして死んでしまったわけですが──どうします？」
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　目を凝らし、神経を外部に張り巡らせ、察知の網を広げて待つ。ただ待つ。下手に動けばそれが雑音となる。

　視界の端で何かが煌きらめいたように感じた瞬間、それに反応して剣を動かす。光ったのと同時に身体が導いていた軌道をさらに微修正し、飛来してきた高速の結晶弾を剣の腹で弾はじく。軌道を逸そらされた弾丸が横手の木に当たり、木はめきめきと音を立てながら大地に伏した。

　割り裂かれたその木をちらりと目だけで見やってから、アリシアはすぐさま次の狙撃に意識を集中させた。何度目か──何十度目かの。

「やれやれだ……」

「ヒッヒ、どうしたのかね？　打つ手なしって感じじゃないか！」

　遠くから老婆の声が聞こえる。そこから位置を推測するのはいいが、しすぎてはいけない。次の射撃はそこからさらに移動したものになるだろう。

　と思っていたら次はそこから撃ってきた。裏をかかれた形だが、反応で乗り切る。今よりも予測に比重をおいていたら危なかった。

「しぶといねぇ。八十年生きてきたが、その中で一番弾数を使った相手だよ、あんたは。それだけは誇っていいさ。だが──アタシの誇りは、今まで仕留め損なった獲物が一匹もいない、ってコトでね！」

　狙撃。また弾はじく。辛かろうじて。

「なるほどなるほど、わかってきたよォ……弾たま切れを狙ねらってるんだろ？　それに合わせて、残り弾の少なくなったアタシの焦あせりも待ってる。ヒッヒッヒ──こんな老婆に持久戦とはずいぶんひどい仕打ちじゃないか」

「……」

「だが無駄さね！　弾たまはまだまだある！　そしてアタシにはけっしてミスは起こらないッ！　息を吸うように、ただそうするのが当たり前として、人生の全てを狙撃に賭かけてきたアタシだからねェ！　剣一本で勝てるわけがないッ！」

　弾丸。硬い音。弾いて、木々が倒れ──枝が裂けて落ち──それを見て。

　やっとちょうどいいのができたな、とアリシアは思った。

　アリシアは唐とう突とつに身を翻ひるがえし、木々の後ろに身を隠す。

「むっ──」

　老婆が注視する気配。動きを変えたことをどう思ったか。警戒しているだろう。

　彼女には見えているだろうか？　今倒された木の枝を、アリシアが拾い上げたことに。ほどよい大きさでほどよいしなりのそれを、弾はじいた結晶弾の破壊が作ってくれるのを、待っていたことに。

（さすがにゼロからこの剣で切って作り始めたら、邪魔されちまうだろうからねぇ。ほい、ほい、っと）

　剣は手早くその枝の余分な出っ張りなどを落として形を整えるだけに使った。それだけなら数秒で済む。そしてその先端を使って枝に小さな紋章を刻むのに使った。それも数秒で済む。

「総体は錐すい形けい。主紋はヴァジュリの茎。冠はイージスフライ。銘は〝撓しなう〟とあれ」

　それから懐ふところに入れていた糸を──大森林でのサバイバルキットの中に入れて持ってきていた汎用の糸で、強度はかなりのものだ──手早くその湾曲した枝の上下に結びつけていく。言うまでもなく枝は縮ませて、糸に強い張力が発生するように。

　そう、つまり、弓だ。

「ふはは！　剣一本で勝つとは言ったが、剣一本しか使わないとは言ってないぞ、鷹たかの目！　決着をつけよう！」

　アリシアはその紋章弓を左手に、騎士剣を右手に、隠れていた木から一気に躍り出た。

　そこからは、ただの、予測と運だった。

　どこから射出するかを待ち受けていたわけではないため、今までのように受け流すことはできない。ただこちらが行動のリズムを変えて、奴やつが警戒して注視していた状態で、こうして弓を持って姿を現したのならば──

　今、撃つ。

　何も見ずに、その感覚だけで身を翻ひるがえす。そこで身体に当たってしまえば運が悪かったと諦あきらめるしかないところだったが、幸いにして結晶弾は脇腹の横を掠かすめて飛んでいった。そこからすぐさま射撃位置を逆算、アリシアは身を翻ひるがえした動作から流れるように膝ひざをつき、右手の騎士剣を指に挟み──矢に番つがえて、いっぱいに引く。

　カッと目を見開くと、その視線の先には、遠くの枝葉の向こうに、驚きよう愕がくの表情を浮かべている老婆の姿。そう、姿が、見えた。この距離を見るために、あちらは色々と手を凝らしてるのだろうが──こちらは身一つで済む。

「悪いね。エルフは人間より目がいいのさ」

　見えたのなら、撃つだけだ。

　紋章弓の効果で、騎士剣が矢と化して飛ぶ。普通に考えればありえないことだろうが、そういう射出力と安定性に特化した弓となるように調整した紋章を刻んだのだ。

　とはいえ、出たとこ勝負ではあった。狙ねらった通りに飛んだのは幸運もあるだろう。

　老婆の肩口に、深々とその騎士剣が刺さったのが見えた。悲鳴を上げて、樹じゆ上じようから落下する。

　アリシアはふう、と息を吐いてから──

　にやりと笑った。

「随分弓の腕に自信があったみたいだが……ま、一言で言えば、年季が違ったってわけさ。たった八十年とはね。まだまだガキじゃないか」




　それから、アリシアは射的の景品をもらうべくそちらに間合いを詰めていった。

　樹きの下で倒れている老婆の前に、姿を現す。彼女は肩口から多量の血を流し、地面に突っ伏すようにしてもがいていた。さすがに体力は老婆の見た目のままだろう。

「エルフは弓が得意、なんてのは当たり前の話だろ？　それを忘れてたのが敗因さ。私だって若いころはあったんだし、そんときは弓も使ってた」

「うう、あああ……」

「んー、ほっときゃ死ぬかな？　死ぬだろうな。まあどうでもいいが、一応その物騒な銃と結晶だけは回収させてもらうぞ──」

　と、地面に転がっていた結晶銃に手を伸ばしたときだった。

「ヒッ、ヒヒッ、ヒヒヒ！　この、アタシみたいなしぶといクソババァが、簡単に死ぬと思うのかい!?　アタシに弓の腕で勝つなんて、あっちゃならない、あっちゃならないのサ──だから、今、撃ち殺すッ！」

　息も絶え絶えだった老婆が身を回転させると。

　その手に、小型のボウガンが握られているのが見えた。

「──！」

「アタシは鷹たかの目のミショーン！　人生で、逃がした獲物は、一匹もいないッ──死ぬときゃそう言って死ぬって決めてんだよォ！」

　至近距離すぎた。老婆の腕は、この状況でも確かすぎた。

　ボウガンから放たれた矢は、狙ねらい違たがわず──

　アリシアの頭部を、深々と貫いた。
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　竜の腕を振るうキャニィが襲いかかってくる。腕だけではないのだろう。身体のそこかしこが、竜の影響下にあると思えた。だから彼女はただ一個の生物としての脅威を示す。

　掠かすめた指先が固い土壁に深い亀き裂れつを作る。踏み込んだ膝の巻き添えとなった頑がん丈じような樫かしの木の机が容易たやすく破壊される。鋼鉄製らしき何かの装置は彼女が飛び乗っただけでただのひしゃげた鉄の塊となる。

　形を持った暴威。肉体という兵器。コル達は必死で彼女に飲み込まれまいとしていた。

　下手に受けては腕ごと潰つぶされる。懸命に回避する。ヒオの拷問道具や、コルのナイフや、ローズリリィの体術はただ受け流しに使われるのみだ。

「このままじゃまずいわね。やっぱり、あれに対抗するには──」

　呟つぶやいたヒオが、ナイフを構えて身構えているコルをちらりと見やった。

「──行ってきなさいよ」

「いいのか」

「しょうがないでしょ」

　ならば迷う必要はない。小さく頷うなずいて、コルは身を翻ひるがえす。残されたヒオ達はさらに持てる技術の全てを使い、竜の力を得たキャニィを押おし止とどめようとしていた。時間稼ぎ、とも言い換えられるのだろうが。

「えー、なになに？　あの子は私に食べられてくれないの？」

「小さいし筋張ってるガキよ。どんだけ悪あく食じきなの？」

「さすがに私も人間は食べられないわよ。比喩よ比喩。あ、それとも別の意味で食べちゃう？　若い男の子のはじめてって、サイズは小さそうだけどとっても美味おいしそうじゃない？」

「それには同意させていただきましょうか。ちなみに、思ったほど可か愛わいらしいだけではありませんでしたとご報告させていただきますよ」

「え、なに、あなたもう味見してるの？　ずっるーい！」

「まだ見させていただいただけではございますが」

「ンな話してる場合じゃないでしょーがっ！」

　背後の騒がしさを置き去りにして、コルはドアが開いたままだった一つの部屋に飛び込む。

　ベルガランが拘束されている部屋だ。

「……はは、外はなんだか楽しそうだなぁ。俺も遊びに混ぜてもらいたいもんだが……」

「ベルガラン。鎖は外せるか」

「外せたらこうしてねぇよ、コル坊」

　ちらりとドア越しに部屋の外を見やる。悠然とキャニィの戦いを──まるで商品の価値を確かめるように──眺めていたアレックスがその視線に気付き、ポケットから鍵かぎ束たばを取り出して悪戯いたずらっぽく揺らしてみせた。

「鍵かぎはここですけど？　あと、この束の中のどれだったでしょうかね？」

　アレックスをまず倒す。診療所で見た通り、結晶銃を持っているだろうから簡単にはいかないかもしれないが。それからあの鍵かぎ束たばを奪う。どれが合うかわからないので一本一本確かめていく。キャニィの暴力を避けながら。

　──無理だ。

　だからコルはアレックスではなく、再びベルガランに向き直った。

「アリシアから、こんなときのために言われてたことがある」

「なんだ？　直接言うのは照れくさいけど……っていう愛の告白だったりか？　へへ、まずいな。あいつとは昔むかし馴な染じみみたいなもんだから、そいつはちと照れくさくなって──」

「ベルガランを自由にするのが第一だ。そしてあいつは頑丈だ、って」

　コルは無表情にナイフを持ち上げた。

　それを見たベルガランは何かに気付いて嘆息し、肩の力を抜いて全身を弛し緩かんさせた。

「あーあ、しょうがねぇなあ──やれよ」

　そしてコルはナイフを何の手加減もなく振るって。

　ベルガランの手首を、切り落とした。右。ついで左。

「ぐっ、おっ、うおおおおっ……！」

「ベルガランはこれぐらいじゃ死なない。だからコルにもできるはずだ、ってアリシアは言ってた」

「そういう問題じゃねぇ、おお、死にそうに痛ぇぜッ……！」

　だが、そのおかげで。ベルガランの両方の手首から先が離れたおかげで、その手首に繫つながっていた鎖から腕が抜けた。

「ぐぅっ、ほっときゃ血は止まるし、切断面を合わせてりゃ手もくっつくとは思うが……やべぇな、いかんせん体力が──」

　そのときこの監禁部屋にローズリリィが飛び込んできた。ベルガランに歩み寄り、

「わたくしが〝生命法〟で癒いやしましょう。申し訳ありませんが、少し時間がかかると思います。その間コルさんはヒオさんのお手伝いを」

「わかった」

　役目を交代。部屋を飛び出し、ヒオに襲いかかっていたキャニィを牽けん制せいすべく斬りかかる。振り向きざまに腕を振るわれ、それが刃を掠かすめただけでコルの身体が吹き飛ばされた。ナイフが砕くだけなかったのが奇跡的な勢いだ。気をつけなくては。

「首尾は？」

「助けた。だけど少し時間がかかる」

「それが一番キツいんだけど」

　ヒオは額に、全身に、汗を搔かいていた。彼女の得物は武器ではなく、人間を痛めつけるための拷問具だ。人外の力を振るってくる竜りゆう人じんと戦うためのものではない。それはコルのナイフも同じだ。相性が悪い。

　そして、さらに──

「やれやれです。逃がすために大切な商品を傷つけるなんて……本末転倒だとは思わないのですか？」

　肩を竦すくめながら、アレックス・ジェヴォーダンがキャニィの隣に歩いてきた。

　結晶銃を抜いている。

「それに、彼の身体には価値があるんですよ。ドラゴンそのものではないので、詳しい効果は今使っているものよりは低いでしょうし……あるいは無価値な部位もあるかもしれませんが。全てはこれからの研究と調査次第です。無駄にしてもらっては困りますね」

　ベルガランが拘束から脱してしまったため、アレックスも見ているだけとはいかなくなったということか。だがベルガランは体力の消耗が激しく、部屋の中で治療中だ。ここでコル達を殺し、ローズリリィも殺せば、まだ簡単に彼を囚とらわれの獣に戻せる。

　ヒオが舌打ちした。

「余裕ぶっちゃってまあ。二対二だから正々堂々、みたいなツラしないでほしいわね」

「おや。名高い悪逆騎士団ともあろう方々が、ハンデをつけてくれとでも言うつもりで？」

　ヒオがジト目をちらりと横に向けた。

「あんた、何か隠し技とかないの。こいつら二人を速効で殺せるようなやつ」

「知ってるだろ。アリシアの命令がないと──ヒオこそ何かないのか」

「むかつくけど、ないわね。あんたと一緒よ」

　面白がるように、キャニィとアレックスがゆっくりと間合いを詰めてくる。

　コルとヒオは、少しでも時間を稼ぐべく後退する。しかしその踵かかとがベルガラン達のいるドアに当たり、もはや下がれなくなった。

　ヒオが呻うめき、もう一度、大きな舌打ちをする。コルは何かを受け入れたような息を吐いて、ナイフを持ち上げる。

　そして、この場にいる何人かの運命を確実に潰ついえさせる、無慈悲な交錯がついに始まろうとしたそのとき──

「おお、頑張ってるね、諸君。けっこうけっこう」

　場の緊張感にそぐわない軽い声と、拍手の音が、聞こえてきた。
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　ミショーン・マイティホークは、確かに、自らの放ったボウガンの矢がアリシア・クイッテンエリアリのこめかみを貫くのを見た。衝撃で金髪を巻き上がらせ、どうと地面に倒れたのを見た。

　そして。

「ふ……ふふ。はは、は……」

「な──」

　頭にボウガンの矢を刺したまま。金髪を微少な赤色で汚したまま。

　エルフが、むっくりと起き上がるのを、見た。

「最近、ここをどうにかされることが多いな──運が良くて助かっているよ」

　騎士剣で貫かれた肩の傷からの出血。そして眼前の得体の知れない存在に対する恐怖が、重苦しい闇のような冷感となって、ミショーンの全身を飲み込もうとしていた。けっして逃れられない、不吉の闇。呼吸を止め、温度を消し去る、絶望の抱ほう擁よう。

「ふ、不死身なのかい……アリシア・クイッテンエリアリ！」

「いいや。ただ当たり所がいいだけさ、本当にね」

　アリシアはにやりとそう言って、頭に刺さったままの矢の端を軽くつついた。

　それから彼女は先程撃ち放っていた騎士剣をミショーンの肩から引き抜き、信じられないといった顔で呆ぼう然ぜんとしている彼女の首に、その刃を改めて走らせた。

　大森林の片隅で、その短い生を全うした八十歳の老婆の骸むくろに、アリシアは呟つぶやく。

「悪いが、これを知ってるのは、今のところコルと、騎士団の連中と──奴らだけなんだ。大事に隠させてもらうよ。何せこいつは世界の秘密に関わってるんでね」
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　ヒオ達が道すがら残してくれていた目印を辿たどり、アリシアもその空間に辿たどり着ついた。

　ぱちぱちと拍手しながら、改めてその状況を見やる。ヒオとコル。二人が守っているような位置関係のドア。ローズリリィとベルガランはその中だろう。その前には肉体の一部分を人外の形に膨ぼう張ちようさせたキャニィと、短距離用の結晶銃を持ったアレックス。そして既に大半が滅め茶ちや苦く茶ちやとなったこの空間の床には──腹に大穴を開けられ、事切れたレムの姿。

「なるほどなるほど。ま、だいたい何があったのかはわかったよ」

「遅いお着きで、アリシア・クイッテンエリアリ」

「元気なババァにしつこく遊びの相手をせがまれてね」

「彼女はどうしました？」

「勿もち論ろん、行くべきところへ行ったさ。あんたが結晶で吹っ飛ばした部下達と一緒のところに」

「そうですか」

　寂しそうでも哀かなしそうでもなく、アレックスは頷うなずいた。

　アリシアは一同のほうに歩を進めつつ、

「アレックス・ジェヴォーダン──お前らはたいしたもんだ。ドラゴンの死体を発見するやいなや、お前達はまず自分達の持つ結晶法の技術と組み合わせることを試みたんだろう。今までにない便利で新しい道具を作り出すことを求めたんだろう」

「その通りです。人の為ためになることをして、幾ばくかの対価を頂く。これ以上に正当な活動がありますかね？」

「いや、立派だよ。市民生活の向上、実に立派。世間一般でいやあ、間違いなくお前らはいい奴やつだ。そいつは──私達がお前達の店全部に査察に行ったとき、周りの市民達の反応でよーっくわかったさ。お前達の店は愛されてる。市民の生活を便利にする、なくてはならないものだと求められている」

「そうでしょう。僕達はこれからもそうするつもりです」

　アレックスはそれが当然だというように深く頷うなずいた。

「貴女あなた達は、それを邪魔しているのですよ？　市民の笑顔を守るのが騎士団の務めでしょう。確かにお仲間の一人とは別れなくてはならないかもしれませんが、それは大事の前の小事というものではありませんかね？」

「市民の笑顔を守る？　はっはっは。そりゃ、王都にいる他のご立派な騎士団ならそうだろうな。だが、私達は違う」

　アリシアは大きく肩を揺らしながら続けた。

「私達は、私達が笑うために悪逆の騎士団として在るんだ。それを邪魔する奴やつは──誰であろうと、私達を脅おびやかす大悪と見み做なすさ」

「聞くに堪えませんね、本当に」

「理由を作れと言われればまあいくらでも作れるが。そうだな、他のどんなものはいいとしても、あの結晶薬だけはいずれ人を死に至らしめる沈痛の毒だ。許せない──って憤慨してるって流れはどうだい？」

「ほう。では仮に、あの結晶薬の流通だけは完全に止めると約束したらどうです？　見逃してくれますかね？」

「んなわけない」

　アリシアはにまりと笑い、アレックスもそれに笑みを返した。

　ただ──それが合図となった。

　アレックスが素早く銃口を持ち上げる。キャニィが竜の腕を振り上げながら足を踏み出す。

　そしてアリシアは、自分の服の胸を、引き下ろした。

「我が名はアリシア・クイッテンエリアリ。王の紋章に誓い、国家騎士法第三特例《悪逆の解放》を宣言する。紋章王ゼルディバッソの王おう威いにより、これより以後、汝なんじらの罪は騎士権と同視される。紋章に誓え」

　誰よりも早くそれに応えたのは。

「御意。ベルガランナイザー・グライドウォーク──紋章に誓い、醜悪を持って我が悪逆を示すッ！」

　コル達の後方のドアをぶち抜いて現れたベルガランだった。

　頰ほおに光るは、普段は隠されている、罪人の紋章。

　裸の上半身の筋肉が隆起している。腕は太く、ところどころに鱗うろこの肌。繫つながった手首の先にある指は、大きく、長く伸び、まるで鉤かぎ爪づめのように。

　それこそが、彼に今だけ許された《醜悪》の罪。

　彼はその勢いのままに──似たような姿となっている、かつての恋人と激突した。

　アリシアに対して振るわれていた腕を受け止め、鉤かぎ爪づめ同士をぎちりと絡からませ合う。

「いよお……久しぶりだな、キャニィ。いつもみたいに汗だくで愛し合うか？」

「いいわね。そのあとはいっぱいお肉を食べましょう？」




　アレックスは素早く引き金を引いた。原理自体はミショーンの使っている結晶狙撃銃と変わらない。だが短銃であるこちらは精度の代わりに威力重視だ。結晶弾は命中すると体内に潜もぐり込み、肉の中で炸さく裂れつして人体を完全に死に至らしめる特製品。ミショーンほどではないが、アレックスも充分に鍛錬を行い、その銃の扱いには習熟している。

　照星の先にいるエルフに向けて、放たれる弾丸。しかし、

「御意。コルナルド・ナイン──紋章に誓い、殺人をもって我が悪逆を示す」

　その前に飛び込んできた少年が、その弾丸を苦もなく弾はじいた。

　掌てのひらからぬっと突き出てきた、異様な──白い骨の刃のようなもので。

「これは、ドラゴンの爪を結晶加工して作った弾丸です。鋼鉄すら打ち抜く。受けた鋼の剣すらも折り砕くだく。それを弾はじくその刃は……いったい、何なのですか──!?」

　コルはいつものぼんやり顔で答えた。

「さあ。わからない」




　その一発の銃声は開始の合図だ。

　彼の混乱と疑問が取り残されることになろうとも、もはや止まりはしない。

「くっ。ここに来て、どういう商品価値なんだ、それは──しかも、あれはッ──ダークエルフ!?　いったい、どうなって……！」

「……」

「ええい、全てが終わったあとで、両方ともじっくりと調べさせてもらいましょう！」

　二人の戦闘が始まった。アレックスは距離を取り、コルが詰める。アレックスも動きはなかなかのものだった。暗殺者としての能力を十全に発揮しているコルに、その身に触れることを許さない。機を把握した絶妙な射撃。それがコルの足を止め、回避と防御の行動を強制させる。弾丸はコルにとっても、集中していれば辛かろうじて弾はじける、というものだろう。そして仮に当たれば一撃で戦闘不能になる。そんな武器だ。

「さて、どうするかな」

　下手に援護して流れ弾だまに当たったら笑い話にもならない。本来の姿に戻ったアリシアがひとまずその戦闘の流れを様子見していると、

「ふう。疲れました……」

「お、ご苦労さん」

　ローズリリィが、ベルガランがドアをぶち抜いて飛び出してきた部屋の中から出てきた。

「ベルガランの治療をしていたんだろう？」

「その通りです。空元気を見せていましたが、かなり衰弱していらっしゃいました──おかげでわたくしのほうが燃料切れです。せっかく悪逆の解放をなさってもらっていますが、ここには、殿方が少ないのでなんとも──」

「ああ、そうだな。他人の精気を無理矢理奪って燃料にすることはできないか。仕方ないからお前は休んでな」

「はい、申し訳ありません……」

　しかしそこで、ヒオがローズリリィに向けて言った。

「〝生命法〟で怪け我がをもう一人ぶん治すくらいの体力はある？」

「レムさん、ですか？　ですがあれは、もう完全に──」

「違うわ。これから怪我をする奴がいるのよ」

　アリシアはすっと目を細めた。ローズリリィも気付いたらしい。

　ヒオは真剣な目で、

「せっかく団長に解放してもらってるのに、あたしも役に立たないのは同じよ。痛みを出す奴やつがいないと喚べない。でも──一人分なら、なんとかなるわ。オマケ程度の微妙なものにしかならないでしょうけど、あいつにだけ活躍させるのは我慢できない。せいぜい手伝ってやるわよ」

「なるほど。つまり──愛だな」

「愛ですね」

「違います！」

　憤慨したように反論してから、まったくもう、とヒオは前を向いて。その服の裾をめくりあげて、下腹を外気に晒さらした。そこにも、罪の紋章が光っている。

「御意。ヒオ・マシロストリーク──紋章に誓い、拷問をもって我が悪逆を示す」

　そして彼女は道具袋から一本の錐きりを引き抜いて。

　躊ちゆう躇ちよなく、自分の左腕にそれを深々と突き刺した。

「うっ、ぐ、ああ、あああっ……！」

　肉を貫く錐きり。押し込んでいく。血が噴出する。痛いだろう。痛いはずだ。そうでなくては意味がない。だから彼女は錐きりを捻ひねって回すようにして、さらに自らに痛みを加えていく。人体の自然の反応として、零こぼれる涙。しかし拷問をしているときの彼女は──昔の彼女に戻る。心のない、ただの装置として拷問を行わされていた、過去の彼女という存在に重なる。

　だからその痛みを感じつつも、彼女は氷のような無表情になって。

「──奉ほう奠てんする。これなる者達の痛苦を。其そは我が願望の代償なり──略式次進行。成遂者よ、代償を喰くらい、此処ここに顕じ給え」

　彼女は世界の禁じられた法則に手を触れる。

　痛苦は願望の代償たりえるという、秘された法則に手を触れる。

　結晶法、紋章法、生命法──今までに見み出いだされている賢術の中で、唯一、在ってはならないモノとして歴史の倫理に封じられた賢術。

　第二賢術《代償法》。

　その基礎理念は〝生命の喪失〟という概念の定量化だと言われている。痛みを代償に、ここではないどこかの扉を開き──痛苦の代わりとなる何かを引っ張り出す。人の痛苦を喜んで喰くらう何かを喚よんでくる。

　生いけ贄にえの儀式の必然的な発生。邪教の蔓まん延えん。無知と無謀による無為な死。それらを防ぐため、過去、人類は共通して第二賢術の存在とその使用法を闇に封じた。

　だが今。彼女の足下に、闇が生まれる。禁忌を教えに頂いただく邪教徒の家庭に生まれ、その才と方法を知り得てしまった拷問の姫が、自らの痛みで歴史を嘲あざ笑わらう。

「──来なさい、痛みの子らよ」




　直後だった。

　何十度目かの射撃。そこで生まれた隙すきに次弾の弾たま込めをしつつ、飛び離れようとしたアレックスが──がくん、とふらつく。

「な!?」

　自分の足を見る。その足首に、何か黒いモノが、巻き付いているのが見えた。蟠わだかまる闇で形作られた、小さな無数の赤子のようなモノだった。見るのは初めてだったが、アレックスは本能的に理解した。これはごく稀まれに異世界より現れるという不吉の霊体──〝魔〟だ。つまり。

「代償、法、だと──!?」

　その驚きよう愕がくそれ自体が既に致命的だった。ひどく微妙なバランスで成り立っていたその戦いは、彼がすべきときにすべきことをしなかっただけで、終わる。

　コルの踏み込みはいつもより半歩早く、そして長い。はっと気付いたアレックスが銃弾を放ち、それをコルの骨刀が弾はじくのも早い。

　そして早ければ──骨刀はそのまま、アレックスの肉の中に。

「禁忌の、賢術に。ドラゴンの爪にも勝る、骨の刀。何なのですか、貴方あなた達は。ふふ、ははは、ああ、とても、金になりそうなッ……ちくしょう、僕はまだ、こんなところで──すまない、ごめんよ、ごめん……」

　どういうわけか、誰かに謝りながら。

　アレックス・ジェヴォーダンは血の海に沈んだ。
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　ベルガランとキャニィは、似たようなモノだった。

　ドラゴンの力を具そなえた異形の肉体。それを単純に、ただ物理的に、ぶつけ合う。

「あはは、あははは！　似たもの同士だったってことかしら、あたしたち！」

「っ……俺は、生まれつき、なんだがな！」

「ふふっ。あたしは食いしん坊だったからよかったのかしら。凄すごい力を持つモノの肉を食べたら、そうなれる……昔話でそんな話は聞いたことがあった気がするけど、まさか本当にそうなんて、驚きよ」

　交錯する鉤かぎ爪づめの手。人間の頭を一方的に握り潰つぶす怪力も、同種のものであれば力比べが生まれるだけだ。鱗うろこの生えた肌は多少の損害などものともしない。何かの拍子に流れ出た血も、ドラゴンの生命力の前では、瞬またたく間まに止まっていく──

　互角と思われた二人の交合も、次第に、偏りが生じてきた。

　コルに切断された手首はローズリリィの生命法で治ち癒ゆされたとはいえ、ベルガランは元々が数日監禁されていた身である。体力の消耗があった。些さ細さいな要素であったそれが、戦いが長引くにつれ、無視のできない差として重く圧のし掛かってきたのである。

（くそっ……まずいな。あいつらが手出ししてこねえのは、俺に気ィ使ってるからだろ？　ンなときばかり空気読みやがって、まったく、優しすぎる仲間だなぁっ！）

　この形があえて作られているというのに。助けを呼ぶことほど情けない話はない。負けることほど情けない話はない。

「く、お、おおっ──なあキャニィ、お前はなんでこいつらとつるんでる!?」

「いろんな珍しいものを食べさせてくれるからよ！　ドラゴンの肉の結晶包みとかね！　元々身体が頑がん丈じようなのと食欲しか取り柄がない女で、単純な力仕事係みたいなんだったけど──うふふ、今はなんだか特別になれたみたい！　幹部扱いかな？　これからはもっと美味おいしいもの食べさせてもらえるかな？」

「知らねえよ、今も単純な力仕事してんのは変わんねえ気がするが！」

　汗と血が飛び散る。涎よだれと言葉が零こぼれる。

「ああ、楽しい、楽しいわ。こうしてお腹なかが減って、そのあとで──美味おいしいものが食べれる。最高ね」

「その予定のご馳ち走そうの名前、一応聞いとこうかな」

「ベルガランナイザー・グライドウォーク」

「だと思った」

「あなただって、これが終わればあたしを食べたいなって思ってるところじゃないのかしら？　ほら、もう服とか破れて胸もお尻も丸出しなんだし？」

「──ま、ある意味、そうだな。食べてえな」

　致死の拳を振るいながら、出会ってから今まで交わしていたのと似たような、軽口を叩たたく。

「あはは。やっぱり似たもの同士なのね、あたしたち。相性、いいみたいっ！」

　疲労が何かの一線を越えた。拳を受け止め損ね、もろに腹部にくらう。

「がはっ……」

　腹部が爆発四散したような衝撃と共に、ベルガランは後方に吹き飛ばされた。幸いにして本当に爆発してはいなかった。おそらく中身はひどいことになっているだろうが。

　よろよろと立ち上がりかけて──ベルガランは、自分のすぐ横に、アリシアが座っているのに気付いた。

　ブーツの足を組んで、元から置かれていた椅子の上に。まるでここが騎士団の詰め所であるかのように平然と。そうして……自分にすべきことはないとはっきりその態度で示すように、ただ、ベルガラン達を見ていた。

　ただ──口は出してもいいだろうと、思ったらしい。

　褐色の肌、本来の姿に戻っているアリシアは、にやりと笑って。

「似ている？　そうかな。本当のところは、そいつとあんたは全然違うモノだと思うぞ」

「あら、急に日焼けした？　どうでもいいけど。いくら上司のひとでも、この肉食恋人同士のラブラブタイムは邪魔しないでほしいの」

「邪魔はしないさ。だが、見定めて、口を出す権利くらいはあると思うね」

　アリシアはじっとベルガランを見つめた。深い瞳だった。

　それはまるで──もう、二十数年も前。初めて言葉を交わしたときのような。

「ベルガラン、見せてやるがいい」

　はっとした。彼女は視線を逸そらさない。そのまま続ける。

「お前の真なる醜悪を。そこで寝ているレムにも、他のドラゴンにもできない、世界でお前だけの醜悪を」

　ベルガランは、短く。

　いいのか、と問うた。

「私はお前の親代わりだぞ、坊主？　お前の母がこのニルイーストに来たときからな」

　アリシアが目元と頰ほおを緩める。

　肩を竦すくめるように、面白がるように、続けた。その軽さはおそらく意識してのものだ。

「目の前に、お前の全てを受け止めてくれそうな恋人がいるんだ。お前が全てを曝さらけ出だして──それを彼女がどう受け止めるか、確かめる義務があると私には思うんだ」

　ベルガランは、大きく嘆息してから。

「母親代わりに、そう言われちゃあ──従わないわけにもいかねぇな！」

　罪人紋章が起動している今なら、自分はもう一人の自分になれる。

　自分の中に混ざり合った血を、別の形に反転できる。それは自分が自分だから為なせること。人とドラゴンの間に生まれたものだから、できること。

　息を止めるようにして。鼓動を止めるようにして。

　ベルガランは自分の内圧を高めた。何が始まるか理解はしていないのだろうが、キャニィが追撃してくる。避けなかった。胸板に鉤かぎ爪づめが突き込まれ、深々と肉に刺さる。だが──それも。もうすぐ、意味がなくなる。

「キャニィ。お前は──ドラゴンって生き物のことを、知らねぇな」

「!?」

「あいつらの一番の特徴は。一つの存在が、一対の生命を持ってるってことだ。そこで寝てる幼女みたいに人間に似た姿をしたやつと、お前達が結晶にして利用してたような、竜の姿を持ってるやつ。二つは個々に生きて動く、違う存在でありながら、同じモノだ。だから同じ名前で、ただその役割だけを変えて呼ばれる。《歩く者ウオーク》と《滑空する者グライド》だ」

　鉤かぎ爪づめが引き抜けないことに気付いたか、キャニィの目が見開かれる。同時に──

　ベルガランの身体が、膨ふくれ上がり始めた。

　紋章の解放に従い、手足が竜化した、さらにその先。

「ドラゴンの子は、常に《歩く者ウオーク》と《滑空する者グライド》の双子として同時に生まれるんだってよ。なのに俺は人間の母の腹から一人で出てきた。わかるか？　俺は、ドラゴンである以上絶対に持ってなくちゃならん二つの在り方を、この一つの身体に押し込めてるただ一人匹のドラゴンなんだよ。だから俺の中には、二つの形が一緒に詰まってて……名前も、こうなってるのさ。

《滑空する者にして歩く者グライドウオーク》ってな」

　そうして、ベルガランは、もう一つの形を現した。

　人よりも遥はるかに巨大な。全身を爬は虫ちゆう類るいじみた鱗うろこに覆おおわれた。

　細長い顎あごと、角と、翼と、鉤かぎ爪づめの前肢と肉厚の後肢を持った──

　人が恐れをもっておとぎ話の中に語り合う、危険種としてのドラゴンの姿そのものに。

　高くなった視界。ベルガランはキャニィを見下ろす。竜の力の欠片かけらをその身に宿しているだけの、かつての恋人の姿を。

　その姿が大きくなる。顔を近付けていくから、大きくなる。

　彼女は避けられないと悟ったか、ただ、笑った。




「なあんだ──あたし、ホントに食べられちゃうんだね」




　しばらく後。

　ベルガランは人の姿に戻っていた。疲労感と倦けん怠たい感かんの中、ゆっくりと、歩を進めて。

　床に倒れたキャニィの横に、あぐらを搔かいて座った。

　勿もち論ろん、実際には食べていない。ただ鋭い牙きばで嚙かんで──その命を、咀そ嚼しやくしただけだ。

　今はまだ、命の残り香がある。

　血を吐いて、彼女は掠かすれ声で呟つぶやいた。

「あたし達、贔ひい屓き目めに見ても──お似合いの恋人だった、はずなのにね。どこで間違ったのかしら？」

「……お互いを食べようとしなきゃ上手うまくいってたのかもな」

「変なの。毎晩一つになっときながら、本当に一つになるのは嫌がるなんて。みんなそうなのかもしれないけれど」

　彼女が笑いの吐息を漏らす気配。

　それから、しばらく無言の時間が流れて──

　いつか、枕元で聞いた、眠りの間ま際ぎわの囁ささやき。

「食べちゃいたいくらい好きだったわよ、ベルガラン」

「……俺も同じさ。楽しかったぜ、キャニィ」
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　そうして再び、無言。

　ベルガランはふと、近くに自分の帽子が落ちていることに気付いた。

　なくしたと思っていたもの。昔から使い続けているもの。

　見られたくないものを隠し、それでいて、自分が自分として顔を上げるために必要なもの。

　拾い上げて、かぶる。

　既に会話は終わったのだとわかっていた。だからそれはただの独り言にすぎなかった。

「結局のところ──それが原因かもな。どちらも相手を食べたいくらいに好きだったら。片方の願いは絶対に叶かなえられないだろ？」













　　　エピローグ







　その女が騎士団の詰め所を訪れたのは、しとしとと冷たい雨が降る日だった。

　耳をほじりながら静かで退屈な時間を過ごしていたアリシアは、暇ひま潰つぶしにはなるかとその女を迎え入れることにした。

　三十になってはいまい、若い女だった。身なりは華美ではなく、耐久性と実用性を重視したもの。旅人のような瞳だと思った。人の力の及ばない自然の猛威を受け入れて歩き続けている、世の理ことわりをあるがままに受け入れているような、そんな芯しんの強さと──人の矮わい小しようさを過不足なく理解している、透明な達観を同時に感じさせる瞳。

「お願いがあるのです」

「ほう。ちなみに聞くが、この私の噂うわさは知っているのかな？　もし仮にあんたがここをただの騎士団の詰め所だと思って、強ごう姦かんやスリの被害について相談に来たのなら、まずそこらの酒場に行ってこのニルイーストの騎士団ってものを勉強したほうが後悔はないはずだがね」

　女はふっと頰ほおの力を緩めて笑った。

「いえ、知っています。そんな貴女あなたにだからこそ、頼もうと思いました。頼りたいと思いました」

「噂うわさを知ってなお私に頼ろうとは。どんな理屈なのかね」

「悪徳の栄さかえるこの街で、その〝悪〟を隠すでもなく、ひけらかすでもなく、ただ自然とそこに在るものだとして生き続けている──貴女あなたの強さ。私はそれを信じたいのです」

「……何やら事情がありそうだ。用件を聞こうか」

　彼女の返答は奇妙なものだった。

　首を横に振って、言ったのだ。

　ここでは話せない──続きは《大森林》の中で、と。




　雨は止やまない。

　しかも夜である。大森林に人気などあるはずがなかった。

　指定された時間に、指定された目印を辿たどって到着した森の一角。

　女は木の枝に布を張って簡易のテントとし、その下で、赤子に乳をやっていた。

　雨具を着込んだアリシアは、油断なく彼女に近付いていく。これが何かの罠わなだという可能性は否定できない。

「自分の子供を紹介するにしちゃあ、あまりいい場所とは言えないな。寒そうだし、乳をやるのを盗み見してくるエロ男どもを脅おどして慰謝料をせしめることもできない」

「人気がないから、ですよ。どうぞ、アリシアさん。この子の顔を見てやってください」

　女は母の顔をしていた。罠わなではないだろう。

　近付いて、言われた通りにその子供の顔を見た。そしてその異常にすぐに気付く。

「こいつは……」

　眉を寄せたアリシアに、彼女がそっと何かを差し出してきた。

「単なる病気ではないということを示すための証拠です。実物があったほうが、やはり一番簡単に信じていただけると思いましたので」

　それは──一枚の、巨大な鱗うろこであった。

「マジかよ。確かに、これを渡されたら信じるしかなくなるが」

「さすが、話が早くて助かります。けして人目に触れさせるわけにはいかない──〝悪〟を内包した、この子のこと。それが私達の願いなのです」

「やれやれ。まさかこんな大事だとは……待て。私達？」

　背後から、びしゃり、と小さな水音。

　傘も差さずに、雨具も被かぶらずに、ただ歩いてきている人影がそこにあった。穏やかで人なつっこい笑みを浮かべている青年だ。

　アリシアは口をへの字にした。敵意がないのはわかっていたが、見過ごせない部分があった。

　彼は全裸だった。

「雨。森の中。そして変態。実に芸術的な絵面だね、まったく」

　女は彼に向けて、

「もう……せめて下は何か穿はいてと言ったじゃない」

「この雨だ。濡ぬれるから意味がないと思って」

「そういう問題じゃないわ」

「うーん、そういうものなのかい？　まだまだ人間のことはよくわからないな……」

　そうして二人は、その赤子の両親は、アリシアにいくつかのことを話した。

　自分達のことについて。

　そして、その手の中で可か愛わいらしくぐずる赤子の未来について。




　二人は半年に一回ほどの頻度でニルイーストを訪れ、大森林の中でアリシアと会うようになった。アリシアは二人に必要なものをいろいろ用立ててやる。それは道具であったり、情報であったり、生き方の指針であったりした。代わりに二人は大陸の反対側でしか採れないような貴重な鉱石などを渡してきた。断る理由はなかった。

　子供はすぐに大きくなる。

　四よつん這ばいだったものがよちよちと歩くようになり、しっかりと歩くようになり、アリシアの耳を玩具おもちやに引っ張るようになり、アリシアおばちゃんと口に出して呼ぶようになった。

　そのあたりから、彼に新しいものを徐々に与え始めた。戦い方だ。自分の身を守る方法。

　彼らは普段はこの大森林からも遠く、人里離れた僻へき地ちの小屋で暮らしているのだと言っていた。今はまだ必要最低限の人間との接触で済ませられているが、これからどうなるかはわからない。自衛のための力はそのときのために必要となるものだった。

　彼と、そして彼を生んだ両親さえも。

　否定のしようもなく、人に迫害され疎うとまれるは運命づけられているのだから。




　彼が分ふん別べつのつく少年と言ってもいい年頃になり、戦闘訓練の厳しさに一人の男として不平や不満や反抗を見せ始め、それに師匠としてのアリシアがぽかりと実力行使して黙らせる。それを両親が苦笑して眺めている。そんなことが多くなった。

「とはいえ──私も別に格闘術の専門家なんかじゃないからな。もうそろそろ戦い方に関しては教えることもなくなる。あとは自分の体力とかと相談して自分で考えて発展させろ」

「ホントか？　じゃあなんか卒業記念のご褒ほう美びくれよご褒ほう美び」

「調子に乗るんじゃない。むしろ私にお礼をよこせ」

　そんな会話があった日を最後に、以降ぷっつりと、彼らは森に姿を見せなくなった。

　しかしアリシアはなんとなく惰性で、毎年その時期になると一人でいつもの森の中の場所を散策するようになっていた。

　彼と再会したのは、二年ほど後のことだ。

　初めて母親の乳を飲むのを見たときと同じ、雨の日。

　彼はかつて母親が座っていた切り株に、一人で座っていた。雨滴を遮るものは何もなく、ずぶ濡ぬれだった。かつての父親と同じように。

　たった二年で、随分と大人びた顔つきと体つきになっていた。

　ただ視線は暗く、虚うつろに、目の前の地面を見つめている。アリシアが近付いていったのに気付いているはずだが、見ようともしない。

　アリシアは、彼の前でぺしゃりと足を止めて。短く、聞いた。

「二人は？」

「死んだ」

「そうか」

　アリシアは目を細め、小さく嘆息した。

　それからさらに歩ほを進め──彼の頭に、帽子を適当に載せてやる。

　成長するにつれ、彼の顔には人ならざる鱗うろこの部分が目立つようになっていた。街で暮らすにはそれなりの工夫が必要だろう。

「たまたま二年前に、酒場での賭かけのカタに貰もらってた奴やつだ。サイズは合わないだろうが、ま、ないよりはマシだと思え」

「……」

　目もく論ろ見み通り、彼の顔はよく見えなくなった。

　そうしてアリシアは踵きびすを返かえす。

「行くぞ、ベルガランナイザー・グライドウォーク。お前のことは二人に頼まれている」

　彼が久しぶりに声を出すような、しゃがれた声で問いを発した。

「俺は……これから、どうなる……？」

　振り向かないまま、アリシアは言った。

「決まってるだろう？　お前は騎士になるんだ」

「……は？」

　間の抜けた彼の声が面白くて、アリシアも思わず肩を震わせる。

「ニルイーストは悪徳の街だぞ。その街を守る騎士団ってんなら──街にいる十じつ把ぱ一ひと絡からげの悪党どもと同レベルじゃとてもやってられない。その存在自体が世界に仇なしてるような、根本からの悪じゃなきゃ務まらないのさ。私やあんたみたいなね」

　そこでようやく。

　ついてこい、というように、アリシアは振り返る。

　自らの手で胸に刻んだ、自分一人だけに課した罪人の紋章が、煌こう々こうと輝き。

　アリシア・クイッテンエリアリの褐色の肌を、彼に知らしめる。

「おそらく世界でただ一人の、人とドラゴンの混血児よ。人はお前の在り方を、お前の両親の在り方を醜悪だと罵ののしるだろうが、世界を欺あざむく私はそれを受け入れよう。騎士団はその悪こそを称賛しよう。だから誇らしく名乗るがいい──」




「おめでとう。お前は今日から醜悪の騎士だ」
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「うおー。煙草たばこが吸いてぇぜ。誰か持ってねぇか？」

「ない」

「ありません」

「ちぇっ。しょうがねぇ、俺の上着探すか……確かポケットに入れてたぞ……」

「ちょっとあんたいきなり立ち上がらないでよ全裸に帽子だけとかいつも以上に変態なんだけど!?」

「し、しょうがねえだろそれは。じゃあお前も服探してくれよ」

　やっとカタがついたか、とアリシアが椅子から立ち上がったときだった。

「ふむふむ。これはいいデータが取れました」

　洞どう窟くつの奥の暗がりから姿を現した人影がある。

　アリシアは目を細めた。あれは──確か、そうだ。最初の会議のときにジェヴォーダン一家が現れたとき。アレックスの椅子になっていた女。役立たずだと言われていた丁稚でつち。

「名前は、確か……ハイタニア・トロンボ、とか言ったか。一家の他の幹部達は、主と一緒にみんな遠いところに行っちまったが。ずいぶんのんびりしてるな？」

「ご心配なく。わたしは──」

　にこりと笑う。その表情は、以前に見たような、自信のない半人前のものではなかった。

「わたしは、正式にはジェヴォーダン一家の人間ではありませんので」

　それだけで悟った。アリシアは彼女を睨にらむ。

「そうか──リッサ教導団か。これだけだいそれたことをする一家だ。中に諜ちよう報ほう役やくを潜もぐり込ませてましたと言われても驚かない」

「わたしは驚きましたよ。まさか騎士団の皆さんにあんな秘密があるとは──ふふふ」

「悪いが上に報告しても点数稼ぎにはならないと思うね。なぜなら奴やつらはもう知ってるからだ」

　そうだ。奴やつらは知っている。全ての始まりは、奴らだ。

　強く脈打ち始めた鼓動。ああ、駄目だ、自分もまだまだ若い。

　ただ名前を出しただけだというのに。思い出しただけだというのに。

　怒りと憎ぞう悪おが、誤魔化しきれないほどに、溢あふれてくる。

「そうなのですか？　残念です。まあでも、ドラゴンという素材の結晶効果については充分なデータが得られたと思います。次の死体が見つかれば生かされるでしょう──人類の文明発展のために」

　あまり残念ではなさそうにハイタニアは言っていた。こちらが視線に乗せている強い感情に気付いているのかどうかはわからない。

　それから思い出したように、彼女は自分の後ろに隠れるようにしていた、もう一人の小さな人影を前に出した。

　どこかアレックスに似た顔立ちの、小さな少女であった。

「……」

　彼女は見ている。透明な、感情のない、結晶のような瞳で。

　騎士団と、その前で死んでいるアレックスの死体を見ている。

「彼女はアレックス・ジェヴォーダンの妹です。昔から心臓に病を抱えていましてね。長くは生きられない。そこで彼とわたし達が考えたのは、生命力に満ちたドラゴンの心臓の利用です。そのものを使うわけにはいきませんが、結晶化すれば。《力強い心臓という概念》を胸に埋め込む形にすれば、なんとかなるかもしれない。賭かけでしたが、成功したのですよ」

「ふん。ドラゴンの心臓の使い道か。アレックスが死んで、いろいろアフターケアとかが大変なんじゃないのかい？」

「それほどでも。ジェヴォーダン一家の屋台骨、超絶技巧の結晶製造の根幹は彼女ですから。彼女がジェヴォーダンの結晶法使いです」

「──！」

「なので、胸に埋め込んだ結晶の維持は自分でできるでしょう。勿もち論ろん、リッサ教導団もお手伝いはしますけどね」

　そこでハイタニアはぱちんと手を打ち、

「さあ、では、そろそろ。顔は覚えました？　うふふ、忘れないように。あの人達が──お兄さんを殺した〝仇かたき〟ですからね」

　こくんと頷うなずく少女の背を押して、後方の闇の中へ再び消えていこうとする。

「ああ、追ってこないほうがいいですよ。ここはうちの施設ですから。その意味は……わかりますよね？」

　彼女がそれを言い終わるよりも早く、不気味な揺動が響いてきた。この洞どう窟くつ自体が震えているのだ。

　握っていた拳を意識してほどき、アリシアは深く長く息を吐く。

「ど、どうします……団長？」

「この状況じゃ仕方ない。ここが崩れる前に脱出だ。ただし──そこのレムの身体と、ついでに持っていけそうな金目のものは忘れずにな」




　　　　　　　　　[image: †]




　一同が外に走り出た瞬間、洞どう窟くつは完全に崩落した。

　アリシアは舞い上がる土煙に口元を押さえながら、周囲を見回す。

「さて。そろそろ来てもおかしくないんだが……」

「何が来るんですか、団長？」

「それよりも、こいつはどうすんだよアリシア。埋めてやるなら埋めてやるで早くしようぜ」

　ぎりぎりで見つけた上着と帽子だけというさらに変態っぽい姿のベルガランが、レムの死体を腕に抱えたまま言った。

　と──そのとき。

「何か空気が変だ」

　コルがナイフを構えてそう言った。視線は上を向いている。さすがの第六感、ということだろうか。言葉にできないものの察知力はコルは抜きんでている。

　そしてまず聞こえたのは、風音。ゆったりと、力強い、何か幅広のものが風を摑つかむ音。

　空を悠然と滑空してきたそれがアリシア達の目の前に下りるまでに、そう時間はかからなかった。

　細長い頭部、鱗うろこに包まれた身体。

　ベルガランが先ほど見せた本性とは鱗うろこの色も違い、体たい軀くもこちらのほうが遥はるかに大きいが──紛れもなく、ドラゴン、であった。

　それは巨大な眼球で、ベルガランの抱えていた幼女の死体をじろりと見て。

　くぐもった声で言った。

「案ずるな。《儂わし》は死んでおらん。《儂わし》はここにもおるのだからな」

　驚きながらも反射的に身構えていたコル達が顔を見合わせる。

　アリシアはやっぱりなというように頷うなずいてから、

「レムの竜体のほうだな？」

「いかにも。儂わしの名はレムナントレイザー・グライド……そのレムナントレイザー・ウォークの対となるものである」

「こいつの父親から聞いてた通りだな。ドラゴンは一対の命を持ち、意識と思考を共有している。たとえ片割れが死のうとも、もう片方が生きている限り、存在が滅ぶことはない──いずれ死んだほうも蘇よみがえり、また一対のものとなる、と」

「その通りだ。現れることを予測していたのか？」

「多分来るだろうな、とは思ってたさ。ドラゴンは生まれつき、それぞれの果たすべき役目を与えられ、それを名前とする。あんたはドラゴン族の死体回収者だろ。自分の片割れを放置はしないだろうと思ったのさ」

　ヒオがレムを見上げつつ、

「驚いた……これはさすがに疑えないわね。最初からこっちで来てたならあたしも変に疑ったりはしなかったんだけど」

「ようやく理解したか、小娘。くくく……こちらの姿は人目につくのでな。人の世に近い場所へ行くのは基本的にウォークの役目だ」

「ま、こんだけデカけりゃあね。ていうかベルガランってちっちゃいのね」

「おいやめろなんか傷つく」

　そこでふとローズリリィが首を傾かしげて、

「今の話でふと疑問に思いましたが──ベルガランさんの名前にも、そういう意味があるのですか？」

「ああ、いや、俺は──」

「ない」

　言い切ったのはレムだった。しかし分厚い瞼まぶたをゆっくりと動かして瞬またたきし、言い直す。

「いや。ないという意味がある」

「意味がわからない」

　コルが率直な感想。アリシアはその内容自体はわかったが、その代わりに別に聞くことができた。

「おい。それを知ってるってことは、やっぱりお前は──」

「くく。ドラゴンの名前は、その定められた役割を古語で現したものがつけられる。儂わしはレムナントレイザー。その言葉には《死体を立ち上がらせる者》という意味がある。そしてそいつの名はベルガランナイザーだが──そのような言葉はない。ないからこそ、そやつの親はその名前をつけた。《未いまだかつてない役目を果たす者》。その意味を込めてな」

「……レムさんよ。なんでそれを知ってる？　俺を生んだあと、俺の父親はドラゴン族とはあまり関わらないようにしていたって言うぜ」

「率直に言えば、お前の父は儂わしの兄だ」

「！」

　ぐるる、と喉のどの音で空気が籠こもる音がした。おそらくレムは笑ったのだろう。

「いつだか、お前は街で言っていたではないか。確か──叔母なら抱ける、だったか？」

「あー。そう言えば……オバサンもいける、みたいな話をしたような……マジかよ」

　ベルガランは腕に抱いていたレムの死体を見下ろし、口をへの字にしていた。そこで唐とう突とつに気付いたらしく、

「あー……そういや、こいつ、どうする？」

「寄越せ」

　ドラゴンのレムは長い首を前に倒し、鋭い牙の並ぶ口を開けて──一口でぺろりと、自分自身の死体を飲み込んだ。

「これでよい。もう片方が生きておれば自然と再発生するが、下手にこの世に残っておれば再生が遅くなる。故に死体をできるだけ早く処理するのが儂わしの役目だ。……む、他にもちと臭うな。ついでだ、持っておるなら渡せ」

「ああ……微妙に薬結晶とか確保してたっけ。しょうがないわね」

「そっちもじゃ。エルフ」

「ちっ。ババアから戦利品として貰もらったこれもやっぱりそうだったか。効果はよくわからんが高く売れるかもなーってちょっと思ってただけなのに……」

　ぶつくさ言うアリシアとヒオが渡した細かな結晶も、同じようにレムは包みごと喉のどの奥に滑らせる。

「結局、回収できた同胞の身体は、顎あごの骨と、この血や目玉の欠片かけらと、その他細かなものいくつか──だけか」

　崩落した洞どう窟くつのほうをちらりと見つつ、

「ほとんどが人に使われて喪うしなわれ、残っていたものも大おお凡よそはあの土の下。少なくともこれ以上、人間に弄もてあそばれることはなくなった──ということで良しとしておくしかないのう。役目の者としては業ごう腹はらじゃがな」

　大きな心臓が残っているのをアリシアは知っていたが、あえて黙っておいた。おそらく、さすがに人間の身体の中に常時あるものは臭えまい。ならばそれは苛いら立だたせるだけの情報だ。

　ベルガランは呆あきれたように帽子の位置を直しつつ、

「仕事熱心な叔母さんだぜ。つか、あんとき言ってくれりゃなんか違った流れにもなってたかもしれねえのによ」

「言えぬさ。盟約がある。それは父から聞いてはいないのか」

「ないな。何だそりゃ」

「……兄はドラゴンの中でもとびきりの変わり者であった。考え方も、嗜し好こうも、生き方も、全てドラゴンの常識からはかけ離れていた。それだけならまだ奇き矯きような男というだけで済んだが──まさか人の女との間に子まで作るとはな。その話を聞いたときには、さすがに呆あきれたものよ」

　ドラゴンの表情がだいぶわかるようになってきた。これはきっと遠い目をしているのだろう。

「だが、他のドラゴンは呆あきれるだけでは済まなかった。笑う者、怒る者、嘲あざける者、殺すべきだと語る者、様々。人間風の言葉で言えば、モメにモメたのよ。そうして最終的には《不干渉》の盟約がドラゴン族と兄との間で交わされた。お前という存在は、今後ドラゴンという種とはまったく関係のないもの、この世にないものとして扱うべし、とな。ドラゴンがお前に接触し、盟約について語ることすら禁じられた」

「だけど、今あんたはベルガランと喋しやべってる。それはいいのか？」

「鋭い質問じゃな、おかしな臭いの骨を生やした小僧。その答えは、こうだ──バレなければよかろう、とな」

「うわ、テキトー……」

　ヒオが呻うめく。レムは翼をばさりと振るわせた。これもきっと笑いの一部だ。

「片割れが死に、どうしても姿を現さねばならなくなった。そのついでじゃ。細かい気配りなどしておられる状況ではなくなった、ということでな。しかし、そう──バレなければよい、というのは魔法の文言よな。そして欲というものは限りない。なので儂わしは問うてしまおうぞ」

　彼女は真正面から、全てを曝さらけ出すように泰然と後肢で立ち、ベルガランを見下ろしていた。

「ベルガランナイザー・グライドウォークよ。この世で唯一の竜体であり人間体であるグライドウオーク者よ。──我と共に来る気はないか？」

「……！」

「人の世ではこのようにまた狙ねらわれ、その身体を利用されるやもしれぬ。それならばいっそこちらに身を寄せるという手もある。盟約は盟約だが、なに、ドラゴンも常に誰かの動向を監視しておるわけではない。儂わしと共に他のドラゴンのおらぬ僻へき地ちで暮らすようにすれば平気であろう。どうだ？」

　それは間違いなく──善意からの提案だった。人ならざる言葉には優しさがあった。

　だがベルガランは肩を震わせて笑い、

「その提案はありがたいがね。止めとくよ」

「ほう、なぜじゃ？」

「いやぁ、だって、あったかいベッドの置いてある俺の部屋がニルイーストにはあるしよ。それに──ベッドよりもあったけえ身体の女達が、たくさん俺を待ってんだ」




　ベルガランナイザー。

　ひねくれ者の兄がつけた、存在しない役割を持った甥おい。

　その顔を思い出しながら、レムは一人、広大な森を見下ろす遥はるか空の高みで苦笑していた。ドラゴンの飛行は基本的に風を摑つかんでの滑空だが、上手うまく風に乗れればこの程度の高さは出る。

（そう、兄は──新しいものが好きであったな）

　退屈が嫌いで、変化が好きで。だからドラゴンの世界を飛び出して、ふらふらと人の世に足を踏み入れた。そして酔狂な女と出会い、子を為なした。

　兄が彼にその名を与えた理由が、今ならばわかる気がした。

　今の世界にはまだない役目を担になう者。そんな《新しい存在》が彼なのだろう。そう在ってほしいという願いが込められているのだろう。

　ただしその新しさは。人の世にとってもドラゴンの世にとっても、生半可には認められぬ〝悪〟であろうが。

（とはいえ──あの変わり者の兄の子なのだ。世界でただ一種かもしれぬ立場の存在なのだ。たとえその悪っぷりで名を馳はせることになろうとも、兄ならば「平々凡々と朽ちるよりは良よい」と喜ぶであろうよ……ふふふ）

　悪であることは、あそこにいるのならばさして問題にはなるまい。

　あの、悪の坩堝るつぼのような街の中。

　あの、悪の寄合のような人の中。

（ただ──問題は。そう、問題は、逆だ。あのベルガランナイザーでさえ、奴やつらの中では目立たぬかもしれんということ！　ああ、愉快だ！　世界に仇あだ為なす存在が多すぎて、人とドラゴンの子でも五分の一にしか過ぎぬ場というものがあろうとは！　はは、愉快だ、はははは！）

　牙きばを剝むき出だしにして、レムは雲に対して心の底から笑う。

　そして心地良く風を切りながら、悪の都を遠く背に、人ならざる世界へと帰っていった。
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　ドラゴンとは違い、騎士団は、徒歩での帰宅であった。

　陰気な森の中を、少なからず疲労した足を動かして、歩を進めていく。

「あいつさあ。これからベルガランのことを思い出すたびに、帽子と上着しか着てない変態的な姿を頭に浮かべるんだぜ。すげえ笑えるな」

「完全に、夜の道みち端ばたで前を開いて見せつけてくる殿方ですね」

「ド変態だわ。死んで」

「俺の趣味で着てるみたいな言い方すんじゃねぇ。お前らがズボンを見つけてくれないのが悪いとも言えるっつーか、そうとしか言えねえっつーか！　やっぱこれ、いたいけなおじさんイジメじゃねぇかな！　よくないと思います！」

　コルは最後尾から、いつもの調子でそんな話をしている一同の様子を、ぼんやりと見ていた。

　正確には──アリシアの頭に巻かれていた包帯を、見ていた。

　あの老婆との戦闘の際に怪け我がをしたのだという。当たり所がよかった、軽症だ、心配いらない──と、心配するヒオに話していたのをコルも聞いていた。

（頭……当たり所……）

　ふと、改めて、思ってしまう。

　アリシアは不死身ではないのだろうか。

　だとするならば、なぜ──あのとき。

　自分が彼女の頭に骨刀を突き立てたとき、殺せなかったのだろうか？

（……）

　自分はまだ、アリシアの『殺し方』を、無意識に考えてしまっているのか。

　なんのために？　誰のために？

　そのときくるりとアリシアが背後を向いて、そして、ふてぶてしく笑った。

「ん？　なんだかいつも以上のぼんやり顔をしてるじゃないか、コル。何か気になることでもあるのかい？　今は暇ひま潰つぶしできる話ならなんでもこいって時間だぞ。ホレ、質問があるならどんどん言え、どんどん」

　コルは少し考えて。もう少し、考えて。

　考え直して。

「──今回は儲もうかったのか？」

　そんなことを、聞いた。それが自分にとって正しいことだったのかどうかはわからなかった。

　アリシアは痛いところをつかれたというように、げっそりと舌を出してみせる。

「どうかねぇ。最後の火事場泥棒──いや、違うな、事件の証拠の接収だ接収。それで高そうな結晶道具をいくつか持ち出してはみたが……どんぐらいで捌さばけるかだなぁ。しかしまあ、どうあれ、大おお儲もうけってわけじゃないだろうさ。やれやれ」

「誰かが攫さらわれたりしなけりゃもっと簡単に済んだ気がするんですけど」

「同感ですね」

「びっくりだ。よく考えたら俺、助けられてからビタイチ仲間に労いたわられてねぇ」

　そこでコルは以前に聞いたことをふと思い出して、

「何か目的のために金が必要だ、とアリシアは言ってた」

「ああ、言ったな」

「それはリッサ教導団ってやつらと関係があるのか？」

　周囲の言葉の全てが、不意に止まった。

　アリシアは笑っていた。だがその目の奥は笑っていなかった。ヒオ達は、そんなアリシアの様子を窺うかがっているように思えた。

「どうしてそう思う？」

　正直に答えることにする。

「そこの人間らしいやつが目の前にいたとき。アリシアは殺気を出した。アリシアには珍しいほどの、まっすぐな、それ以外の何もない殺気だ。つまり本当に心の底から怒ってて、苛いら々いらしてるみたいだった。だからだ」

　時間が止まったような一瞬があって──

　やがて、ふふ、とアリシアは肩を揺らした。

「そこまで見抜かれたら、もういいだろう。コルも立派な騎士団の一員だしな。教えよう」

　不吉な風の流れる森の中、彼女は魔王のように悠然と腕を開いて。

　その予定をコルに教える。

「私達は──いつかはわからないが、いずれ必ずリッサ教導団をぶっ潰つぶす。今回のジェヴォーダン一家と同じように、世の一般人に求められ、支持されている、イイ奴やつらの大集団をな。金を集めているのはそのために必要だからだ」

「どうして潰つぶすんだ？」

　アリシアは、片目を眇すがめた、左右非対称の邪悪な笑みで。

　大事なものを貸しっぱなしにしてるんでね、と言った。
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　光量が絞られた、薄暗い部屋であった。

　椅子に座った何人かの人間達が、ぼそぼそと話している。

「由ゆ々ゆしき事態だな」

「ああ」

「やはり蛮ばん族ぞく──」

「止めておけ。その発言は倫理規定に反する」

「確認しよう。この報告書の懸け念ねんは真であると見み做なしてよいのだな？」

「人々の、リッサ教導団への信頼が揺らぐ可能性がある。手は打たねばなるまい」

　彼らが囲んでいる机の上には書類がある。

　回ってきたそれを捲めくりながら、一人が忌いま々いましそうに言った。

「まったく。何度考えても理解できん」

「同感だ。あれが見み出いだされてから十年余、私もずっと考え続けている」

「興味深い命題ではあるがな」

「ああ。本当に、何故なぜ……」




「──あんな娼しよう婦ふごときが〝第四賢者〟となり得たのだろうか？」







　　　あとがき




　うおおおー！　皆様が一巻を買ってくれたおかげで（即物的表現）、悪逆騎士団二巻も出すことができました！　ソシャゲやら何やらいろいろ娯楽が溢れている昨今、文庫本一冊を買って読んでいただけることの喜びを改めて感じております。私もガチャを回してばかりではイカン、イカンぞ！　本を読まねば！　いやガチャも回すんだけど！




　中身の話をしますと、今回は少しだけ街の外にも舞台が移動しております。ファンタジーと言えば剝き出しの自然よね……というわけで一巻にも名前の出ていた《大森林》です。いいですよねキャンプとか。山の幸とか。昔に家族でキャンプとかに行った思い出が蘇ります。父親が川で釣りをし、母親が料理の準備をし、そして私は──ゲームギア。なんでゲームギアなんだよ！　もっと自然と触れ合え！　と今更の感想を抱く現在。オトナになって初めてわかることもあるな……いやゲームギアは面白かったが……ソニックとかＧＧ忍とかだ……。




　あとわりと今回は新キャラがたくさん。幼女もいるよ！　どいつもこいつも名前を決めるのが大変だった記憶があります。いやまあ結局は響きとかノリでテキトーにつけるわけですが。一巻のときもファンタジーということで「マジか今回は登場人物全員カタカナなのか（当たり前）」と新鮮な気持ちで頭を抱えておりました。今回はその伏線……？　意味……？　みたいなものが若干ながら回収されているかもしれません。意味ありげな名前を持っている他のキャラにも何か秘密があるかどうかは……はたして……。しかし一つ言えるのは、タングステンは麦わらの一味だったりはしないということだけです。なぜ市長の名前を鉱物と麦わらにしたのかは自分でも意味がわからない。響きに身を任せた。




　そして謝辞を！　一巻に引き続き、イラストレーターのももこ様。今回も素晴らしいイラスト、ありがとうございます！　編集さんにもらった表紙画像をデスクトップの背景にしてニヤニヤする日々です！　美麗……。

　担当編集の湯ゆ浅あさ様＆阿あ南なん様。今回も締め切りを予定よりもだーいぶ伸ばしてしまいました。すみません……。

　校閲さん、デザイナーさん、この本に関わってくださったカドカワやアスキー・メディアワークスの関係者の皆様にも大感謝を。

　最後に、読者の皆様へ──この二巻にもお付き合いいただき、ありがとうございましたっ！

　それでは、また次の本でお会いしましょう。


水みな瀬せ葉は月づき
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水みな瀬せ葉は月づき

目を凝らしてくれ。ある日ノートＰＣのキャリングケース開けたらこんなビーズが一掬いできるくらいザザーって[image: ]れてきたんだマジで。どっかに穴が開いてる様子とかもないのに。めっちゃファンタジーな[image: ]のオーブっぽいよね！　……ホラーかもしれないけど。
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イラスト／ももこ

北海道出身のイラストレーター。年が明けたと思えばこんな時期。１年の流れは恐ろしい……。今年は刺激がほしいので色々なことに挑戦したいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先
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悪あく逆ぎゃく騎き士し団だんⅡ




そのエルフ、凶きょう暴ぼうにつき








水みな瀬せ葉は月づき





発　行　　　　2017年6月9日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)HAZUKI MINASE 2017





※2017年5月10日発行の電撃文庫『悪逆騎士団Ⅱ そのエルフ、凶暴につき』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/cover.jpg





item/image/gaiji-cid1202.png
A





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/kuchie-003-005.jpg





item/image/cover-h4.jpg





item/image/gaiji-cid3262.png
) 4

—
—

H.





item/image/p191.jpg





item/image/p267.jpg
4
w«f ‘\





item/image/p101.jpg





item/image/dengekibunko-club.jpg
'IIEE

BExE |[EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/p067.jpg





item/image/p220.jpg





item/image/p307.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		【第一話】



		【第二話】



		【第三話】



		【第四話】



		【エピローグ】



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p011.jpg
Wik
AR SN C NN

EVEHVKUBRC [BEER
Hl° BLIENENVEOWY LN
AMMRRWY S0R7 EUBKEOR
<L WEAQINTI B °

74 & FRELOVRERECE LN
| Q\ (HEEH[CAK REANLRD
=z V5 S WO 5000 FE 02
- 7 K\ LR BR[| Q8 S H°
RN

-

(
/l '\\
RN =R — R

ﬂv;fv;_..r.fn//

NN NQEWECERNESAE®
HRUKZR RN RUNKRD L
WREHEUSL® RLREUKD
YEIRRT SR NN NSRE Y
DA\ 0 WERLWERDOR W 5 0°

P B P






item/image/gaiji-cid776.png





item/image/kuchie-001.jpg
g K&?ﬁ?ﬁiﬁ]\ﬁ

e VAR TR £ B S

CNEl

EOTNT, KRELCOF

7k W% H

HAZUKI MINASE

illustrationT% é :

momoco





item/image/photo.jpg





item/image/p010.jpg
A 5
T EER Y
£ pmnym/#mﬁﬁ,é% %
P2 ST Em BN
-~ &va www.wmmwmﬂ
U - ¥E
K> FLHEEEN
mﬁ_m_ﬁum
Wﬁﬂ“ﬂﬂJ RHEKEKS )
= H R Py
= TR I I

KHRN BIRIER-HE QU 252 1
AR O ERHTE<LSERE S U0

ﬁﬁAd&?V&Xﬂk7nv\ww\ _w ) B MIRN—X-QEROBROR

[#3 | WR~Q° ®NErE[ RIS
Vs N
AR50 e e
(SO DN

#=<°

| AR DR RS B R”
VBB RLQO LRI
R-EECERE [ R+ | S8w
D) [24s°






item/image/p165.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
Textf HAZUKI MINASE Illustration T momoco
Design T IORL SUZUKI @

~——=e= Knights of Villainy
[BBE]  eeeessssssssssssssssssssssssssssssssssssssssseeessess s 012
[B5756]  eeeeeesssssssssssssssssssssssssss s ssssssssssseees 110
[BEZEE] eeeeeeeeeesssssssssssssssssssssssssssssssssssses s 176
[BIURE]  eeeeeeeesesssssssssssssssssssssssssssssssssessssssssssessssssssssss s m
(e s B0 . 310






item/image/kuchie-006-008.jpg





item/image/p009.jpg
EREESNE

MINASE
MOMOCO

illustrationT

%

llﬂll. @

HAZUKI

ERER E3 G






